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はじめに

『Oracle Solaris 11.1システムのブートおよびシャットダウン』は、Oracle Solarisシス
テム管理に関する重要な情報を提供するドキュメントセットの一部です。このガイ
ドでは、SPARCベースと x86ベースの両方のシステムのブートについて解説してい
ます。このガイドで SPARCまたは x86ベースのシステムのみに適用される情報につ
いては、その旨が示されています。

本書は、読者が次のタスクを終了済みであることを前提としています。

■ Oracle Solarisをインストール済み
■ 使用する予定のすべてのネットワークソフトウェアを設定済み

システム管理者にとって重要と思われるOracle Solarisの新機能については、各章の
新機能に関するセクションで説明しています。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。このドキュメ
ントでは、プラットフォームのタイプにより実装が異なる場合は、それを特記しま
す。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このマニュアルは、Oracle Solaris 11リリースを実行している 1つまたは複数のシステ
ムの管理を行うユーザーを対象にしています。本書を使用するには、UNIXのシステ
ム管理について 1 - 2年の経験が必要です。UNIXシステム管理のトレーニングコース
に参加することも役に立ちます。
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Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

はじめに
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コマンド例のシェルプロンプト
次の表に、Oracle Solaris OSに含まれるシェルのUNIXシステムプロンプトおよび
スーパーユーザーのプロンプトを示します。コマンド例のシェルプロンプトは、そ
のコマンドを標準ユーザーで実行すべきか特権ユーザーで実行すべきかを示しま
す。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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システムのブートとシャットダウン (概
要)

Oracle Solarisは、データベースやWebサービスなどのエンタープライズサービスが
可能なかぎりいつでも利用できるようにするために、停止することなく動作するよ
うに設計されています。この章では、Oracle Solarisシステムのブートおよびシャット
ダウンについての概略の情報とガイドラインを提供します。この章で SPARCまたは
x86ベースのシステムのみに適用される情報については、その旨が示されています。

注 –このドキュメントでは主に、サーバーおよびワークステーション上の単一の
Oracle Solarisインスタンスのブートおよびシャットダウンに焦点を合わせていま
す。サービスプロセッサを持つシステムや、複数の物理ドメインを持つシステム上
でのOracle Solarisのブートおよびシャットダウンについての情報は、このドキュメ
ントでは詳細には記載されていません。詳細については、http://www.oracle.com/

technetwork/indexes/documentation/index.htmlで、使用している特定のハード
ウェアや構成についての製品ドキュメントを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 11ページの「システムのブートおよびシャットダウンの新機能」
■ 15ページの「システムのブートに関するガイドライン」
■ 16ページの「Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要」
■ 19ページの「ブートプロセスの説明」
■ 22ページの「サービス管理機構とブート」

システムのブートおよびシャットダウンの新機能
このリリースでは、次のブート機能が新しいか、変更されています。

■ 12ページの「x86: GRUB 2はデフォルトのブートローダーです」
■ 12ページの「x86: 64ビットUEFIファームウェアのサポート」
■ 12ページの「GPTラベル付きディスクからのブートのサポート」

1第 1 章
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■ 13ページの「大きなディスクのインストールのサポート」
■ 14ページの「zpool createコマンドによるファームウェアのタイプに基づく
ブートパーティションの作成のサポート」

■ 14ページの「iSCSIブート」
■ 14ページの「SPARC:ほとんどの sun4uプラットフォームのサポートの終了」

x86: GRUB 2はデフォルトのブートローダーです
このリリースで、GRUB 2は元のGRUB 0.97ベースのブートローダー (GRUB Legacy)
を置き換えます。GRUB 2はより幅広いプラットフォームとファームウェアのタイプ
をサポートする強力なモジュラーブートローダーです。GRUB 2は 2TiB以上の
ディスクからのブートを完全サポートしています。さらに、GRUB 2はUnified
Extensible Firmware Interface (UEFI)とGUID Partition Table (GPT)パーティションス
キームもサポートしています。

GRUB 2の導入は、x86ベースのシステムのブート方法とブートローダーおよび
GRUBメニューの管理方法を大きく変えます。GRUB 2には、新しい構成ファイ
ル、変更されたパーティションおよびデバイスの命名スキーム、x86ブート
ローダーの管理のための新しいサブコマンドなどの bootadmコマンドの拡張が含まれ
ます。

詳細については、第 2章「x86: GRand Unified Bootloaderの管理 (タスク)」を参照して
ください。

GRUB LegacyシステムをGRUB 2をサポートするリリースに移行する方法について
は、36ページの「x86: GRUB LegacyシステムをGRUB 2をサポートするリリースに
アップグレードする」を参照してください。

x86: 64ビットUEFIファームウェアのサポート
Oracle Solarisでは、64ビットUEFIファームウェアを搭載する x86ベースのシステム
をサポートするようになりました。UEFIファームウェアへのインストール
は、DVD、USB、およびネットワークインストール方法によってサポートされてい
ます。

注 – UEFIバージョン 2.1以上が必要です。

GPTラベル付きディスクからのブートのサポート
GPTラベル付きディスクにインストールされているOracle Solarisインスタンスを
ブートするには、GPT対応のブートローダーが必要です。x86プラットフォーム

システムのブートおよびシャットダウンの新機能
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で、GRUB 2はこのサポートを提供します。SPARCおよび x86プラットフォームで
は、2 TiBを超えるディスクへのインストールも完全にサポートされるようになりま
した。2 TiBより大きいブートディスクでは、Extensible Firmware Interface (EFI)
パーティションが使われます。

GPT対応ファームウェアを搭載した x86または SPARCベースのシステムにOracle
Solaris 11.1をインストールすると、ほとんどの場合にディスク全体を使用するルート
プールディスクでGPTディスクラベルが適用されます。GPTラベル付きブート
ディスクをサポートする SPARCベースのシステムでは、『Oracle Solaris 11.1ご使用
にあたって』の「x86:マスターブートレコードの EFI_PMBRエントリがアクティブ
でない場合に BIOSファームウェアを含む一部のシステムがブートしない
(7174841)」で、GPT対応ファームウェアの適用について参照してください。それ以
外の場合は、SPARCベースのシステムにOracle Solaris 11.1をインストールする
と、単一のスライス 0を使用してルートプールディスクに SMI (VTOC)ラベルが適用
されます。ラベル付けの要件の一部として、必要なブートパーティションも存在し
ている必要があります。詳細は、zpool(1M)のマニュアルページおよび『Oracle
Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステム』の第 4章「ZFSルートプールのコンポーネ
ントの管理」を参照してください。

大きなディスクのインストールのサポート
この変更により、Oracle Solarisのインストール時にディスク全体を使用できます。以
前の新規インストールに対する 2TiBの制限がなくなりました。

x86プラットフォームでは、デフォルトのブートローダーとしてのGRUB 2の導入に
より、大きなディスクのインストールがサポートされています。SPARCブート
ローダーは変更がありません。SPARCプラットフォームでは、適切なOBP更新が適
用されたGTP対応システムに大きなディスクをインストールできます。『Oracle
Solaris 11.1ご使用にあたって』の「x86:マスターブートレコードの EFI_PMBRエント
リがアクティブでない場合に BIOSファームウェアを含む一部のシステムがブートし
ない (7174841)」を参照してください。

GPTパーティション分割は、サイズに関係なく、新規インストールのすべての
ブートシステムで使用されるデフォルトのパーティション分割スキームです。GPT
パーティション分割は、新規インストール時にブートデバイスですべてのディスク
スペースを使用可能にするためにも使用されます。

システムのブートおよびシャットダウンの新機能

第 1章 • システムのブートとシャットダウン (概要) 13

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SERNSgnkjy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SERNSgnkjy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SERNSgnkjy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SERNSgnkjy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1Mzpool-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=ZFSADMINzfsboot-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=ZFSADMINzfsboot-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=ZFSADMINzfsboot-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SERNSgnkjy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SERNSgnkjy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SERNSgnkjy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SERNSgnkjy


zpool createコマンドによるファームウェアのタ
イプに基づくブートパーティションの作成のサ
ポート
zpool createコマンドを新しい - Bオプションと使用して、ディスク全体が vdevと
して指定されている場合に、(ZFSデータパーティションに加えて)ファームウェアの
タイプに基づいて、2種類のブートパーティションを作成できます。このオプション
は、必要に応じて、ディスク vdev全体を既存のルートプールに追加するか接続する
場合に、必要なブートパーティションを作成するためにも使用できます。bootfsプ
ロパティーを使用できる条件も変更されました。プールですべてのシステムおよび
ディスクのラベル付け要件が満たされている場合に、プールのブート可能データ
セットを識別するように bootfsを設定できます。

iSCSIブート
この機能は、x86プラットフォームと SPARCプラットフォームの両方でサポートさ
れています。

x86プラットフォームでは、ブートされるホストに、iSCSI Boot Firmware Table (iBFT)
対応のネットワークインタフェースカード (NIC)を備えるか、iBFT対応のメイン
ボード BIOSを搭載している必要があります。iSCSIブートを正しく構成するに
は、使用している特定のハードウェアのドキュメントを参照してください。

SPARCプラットフォーム上の iSCSIブートはOpenBootレベル 4.31以降でサポートさ
れ、特定のNICは必要ありません。OpenBootの bootコマンドは、宛先の iSCSI
ターゲットを識別するための一連のキーワードをとります。このコマンドは
keyword= value形式を使用します。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の第 3章「Live Mediaの使
用」を参照してください。

SPARC:ほとんどの sun4uプラットフォームのサ
ポートの終了
Mシリーズ (OPL)ハードウェアを除き、sun4uアーキテクチャーで、Oracle Solaris 11
をブートすることはできません。これらのシステムのいずれかでOracle Solaris 11の
ブートを試みると、次のエラーメッセージが表示されます。

Rebooting with command: boot

Error: ’cpu:SUNW,UltraSPARC-IV+’ is not supported by this release of Solaris.

NOTICE: f_client_exit: Program terminated!

システムのブートおよびシャットダウンの新機能
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システムのブートに関するガイドライン
ブートストラップとは、ブート可能なオペレーティングシステムをロードし、実行
するプロセスです。一般に、スタンドアロンプログラムはオペレーティングシステ
ムカーネルですが、任意のスタンドアロンプログラムをブートできます。カーネル
はロードされると、UNIXシステムを起動して、必要なファイルシステムをマウント
し、/usr/sbin/initを実行して、システムを /etc/inittabファイルに指定されてい
る initdefault状態にします。

システムをブートするときは、次のガイドラインに従ってください。

■ SPARCベースのマシンシステムをシャットダウンしたあとでブートするに
は、PROMレベルで bootコマンドを使用します。SPARCベースのシステムをオン
にすると、システムファームウェア (PROM内)は電源投入時自己診断 (POST)を
実行します。これらの診断テストの形式と範囲は、システムに搭載されている
ファームウェアのバージョンによって異なります。テストが正常に完了したあ
と、ファームウェアが使用する不揮発性ストレージ領域に適切なフラグが設定さ
れていれば、ファームウェアは自動ブートを試みます。ロードするファイルの名
前とそのファイルをロードするデバイスも操作することができます。

■ ブート時に表示されるGRUBメニューでオペレーティングシステムを選択し
て、x86ベースのシステムをブートします。オペレーティングシステムが選択さ
れていない場合、システムは、grub.cfgファイルで指定されているデフォルトの
オペレーティングシステムをブートします。

■ 電源を切断したあとに再投入してもシステムをリブートできます。

システムをブートする理由
次の表に、システムのブートが必要になる理由を示します。また、システム管理タ
スクと、これらのタスクを完了するために使用される対応するブートオプションに
ついても説明します。

表 1–1 システムのブート

システムリブートの理由 適切なブートオプション 参照先

停電のためシステムの電源を切断しま
す

システムの電源を再投入します 第 3章「システムのシャットダウン
(タスク)」

/etc/systemファイル内のカーネルパ
ラメータを変更します

システムをマルチユーザー状態にリ
ブートします (NFSリソースを共有す
る実行レベル 3)

84ページの「システムをマルチ
ユーザー状態 (実行レベル 3)にブート
する方法」

ファイルシステムを保守します (シス
テムデータのバックアップや復元な
ど)

シングルユーザー状態 (実行レベル S)
でCtrl + Dキーを押してシステムをマ
ルチユーザー状態 (実行レベル 3)に戻
します

86ページの「システムをシングル
ユーザー状態 (実行レベル S)にブート
する方法」

システムのブートに関するガイドライン
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表 1–1 システムのブート (続き)
システムリブートの理由 適切なブートオプション 参照先

/etc/systemなどのシステム構成
ファイルを修復します

対話式ブート 90ページの「システムを対話式で
ブートする方法」

システムにハードウェアを追加します
(または、システムからハードウェア
を削除する)

再ブート (デバイスがホットプラグ対
応でない場合は、デバイスを追加また
は削除したあとにシステムの電源を入
れます)

『Oracle Solaris 11.1の管理:デバイスと
ファイルシステム』の「ZFSファイル
システム用のディスクの設定 (タスク
マップ)」

rootパスワードがわからなくなった
か、ファイルシステムを修正するなど
の問題のため、復旧の目的でシステム
をブートします。

エラー状況や問題によっては、システ
ムをメディアからブートする
か、ブート環境をマウントするか、ま
たはその両方を実行する必要がある場
合があります。

121ページの「復旧目的のシステムの
シャットダウンおよびブート」

x86のみ: GRUB構成の問題から回復し
ます。

メディアから回復ブートします。 127ページの「x86:メディアから
ブートして、システムのブートを妨げ
ているGRUB構成の問題を解決する方
法」

クラッシュダンプを強制してシステム
をハング状態から回復させます。

回復ブート 128ページの「SPARC:クラッシュダン
プを強制してシステムをリブートする
方法」

130ページの「x86:クラッシュダンプ
を強制してシステムをリブートする方
法」

カーネルデバッガ (kmdb)を使用してシ
ステムをブートし、システムの障害を
調査します

kmdbのブート 131ページの「SPARC:カーネルデ
バッガ (kmdb)を有効にしてシステムを
ブートする方法」

133ページの「x86:カーネルデバッガ
(kmdb)を有効にしてシステムをブート
する方法」

Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要
Oracle Solarisブートアーキテクチャーには、次の基本特性があります。

■ ブートアーカイブを使用します。

ブートアーカイブには、メモリー内ディスクを使用してマウントされるファイル
システムイメージが含まれています。このイメージは自己記述型であり、特に
ブートブロックにはファイルシステムリーダー (または x86プラットフォームの場
合にGRUBブートローダー)が含まれています。SPARCプラットフォーム
で、ファイルシステムリーダーはRAMディスクイメージをマウントして開いた
あと、その中に含まれているカーネルを読み取って実行します。デフォルト
で、このカーネルは /platform/‘uname -m’/kernel/unixにあります。x86プラット

Oracle Solarisブートアーキテクチャーの概要
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フォームでは、GRUBブートローダーが、カーネルファイルとブートアーカイブ
をメモリーにロードしてから、制御をカーネルに転送します。x86プラット
フォームのデフォルトのカーネルは /platform/i86pc/kernel/amd64/unixです。

注 –ディスクから SPARCベースのシステムをブートすると、OBPファームウェア
がブートデバイスとして指定されているパーティションからブートブロックを読
み取ります。このスタンドアロンブートプログラムには通常、Oracle Solaris
ブートアーカイブを読み取れるファイルリーダーが含まれています。boot(1M)を
参照してください。

ZFSルートファイルシステムからブートする場合は、アーカイブとカーネル
ファイルの両方のパス名が、ブート用に選択されたルートファイルシステム
(データセット)内で解決されます。

■ ブート管理インタフェースを使用して、Oracle Solarisブートアーカイブを保守
し、x86プラットフォームでGRUB構成とGRUBメニューを管理します。
bootadmコマンドは、ブートアーカイブの更新と検証を細部にわたって処理しま
す。インストールまたはアップグレードの間、bootadmコマンドは初期ブート
アーカイブを作成します。通常のシステムシャットダウンの処理中に、シャット
ダウンプロセスではブートアーカイブの内容がルートファイルシステムと比較さ
れます。システムにドライバや構成ファイルなどの更新がある場合、ブート
アーカイブがこれらの変更を含むように再構築されることによって、リブート時
にブートアーカイブとルートファイルシステムの同期がとられます。bootadmコ
マンドを使用して、ブートアーカイブを手動で更新することができます。

x86ベースのシステムでは、grub.cfgファイルと x86ブートローダーは bootadmコ
マンドで管理します。このリリースでは、bootadmコマンドが変更され、いくつ
かの新しいサブコマンドが追加されて、これまで menu.lstファイルを編集して
実行していたほとんどの管理タスクを実行できるようになりました。これらのタ
スクには、GRUBメニューの管理、特定のブートエントリへのカーネル引数の設
定、ブートローダーの管理などが含まれます。手順については、41ページ
の「x86: bootadmコマンドを使用してGRUB構成を管理する」を参照してくださ
い。

注 –一部の bootadmコマンドオプションは SPARCプラットフォームに適用されま
せん。

詳細は、bootadm(1M)および boot(1M)のマニュアルページを参照してください。
■ インストール時にルートファイルシステムとしてRAMディスクイメージを使用
します。

このプロセスは、SPARCと x86の両方のプラットフォームで同じです。RAM
ディスクイメージは、ブートアーカイブから生成されたあと、ブートデバイスか
らシステムに転送されます。
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注 – SPARCプラットフォームでは、OpenBoot PROMを引き続き使用してシステム
のブートデバイスにアクセスし、ブートアーカイブをシステムのメモリーに転送
します。

ソフトウェアをインストールする場合、RAMディスクイメージは、インストール
プロセス全体に使用されるルートファイルシステムになります。この目的のRAM
ディスクイメージにより、リムーバブルメディアから、頻繁に必要となるインス
トールコンポーネントにアクセスする必要がなくなります。RAMディスクファイ
ルシステムのタイプには、HSFS (High Sierra File System)またはUFSを指定できま
す。

■ GPTラベル付きディスクからのブートをサポートします。
Oracle Solarisには、GPTラベル付きディスクからのブートのサポートが含まれま
す。GPTラベル付きディスクからのブートは、MSDOSパーティション分割ス
キームを使用したディスクからのブートとはやや異なります。GPT対応ファーム
ウェアを搭載した x86または SPARCベースのシステムにOracle Solaris 11.1をイン
ストールすると、ほとんどの場合にディスク全体を使用するルートプールディス
クでGPTディスクラベルが適用されます。サポートされる SPARCベースのシス
テムでGPT対応ファームウェアを適用する方法については、『Oracle Solaris 11.1
ご使用にあたって』の「x86:マスターブートレコードの EFI_PMBRエントリがア
クティブでない場合に BIOSファームウェアを含む一部のシステムがブートしな
い (7174841)」を参照してください。それ以外の場合は、SPARCベースのシステム
にOracle Solaris 11.1をインストールすると、単一のスライス 0を使用してルート
プールディスクに SMI (VTOC)ラベルが適用されます。
x86プラットフォームでは、GRUB 2の導入により、このサポートが可能になりま
す。BIOSファームウェアを搭載したシステムでは、MBRは、引き続きファーム
ウェアがロードしてブートプロセスを開始する最初のコードのチャンクで
す。GPTラベル付きディスクにはVTOCがなくなり、個別のパーティションだけ
です。GRUBは、GPTパーティション分割スキームの読み取りおよび解釈を直接
サポートするようになったため、ブートローダーが、ZFS GPTパーティションで
ホストされるルートプール内のOracle Solarisカーネルおよびブートアーカイブを
検出できます。

UEFIファームウェアを搭載したシステムでの主な違いは、ファームウェアが
ブートアプリケーションを (FATベースの) EFIシステムパーティションから
ロードすることです。UEFIシステムにGRUBがロードされると、BIOS対応の
GRUBと同様のタスクを実行します。

Oracle Solarisブートアーカイブの説明
ブートアーカイブはルートファイルシステムのサブセットです。このブートアーカ
イブには、すべてのカーネルモジュール、driver.confファイル、およびいくつかの
構成ファイルが含まれています。これらのファイルは、/etcディレクトリにありま
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す。ブートアーカイブ内のファイルは、ルートファイルシステムがマウントされる
前にカーネルによって読み取られます。ルートファイルシステムがマウントされる
と、ブートアーカイブはカーネルによってメモリーから破棄されます。次
に、ファイル I/Oがルートデバイスに実行されます。

bootadmコマンドは、ブートアーカイブの更新と検証の詳細など、SPARCプラット
フォームと x86プラットフォームの両方で、ブートアーカイブを管理します。通常の
システムシャットダウンの処理中に、シャットダウンプロセスではブートアーカイ
ブの内容がルートファイルシステムと比較されます。システムにドライバや構成
ファイルなどの更新があった場合、ブートアーカイブがこれらの変更を含むように
再構築されることによって、リブート時にブートアーカイブとルートファイルシス
テムの同期がとられます。

x86ブートアーカイブに含まれるファイルは、/platform/i86pc/amd64/boot_archive

ディレクトリにあります。SPARCブートアーカイブ内のファイルは /platform/‘uname
-m‘/archive_cacheディレクトリにあります。SPARCプラットフォームと x86プ
ラットフォームの両方で、ブートアーカイブの内容を一覧表示するには、bootadm

list-archiveコマンドを使用します。

$ bootadm list-archive

ブートアーカイブ内のファイルが更新された場合、アーカイブを再構築する必要が
あります。bootadm update-archiveコマンドにより、ブートアーカイブを手動で再構
築できます。コマンドは、予防措置としても回復プロセスの一部としても使用でき
ます。

# bootadm update-archive

変更を有効にするには、次にシステムがリブートする前にアーカイブを再構築する
必要があります。詳細は、117ページの「Oracle Solarisブートアーカイブの管理」を
参照してください。

ブートプロセスの説明
このセクションでは SPARCプラットフォームと x86プラットフォームの基本的な
ブートプロセスについて説明します。サービスプロセッサを持つシステムや、複数
の物理ドメインを持つシステムなど、特定のハードウェアタイプ上のブートプロセ
スについての詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/

index.htmlにある特定ハードウェアについての製品ドキュメントを参照してくださ
い。

スタンドアロンプログラムの読み込みと実行のプロセスをブートストラップと呼び
ます。通常、スタンドアロンプログラムはオペレーティングシステムカーネルで
す。ただし、カーネル以外の任意のスタンドアロンプログラムをブートできます。

ブートプロセスの説明
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SPARCプラットフォームでは、ブートストラッププロセスは次の基本フェーズで構
成されます。

■ システムをオンに設定したあと、システムファームウェア (PROM)は電源投入時
自己診断 (POST)を実行します。

■ 診断テストが正常に完了したあと、マシンのファームウェアが使用する不揮発性
記憶領域に適切なフラグが設定されていれば、ファームウェアは自動ブートを試
みます。

■ 第 2レベルのプログラムは、ディスクからブートする場合はファイルシステム固
有のブートブロック、またはネットワーク経由または自動インストーラ (AI)を使
用してブートする場合は inetbootまたは wanbootです。

x86ベースのシステムでは、ブートストラッププロセスは、カーネルのロード
と、カーネルの初期化という概念的に異なる 2つのフェーズからなります。カーネ
ルのロードは、システムボード上のファームウェアおよび周辺ボード上のROMの
ファームウェア拡張機能を使用して、GRUBによって実装されます。システム
ファームウェアはGRUBをロードします。ロードメカニズムは、システムボード上
に標準装備されるシステムファームウェアのタイプにより異なります。

■ PC互換システムの電源を投入すると、システムのファームウェアが電源投入時
自己診断テスト (POST)を実行し、周辺ボードのROMからファームウェア拡張機
能を検出してインストールし、ファームウェア固有のメカニズムを使ってブート
プロセスを開始します。

■ BIOSファームウェアを搭載するシステムでは、ハードディスクの最初の物理セク
ター (ブートセクターと呼ばれる)がメモリーにロードされて、そのコードが実行
されます。GPT (GUID Partition Table)を使用してパーティション化されるディス
クには、別の場所からコードをロードする、動作の異なるブートセクターコード
が必要です (GPTスキームは各パーティションの最初のセクターをブートセク
ターのコードストレージとして予約しないため)。GRUBが BIOSファームウェア
上で実行される場合、別の場所とは BIOSブートパーティションと呼ばれる専用
のパーティションです。GRUBのブートセクターコードがGRUBの残りをメモ
リーにロードすると、ブートプロセスが続行されます。

次に、ブートプログラムは次の段階 (Oracle Solarisの場合はGRUB自体)をロード
します。ネットワークからのブートでは、BIOSファームウェアを搭載するシステ
ムと異なるプロセスが含まれます。第 5章「システムのネットワークからの
ブート (タスク)」を参照してください。

■ UEFIベースのファームウェアを搭載するシステムでは、ブートプロセスが大きく
異なります。UEFIファームウェアは、列挙されたディスク上の EFIシステム
パーティション (ESP)を検索し、UEFI仕様で定義されたプロセスに従って、UEFI
ブートプログラムをロードして実行するため、UEFIブートアプリケーションがメ
モリーにロードされ、実行されます。Oracle Solarisでは、そのUEFIブートアプリ
ケーションはGRUBです。このリリースのGRUBのバージョンは、UEFIブート
アプリケーションとして実行するように構築されています。ブートプロセス
は、BIOSファームウェアを搭載したシステムの場合と同じ処理を続けます。
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サービスプロセッサを持つシステムや、複数の物理ドメインを持つシステムな
ど、特定のハードウェアタイプ上のブートプロセスについての詳細は、http://

www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.htmlにある特定のハード
ウェアの製品ドキュメントを参照してください。

x86: UEFIとBIOSのブート方法の相違点
GRUB 2はGPTラベル付きディスクに加えて、BIOSとUEFIの両方のファームウェア
を搭載するシステムをブートできます。UEFIファームウェアおよび BIOSファーム
ウェアのブートをサポートするために、GRUB 2は、i386-pc (BIOS)と x86_64-efi (64
ビットUEFI 2.1+)の 2つの異なるプラットフォームに対応するように構築されている
ため、2つの個別のバイナリセットとして配布されています。

x86ベースのシステムをブートする場合、UEFI対応システムと BIOS対応システムの
次の違いに注意してください。

■ コマンドの違い – BIOSブート方法で使われる特定のコマンドはUEFIファーム
ウェアで使用できません。同様に、BIOSブート方法をサポートするシステムで
は、特定のUEFIコマンドを使用できません。

■ PXEネットワークブートの違い –ネットワークから、UEFIファームウェアを搭載
するシステムのブートをサポートするために、DHCPサーバー構成が変更されま
した。これらの変更には、新しいUEFIクライアントアーキテクチャー識別子値
(DHCPオプション 93)のサポートが含まれます。

注 – UEFIファームウェアまたはBIOSブート方法のいずれかを使用して、ブートする
ように構成できるシステムは、技術的にOracle Solarisと連携します。GRUBは、イン
ストール (またはイメージ更新)時に、システムファームウェアのタイプに従って最
初にインストールされます。明示的なコマンドを実行して、ほかのファームウェア
タイプが必要とするブートの場所にGRUBをインストールすることはできます
が、この方法はサポートされていません。Oracle Solarisをインストールしたあと
に、代替のファームウェアインタフェースタイプを使用してブートするように、特
定のファームウェアタイプのシステムを再構成しないようにしてください。

x86: UEFIおよびBIOSファームウェアを搭載するシステムをサ
ポートするブートパーティションの作成
新しい -Bオプションが zpool createコマンドに追加されました。ディスク全体が
zpool create作成コマンドに渡されると、-Bオプションにより、zpoolコマンド
は、指定されたデバイスを 2つのパーティションで分割します。最初の
パーティションはファームウェア固有のブートパーティションで、2つ目の
パーティションは ZFSデータパーティションです。このオプションは、必要に応じ
て、ディスク vdev全体を既存の rpoolに追加するか接続する場合に、必要なブート
パーティションを作成するためにも使用できます。bootfsプロパティーを使用でき
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る条件も変更されました。プールですべてのシステムおよびディスクのラベル付け
要件が満たされている場合に、プールのブート可能データセットを識別するように
bootfsプロパティーを設定できます。ラベル付けの要件の一部として、必要な
ブートパーティションも存在している必要があります。詳細は、『Oracle Solaris 11.1
の管理: ZFSファイルシステム』の「ZFSルートプールを管理する」を参照してくだ
さい。

サービス管理機構とブート
SMFは、従来のUNIXの起動スクリプト、init実行レベル、および構成ファイルを補
強するインフラストラクチャーを提供します。SMFの導入により、ブートプロセス
で作成されるメッセージが少なくなりました。デフォルトでは、サービスの起動時
にメッセージは表示されません。ブートメッセージによって提供されていた情報
は、/var/svc/logにある各サービス用のログファイルで提供されるようになりまし
た。ブートの問題の診断には svcsコマンドが役立ちます。ブートプロセス中に各
サービスが開始されたときにメッセージを生成するには、bootコマンドで -vオプ
ションを使用します。

システムがブートされるとき、ブート先のマイルストーンを選択したり、記録され
るエラーメッセージのレベルを選択したりできます。例:

■ SPARCベースのシステムで次のコマンドを使用すると、ブート先の特定のマイル
ストーンを選択できます。

ok boot -m milestone=milestone

デフォルトのマイルストーンは、有効になっているすべてのサービスを起動する
allです。ほかの有用なマイルストーンは noneで、これは init、svc.startd、お
よび svc.configdのみを開始します。このマイルストーンは、サービスを手動で
開始できる非常に有用なデバッグ環境を提供します。noneマイルストーンの使用
方法については、『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』の「どの
サービスも起動しないでブートする方法」を参照してください。

実行レベルと同等な single-user、multi-user、および multi-user-serverも使用
できますが、一般的には使用されません。特に multi-user-serverマイルス
トーンは、そのマイルストーンに依存しないサービスを開始しないため、重要な
サービスを含まないことがあります。

■ 次のコマンドを使用すると、svc.startdのログレベルを選択できます。

ok boot -m logging-level

選択できるログレベルは quiet、verbose、および debugです。ロギングレベルの
詳細は、『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』の「SMFサービスのエ
ラーログ」を参照してください。
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■ x86ベースのシステムを特定のマイルストーンにブートするか、svc.startdのロ
グのレベルを選択するには、ブート時にGRUBメニューを編集し、-m smf-options
カーネル引数を指定したブートエントリの $multiboot行の末尾に追加します。例:

$multiboot /ROOT/s11u1_18/@/$kern $kern -B $zfs_bootfs -m logging-level

SMF使用時のブート動作に関する変更
SMFが提供する機能のほとんどが、ユーザーの目に触れることなく実行されるた
め、ユーザーは通常これらの機能に気付きません。それ以外の機能には新しいコマ
ンドでアクセスします。

もっともよく目にする動作の変更の一覧を次に示します。

■ ブートプロセスで生成されるメッセージが少なくなりました。デフォルトで
は、サービスの起動時にメッセージは表示されません。ブートメッセージに
よって提供されていた情報は、/var/svc/logにある各サービス用のログファイル
で提供されるようになりました。ブートの問題の診断には svcsコマンドが役立ち
ます。なお、bootコマンドで -vオプションを使用すれば、ブートプロセス中に
各サービスが起動されるたびにメッセージが生成されます。

■ サービスは可能なかぎり自動的に再起動されるため、プロセスの終了が失敗した
ように見えることがあります。サービスに障害があれば保守モードに切り替わり
ますが、通常、サービスのプロセスが終了すると、そのサービスは再起動されま
す。SMFサービスが実行されないようにするには、svcadmコマンドを使用してそ
のプロセスを停止する必要があります。

■ /etc/init.dおよび /etc/rc*.d内の多くのスクリプトが削除されました。サービ
スの有効化および無効化に、これらのスクリプトはもう必要ありませ
ん。/etc/inittabのエントリも削除され、サービスの管理に SMFが使用できるよ
うになりました。ISVによって提供されるスクリプトおよび inittabエント
リ、あるいはローカルで開発されたそれらは、従来どおり機能します。各サービ
スは、ブートプロセス内のまったく同じ時点では開始されない可能性があります
が、SMFサービスの前に開始されることはありません。
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x86: GRand Unified Bootloaderの管理 (タス
ク)

この章では、GRand Unified Bootloader (GRUB)の概要およびタスクに関する情報を提
供します。元のGRUB 0.97ベースのブートローダーの子孫であるGRUB 2は、このリ
リースの x86プラットフォーム上でのシステムブートローダーです。

注 –元のGRUB (GRUB Legacy)は、Oracle Solaris 10および以前のOracle Solaris 11リ
リース (Oracle Solaris 11 11/11)を実行する x86プラットフォーム上で、引き続きデ
フォルトのブートローダーです。GRUBのレガシーバージョンをサポートするOracle
Solarisリリースを実行している場合、『x86プラットフォーム上のOracle Solarisの
ブートおよびシャットダウン』を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 25ページの「x86: GRUB 2の紹介」
■ 36ページの「x86: GRUB LegacyシステムをGRUB 2をサポートするリリースに
アップグレードする」

■ 41ページの「x86: bootadmコマンドを使用してGRUB構成を管理する」
■ 53ページの「x86:ブート時にGRUBメニューを編集してカーネル引数を追加す
る」

■ 58ページの「x86: GRUB構成のカスタマイズ」
■ 59ページの「x86:高度なGRUB管理とトラブルシューティング」

x86: GRUB 2の紹介
このセクションでは、次の情報について説明しています。

■ 27ページの「x86: GRUB 2構成の説明」
■ 29ページの「x86: GRUB 2パーティションおよびデバイス命名スキーム」
■ 31ページの「x86: GRUB 2とGRUB Legacyのタスクの比較」
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GRUB 2は、BIOSまたはUEFIファームウェアを搭載したシステム上のUnified
Extensible Firmware Interface (UEFI)ファームウェアからのブートや任意のサイズの
GUIDパーティションテーブル (GPT)でパーティション分割されたディスクからの
ブートなど、幅広いプラットフォームとファームウェアのタイプをサポートする強
力なモジュラーブートローダーです。GRUB 2はUEFI指定のGPTパーティション分
割スキームもサポートしています。

GRUB Legacyと同様に、GRUB 2は 2段階のブートプロセスを使用します。GRUB 2と
GRUB Legacyの主な違いは、GRUB 2では動的にロードされたモジュールに多くの機
能を配置し、これにより、コアGRUB 2 (第 2段階ブートローダー)のイメージを小さ
くできるため、ロードが速くなり、柔軟性が高まることです。結果として、ブート
時に要求に応じてGRUB機能がロードされます。

GRUB 2には次の主な変更が導入されています。
■ 構成の変更

GRUB 2構成は、GRUB Legacy構成と構文的に異なります。GRUB Legacyによって
使用される menu.lstファイルは、新しい構成ファイル grub.cfgに置き換えられ
ました。menu.lstファイルと異なり、grub.cfgファイルはブート管理コマンドに
よって自動的に再生成されます。そのため、grub.cfgファイルの再生成時に、す
べての編集がただちに破棄されるため、このファイルは直接編集しないでくださ
い。27ページの「x86: GRUB 2構成の説明」を参照してください。

■ パーティションとデバイスの命名の変更

0を基準にするインデックスの代わりに、GRUB 2ではパーティションと変更され
たデバイス命名スキームに 1を基準にするインデックスを使用します。29ページ
の「x86: GRUB 2パーティションおよびデバイス命名スキーム」を参照してくださ
い。

■ ブートローダーとGRUBメニューの管理の変更
bootadmコマンドによって grub.cfgファイルを管理します。変更されたサブコマ
ンドと新しいサブコマンドによって、これまで menu.lstファイルを編集すること
によって行なっていた管理タスクのほとんどを管理できるようになります。2つ
の例として、Oracle Solarisブートインスタンスのブート属性 (カーネル引数など)
の設定とブートローダー設定の管理があります。41ページの「x86: bootadmコマ
ンドを使用してGRUB構成を管理する」を参照してください。

■ GRUBメニューと画面の変更
ブート時にGRUBメニューを編集することによって、カーネル引数を追加するな
ど、さまざまなGRUBメニューやいくつかのタスクがいくぶん異なって動作する
ようになりました。これらの違いは、このドキュメント内の各種タスクの該当箇
所で説明しています。

■ その他のブートローダー関連のコマンドの変更

installgrubコマンドはこのリリースで非推奨になりました。このコマンドを使
用して、GRUB 2をサポートするシステムにブートローダーをインストールしな
いでください。システムのブートが妨げられることがあります。代わり
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に、GRUB 2をサポートするリリースを実行する場合は、bootadm

install-bootloaderコマンドを使用してください。このコマンドは、x86プ
ラットフォームでの installgrubコマンドおよび SPARCプラットフォームでの
installbootコマンドの機能に優先されます。59ページの「x86: bootadm
install-bootloaderコマンドを使用してGRUB 2をインストールする」を参照し
てください。

installgrubコマンドを使用して、システムにGRUB Legacyをインストールする
こともできますが、インストールするGRUB Legacyのバージョンが、ルート
プールの ZFSプールバージョンをサポートしており、さらにシステムに残りの
GRUB 2ブート環境がないことを確認したあとに限ります。手順については、61
ページの「x86: GRUB 2がインストールされているシステムにGRUB Legacyをイン
ストールする方法」を参照してください。

x86: GRUB 2構成の説明
GRUB 2はGRUB Legacyとまったく異なる構成を使用します。GRUB Legacy構成は
menu.lstファイルから管理しますが、GRUB 2は menu.lstファイルを使用しませ
ん。代わりに、GRUB 2は構成ファイル grub.cfgを使用して、同じタイプの情報を格
納します。menu.lstファイルと同様に、grub.cfgファイルはルートプール
/pool-name/boot/grubの ZFSデータセットの上位にあり、たとえば
/rpool/boot/grub/grub.cfgなどです。

grub.cfgファイルの構文は、bashスクリプトに基づいており、次の例に示す
menu.lstファイルで使用されている指令のような言語よりも複雑で強力です。

title title
bootfs pool-name/ROOT/bootenvironment-name
kernel$ /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix -B $ZFS-BOOTFS

module$ /platform/i86pc/$ISADIR/boot_archive

比較のために、次のように、同じ構成を grub.cfgファイルに格納しています。

menuentry "<title>" {

insmod part_msdos

insmod part_sunpc

insmod part_gpt

insmod zfs

search --no-floppy --fs-uuid --set=root f3d8ef099730bafa

zfs-bootfs /ROOT/<BE name>/@/ zfs_bootfs

set kern=/platform/i86pc/kernel/amd64/unix

echo -n "Loading ${root}/ROOT/<BE name>/@$kern: "
$multiboot /ROOT/<BE name>/@/$kern $kern -B $zfs_bootfs

set gfxpayload="1024x768x32;1024x768x16;800x600x16;640x480x16;640x480x15;640x480x32"
insmod gzio

echo -n "Loading ${root}/ROOT/<BE name>/@/platform/i86pc/amd64/boot_archive: "
$module /ROOT/<BE name>/@/platform/i86pc/amd64/boot_archive

}
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grub.cfgファイルと menu.lstファイルのほかの大きな違いは、grub.cfgファイルを
編集しないことです。menu.lstファイルでは、システムによって自動的に生成され
るメニューエントリに加えて、ユーザー作成メニューエントリと、グローバル
GRUB構成ファイルの設定および変数の手動の変更をサポートしています。対照的
に、grub.cfgファイルは、各種 bootadmサブコマンドを使用して管理します。それら
の多くはこのリリースで新しいものです。各種 bootadmサブコマンドにより、ほとん
どのブートローダー管理タスクを管理できます。41ページの「x86: bootadmコマン
ドを使用してGRUB構成を管理する」を参照してください。

grub.cfgファイルの別の機能は、ブートローダー構成を変更するたびに自動生成さ
れることです。ファイルは、特定の操作時および特定のブート管理コマンドが使用
されたときにも自動生成されます。必要に応じて、bootadmコマンドと新しい
generate-menuサブコマンドを実行して、新しい grub.cfgファイルを手動で生成でき
ます。このコマンドは、ブート構成が破損した場合にのみ、grub.cfgファイルを作
成するために使用します。43ページの「x86: GRUBメニューを手動で再生成する方
法」を参照してください。

注 – grub.cfgファイルの自動生成メカニズムは、インストールされたシステムのみを
対象とします。

参考のため、GRUB 2構成は次のファイルに格納されています。

■ grub.cfg – GRUB 2によって使用されるメインの構成ファイルです。
■ /pool-name /boot/grub/menu.conf – Oracle Solarisによって、最終の grub.cfg構成
ファイルを生成するために使用されるファイルです。

menu.confファイルは、GRUB 2構成のマシン解析可能な表現を格納する個別の
GRUBメタ構成ファイルです。

注 –このファイルは編集しないでください。

■ /pool-name /boot/grub/custom.cfg – grub.cfgファイルと menu.confファイルと同
じ場所にある編集可能なファイルです。custom.cfgファイルは、管理者によって
作成されます (デフォルトでシステム上に存在しません)。このファイルは基本
GRUB構成に複雑な構造 (メニューエントリや他のスクリプト情報)を追加する目
的で予約されています。

custom.cfgファイルは grub.cfgファイルで参照されています。custom.cfgファイ
ルがシステムに存在する場合、そのファイル内にあるコマンドや指令が grub.cfg

ファイルによって処理されます。詳細については、58ページの「x86: GRUB構成
のカスタマイズ」を参照してください。

x86: GRUB 2の紹介

Oracle Solaris 11.1システムのブートおよびシャットダウン • 2013年 9月28



x86: GRUB 2パーティションおよびデバイス命名ス
キーム
GRUB Legacyのデバイス命名のしくみに精通している場合、GRUB Legacyの命名ス
キームとGRUB 2命名スキームの違いを認識する必要があります。GRUB Legacyは
パーティションのインデックスに、0を基準にする命名スキームを使用します
が、GRUB 2は、パーティションのインデックスに 1を基準にする命名スキームを使
用します。

GRUB 2デバイス命名スキームでは、次の形式を使用します。

(hdX, part-type Y, part-typeZ, ...)

パーティションスキームは入れ子にできるため、GRUBのデバイス命名スキーム
は、任意の入れ子のレベルをサポートするように変更されました。GRUBでは、古
いスタイルのデバイス命名 (「(hd0,1)」)も、パーティションスキーム名を含む新し
いスタイルのデバイス命名のいずれも受け付けます。例:

(hd0, gpt1)

前の例では、先頭のディスクの先頭のGPTパーティションを参照しています。

注 – GRUBのパーティションの番号付けのみが変更されており、ディスクの番号付け
は変更されていません。ディスク番号は 0基準のままです。

GRUB 2は、正しいデバイスまたはパーティション名を自動的に検索するため
に、ファイルシステムUUID (またはラベル)と組み込みの検索コマンドに依存してい
るため、手動でデバイス名を指定する必要がありません。次の表に、GRUBが使用
するパーティションインデックスとデバイス名の例を示します。

表 2–1 GRUB 2パーティションおよびデバイス命名スキーム

デバイス名 説明 注意事項

(hd0, msdos1) 先頭のディスク上の先頭のDOS
パーティションを指定します。

(hd0, gpt2) ディスク上の 2番目のGPT
パーティションを指定します。

これは、現在のリリースをインス
トールする典型的なパーティションの
例です。

(hd0, msdos1,

sunpc1)
先頭のディスク上の先頭のDOS
パーティションに格納されている
Oracle Solarisパーティション内の先頭
のVTOCスライスを指定します。

これは、このリリース以前のOracle
Solarisのバージョンをインストールす
る典型的なパーティションの例です。
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関心のあるパーティションを参照しているパーティション番号を特定する必要があ
る場合、Cキー (またはメニューエントリを編集している場合はControl-C)を押し
て、GRUBコマンド行インタプリタにアクセスします。次に、lsコマンドを実行し
て、次の図のように、GRUBが識別できるすべてのパーティションを一覧表示しま
す。

lsコマンドで -lオプションを使用すれば、次の図のように、ファイルシステムおよ
びファイルシステムUUID情報などの各パーティションに関する詳細情報が表示さ
れます。
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注 – GRUBはドライブのタイプに関係なく 0からドライブ番号をカウント
し、Integrated Drive Electronics (IDE)デバイスと Small Computer Systems Interface (SCSI)
デバイスを区別しません。

x86: GRUB 2とGRUB Legacyのタスクの比較
GRUB 2はGRUB Legacyといくつかの特性を共有していますが、GRUB 2は menu.lst

ファイルを使用しないため、多くのブート管理タスクがGRUB 2をサポートするシス
テムでは異なって実行されます。たとえば、bootadmコマンドの新しいサブコマンド
を使用して、GRUBメニューを管理し、各種ブートローダー管理タスクを実行しま
す。

ほとんどの bootadmサブコマンドで、新しい -P pool引数を使用できます。このオプ
ションにより、GRUBメニューや特定のルートプールのブートエントリを表示した
り、変更したりすることができます。GRUB Legacyをサポートするオペレーティング
システムを実行している場合、これらの bootadmサブコマンドで、-Pオプションを
使用できない可能性があります。

たとえば、次のように、特定のルートプールのGRUBメニューを表示します。

# bootadm list-menu -P pool-name

次の表は、いくつかの一般的なGRUB 2タスクおよびコマンドをGRUB Legacyの同等
のものと比較しています。詳細な手順については、bootadm(1M)のマニュアルページ
と 41ページの「x86: bootadmコマンドを使用してGRUB構成を管理する」を参照し
てください。
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表 2–2 GRUB Legacyタスクと比較したGRUB 2タスク

タスクまたはコマンド GRUB 2方法 GRUB Legacy方法

GRUBメニューの現在のブート
エントリを一覧表示します。

bootadm list-menu

エントリ番号ごとまたはタイト
ルごとに個々のエントリを表示
することもできます。タイトル
ごとにエントリを表示するに
は:

bootadm list-menu entry-title

タイトルにスペースが含まれる
場合、タイトルが複数の引数と
して解釈されないように、引用
符を使用する必要がありま
す。例:

bootadm list-menu ‘This is a

menu entry with a title’

エントリ番号ごとにエントリを
表示するには:

bootadm list-menu -i

entry-number

bootadm list-menu

デフォルトのブートローダー設
定と、システム上の各ルート
プールのOracle Solarisブート環
境ごとに 1つのメニューエント
リを格納する新しいGRUB構成
ファイル (grub.cfg)を生成しま
す。

bootadm generate-menu

システムに既存の grub.cfg

ファイルがある場
合、generate-menuサブコマン
ドに -fオプションを付けて使
用します。この構文は既存の
GRUB 2構成を破棄し、新しい
構成で置き換えます。

-Pオプションを使用して、シ
ステム上の特定のルートプール
の新しいGRUB 2構成ファイル
を生成する場合、生成された
grub.cfgファイルがそのルート
プールの最上位 ZFSデータ
セットに格納されることに注意
してください。

menu.lstファイルを手動で編集
して、新しい情報を追加しま
す。
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表 2–2 GRUB Legacyタスクと比較したGRUB 2タスク (続き)
タスクまたはコマンド GRUB 2方法 GRUB Legacy方法

GRUBメニューに新しいエント
リを追加します。

エントリ番号を指定してエント
リを追加するには:

bootadm add-entry -i

entry-number

タイトルを指定してエントリを
追加するには:

bootadm add-entry entry-title

menu.lstファイルに手動でエン
トリを追加します。

GRUBメニューのエントリを変
更します。

エントリ番号を指定してエント
リを変更するには:

bootadm change-entry -i

entry-number key=value

タイトルを指定してエントリを
変更するには:

bootadm change-entry entry-title
key=value

タイトルにスペースが含まれる
場合、タイトルが複数の引数と
して解釈されないように、引用
符を使用する必要があります。

このサブコマンドは、Oracle
Solarisコンソールデバイスを
カーネル引数として指定するな
ど、個々のブートエントリを変
更するために使用します。エン
トリのタイトルが複数のメ
ニューエントリと一致する場
合、最初のエントリのみが変更
されます。

ブートエントリの変更は、以前
のリリースで、GRUB Legacyエ
ントリで実行していたよう
に、ブート時にGRUBメ
ニューを編集することによって
実行することもできます。

持続的な変更をするに
は、menu.lstファイルを手動で
編集します。

または、ブート時にGRUBメ
ニューを編集して、システムが
次回にブートするときまでにだ
け持続するブートエントリの変
更を行ないます。
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表 2–2 GRUB Legacyタスクと比較したGRUB 2タスク (続き)
タスクまたはコマンド GRUB 2方法 GRUB Legacy方法

GRUBメニューからエントリを
削除します。

エントリ番号を指定してエント
リを削除するには:

bootadm remove-entry -i

entry-number

タイトルを指定してエントリを
削除するには:

bootadm remove-entry entry-title

タイトルを指定すると、そのタ
イトルのすべてのエントリが削
除されます。

menu.lstファイルから手動でエ
ントリを削除します。

GRUBメニューを管理しま
す。たとえば、ブート元となる
デフォルトのGRUBメニューエ
ントリを設定します。

bootadm set-menu key= value bootadm set-menu

Linuxエントリなどのカスタム
メニューエントリをGRUBメ
ニューに追加します。

custom.cfgファイルにエントリ
を追加し、正しいGRUB 2構成
ファイル構文を使用しているこ
とを確認してください。
58ページの「x86: GRUB構成の
カスタマイズ」を参照してくだ
さい。

注 –まずこのファイルを作成す
る必要があります。

Oracle Solarisのインストール後
に menu.lstファイルに情報を
追加します。
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表 2–2 GRUB Legacyタスクと比較したGRUB 2タスク (続き)
タスクまたはコマンド GRUB 2方法 GRUB Legacy方法

ブート引数を追加するに
は、ブート時にGRUBメ
ニューを編集します。

1.ブートプロセスに割り込むに
は、矢印キーを使用して、目的
のメニューエントリを選択して
から、eと入力します。

2.指定したブートエントリの
$multiboot行の末尾にブート引
数を追加します。

3. Control-Xを押して、変更し
たエントリからブートしま
す。システムコンソールがシリ
アルデバイス上にある場
合、UEFIシステムで、F10
キーが正しく認識されないこと
があります。その場合、Ctrl-X
を使用します。

注 –メニューエントリの編集中
に Escapeキーを押すとメ
ニューエントリリストに戻
り、すべての編集内容が廃棄さ
れます。

1.ブートプロセスに割り込むに
は、eと入力します。

2.指定したブートエントリの
kernel$行の末尾にブート引数
を追加します。

3. Returnキーを押してから bを
入力してシステムをブートしま
す。

ブートローダープログラムをイ
ンストールします。

bootadm install-bootloader

このコマンドは、ミラー化
ルートプールのすべてのデバイ
スに自動的にブートローダーを
インストールします。

x86ベースのシステムの場合
installgrub、および SPARC
ベースのシステムの場合
installboot。

UEFIまたは BIOSファーム
ウェアのブートパーティション
を作成します。

zpool createコマンドの新しい
-Bオプションを使用し
て、ファームウェアに適切な
ブートパーティションと新しい
ZFSプールが格納される ZFS
データパーティションを同時に
自動的に作成します。

ルートプールにディスクを接続
すると、適切なブート
パーティションが自動的に作成
され、そのディスクにブート
ローダーがインストールされま
す。『Oracle Solaris 11.1の管理:
ZFSファイルシステム』の第 4
章「ZFSルートプールのコン
ポーネントの管理」を参照して
ください。

GRUB Legacyは BIOSファーム
ウェアを搭載するシステムのみ
をサポートするため、個別の
ブートパーティションは必要あ
りません。
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x86: GRUB LegacyシステムをGRUB 2をサポートするリ
リースにアップグレードする

このセクションでは、次の情報について説明しています。

■ 36ページの「x86: GRUB LegacyシステムをGRUB 2をサポートするリリースに
アップグレードする方法」

■ 38ページの「x86: GRUB LegacyメニューエントリがGRUB 2に移行される方法」
■ 40ページの「x86: GRUB 2とGRUB Legacyのブート環境を同じシステムで保守す
る」

▼ x86: GRUB LegacyシステムをGRUB 2をサポートす
るリリースにアップグレードする方法
デフォルトのブートローダーとしてGRUB 2をサポートするOracle Solarisリリースの
新規インストールの場合、インストールを実行する前に必要なものは何もありませ
ん。

Oracle Solaris 11.1以上へのアップグレードの場合、アップグレードの前にいくつかの
前提条件となるパッケージをインストールする必要があります。これらの
パッケージはOracle Solarisパッケージリポジトリに含まれます。

システムをGRUB 2をサポートするリリースにアップグレードする前に、次を実行し
ます。

■ インストールやアップグレードに影響する可能性のある既知の問題を確認してく
ださい。『Oracle Solaris 11.1ご使用にあたって』を参照してください。

■ 38ページの「x86: GRUB LegacyメニューエントリがGRUB 2に移行される方法」
および 40ページの「x86: GRUB 2とGRUB Legacyのブート環境を同じシステムで
保守する」の情報とガイドラインを確認してください。

■ 既存のGRUB Legacy構成を維持します。

管理者になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」

前提条件となるパッケージをインストールします。
$ pkg update

手順 2で作成したばかりの新しいブート環境にシステムをリブートします。

始める前に

1

2

3
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システムが新しいブート環境で実行したら、次のコマンドを実行して、アップグ
レードを完了するために必要な修正プログラムで pkgパッケージを更新します。
$ pkg update pkg

このコマンドを実行すると、*pkg に一致する名前を持つすべてのパッケージが更新
されます。これは pkgコマンドとその依存関係を含むパッケージです。

Oracle Solaris 11.1へのアップグレードを完了するには、もう 1回、次のように、pkg

updateコマンドを実行します。
$ pkg update --accept

注 – --acceptオプションを指定して、表示されているパッケージのライセンスの条件
に同意し、受け入れることを示す必要があります。

最後の更新で、デフォルトのシステムブートローダーとしてGRUB 2がインストール
されます。更新によって、GRUB Legacy menu.lstファイルの内容に基づく grub.cfg

ファイルも作成されます。

新しいブート環境がアクティブになると、GRUB Legacy構成がGRUB 2に移行さ
れ、GRUB 2がシステムのデフォルトのブートローダーになります。menu.lstファイ
ルからOracle Solarisブートエントリが、表示されている順番で grub.cfgファイルに
コピーされます。すべてのチェーンローダーエントリも移行されます。

4

5
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x86: GRUB LegacyメニューエントリがGRUB 2に移
行される方法
GRUB 2をサポートするOracle Solarisのバージョンへのアップグレード後、すべての
Oracle SolarisメニューエントリがGRUB Legacy menu.lstファイルから新しい grub.cfg

ファイルに自動的に移行されます。すべてのチェーンローダーエントリも移行され
ます。システムのリブート時に、移行されたブートエントリのみがメインGRUBメ
ニューに表示されます。メインGRUBメニューに表示したいほかのブートエントリ
を手動で変換し、custom.cfgファイルに追加する必要があります。58ページ
の「x86: GRUB構成のカスタマイズ」を参照してください。

注 – menu.lstファイルのすべてのブートエントリが、そのルートプールのGRUB
Legacyサブメニューに存在します。

重要な点として、GRUB 2では、Solaris 10 1/06リリース以降、Oracle Solaris 10リ
リースに加えて、Oracle Solaris 11のサポートされるすべてのリリースを直接ブート
できます。以前のOracle Solarisリリースはチェーンロードメカニズムを使用し
て、間接的にブートできます。他のカスタムエントリを追加する同じ方法
で、チェーンロードを使用するメニューエントリを custom.cfgファイルに追加でき
ます。

GRUB Legacyの場合と同様に、チェーンロードの原則はGRUB 2でも同じですが、構
文はやや異なります。次の例で、エントリはディスク 0上のマスターブートレ
コード (MBR)にチェーンロードされます。このタイプのチェーンロードは、GRUB 2
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がその場所にインストールされていない場合のみ役立ちます。このようなチェーン
ロードは BIOSファームウェアを搭載するシステム (すべてのOracle Solaris 10システ
ムを含む)でのみ機能します。

menuentry "Boot from Hard Disk" {

set root=(hd0)

chainloader --force +1

}

次の例では、2番目のDOSパーティションにOracle Solaris 10がインストールされて
います。さらに、GRUB LegacyのOracle Solaris 10バージョンがそのパーティション
のパーティションブートレコード (PBR)にインストールされます。

menuentry "Solaris 10" {

set root=(hd0,msdos2)

chainloader --force +1

}

この例では、エントリがOracle Solaris 10 GRUB Legacyメニューにチェーンロードさ
れます。結果として 2つのメニューのレベルが存在します: 1つはGRUB 2からOracle
Solaris 10 GRUB Legacyメニューにチェーンロードし、1つはOracle Solaris 10 GRUB
LegacyメニューからOracle Solaris 10カーネルをブートします。システムをブートす
るには、該当するOracle Solaris 10メニューエントリを選択する必要があります。

menu.lstファイルから変換されたOracle Solarisメニューエントリに加えて、ルート
プールごとに、GRUB Legacy menu.lstファイルを格納する 1つのサブメニューがあり
ます。このサブメニューには、各 menu.lstファイル内のすべてのメニューエントリ
が含まれ、最大の下位互換性のため、すべての menu.lstエントリにアクセスできま
す。

GRUB 2の前提条件のパッケージを含まないOracle Solarisブート環境でのブートに戻
すと、beadmコマンドや bootadmコマンドによって実行された変更など、ブート構成
の変更のみが該当するルートプールの menu.lstファイルに対して行われます。次に
システムをリブートしても、GRUB 2メニューにそれらの変更は反映されません。該
当するルートプールの Legacy GRUBサブメニューのみに変更が反映されます。

さらに、GRUB 2対応のブート環境がブートされ、grub.cfgファイルが再生成される
まで、これらの変更はmain GRUBメニューに表示されません。可能であれば常
に、システムでGRUB 2を使用するブート環境が実行されると、menu.lstファイルが
grub.cfgファイルと同期されます。この同期は、beadmまたは bootadmコマンドを使
用して、GRUB 2構成が変更されると常に実行されます。
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x86: GRUB 2とGRUB Legacyのブート環境を同じシ
ステムで保守する
GRUB Legacyブート環境のあるシステムで、GRUB 2ブート環境をアクティブ化でき
ますが、GRUB Legacyブート環境がGRUB 2対応である場合のみに限ります。さら
に、GRUB 2ブート環境からGRUB Legacyブート環境をアクティブ化できま
す。GRUB Legacyブート環境のあるシステムでGRUB 2ブート環境をアクティブ化す
る場合の注意の 1つとして、pkg updateコマンドを呼び出してGRUB 2をサポートす
るOracle Solarisリリースをインストールする前に、現在のブート環境にGRUB 2の前
提条件のパッケージをインストールする必要があります。36ページの「x86: GRUB
LegacyシステムをGRUB 2をサポートするリリースにアップグレードする方法」を参
照してください。

ブート環境は、beadmコマンドによって管理します。beadm(1M)を参照してくださ
い。beadm createコマンドを使用して、新しいブート環境を作成すると、その
ブート環境のメニューエントリも自動的に作成されます。beadm listコマンドを使
用して、システム上にあるすべてのブート環境を表示できます。

$ beadm list

BE Active Mountpoint Space Policy Created

-- ------ ---------- ----- ------ -------

oracle-solaris11-backup - - 64.0K static 2012-03-29 11:41

oracle-solaris2 - - 64.0K static 2012-03-29 11:41

solaris11u1 NR / 3.35G static 2012-02-17 13:22

beadmコマンドはGRUB 2構成とGRUB Legacy構成の両方で機能します。ブート環境
のリストにGRUB 2ブート環境が存在する場合、GRUB 2がデフォルトのブート
ローダーとして維持されます。Oracle Solarisは、GRUB Legacyブート環境がアク
ティブ化されても、GRUB Legacyをデフォルトのブートローダーとして再インス
トールしようとしません。最後のGRUB 2ブート環境をシステムから削除した場
合、GRUB Legacyをシステムブートローダーとして手動でインストールする必要があ
ります。システムにGRUB 2の前提条件のパッケージが含まれている場合、bootadm

install-bootloader -fコマンドを使用して、ブートローダーを手動でインストール
できます。59ページの「x86: bootadm install-bootloaderコマンドを使用して GRUB
2をインストールする」を参照してください。それ以外の場合は、installgrubコマ
ンドを使用できます。installgrub(1M)を参照してください。

bootadm install-bootloader -fコマンドを使用して、GRUB Legacyをデフォルトの
ブートローダーとして手動で再インストールすると、GRUB Legacyがシステムブート
ローダーとして強制的にインストールされます。すべてのブート環境をブート可能
のままにするため、このコマンドは、最新のGRUB Legacyブート
ローダーバージョンを格納するブート環境から実行する必要があります。さら
に、GRUB Legacyを再インストールする前に、beadmコマンドを使用して、すべての
GRUB 2ブート環境をシステムから削除してください。61ページの「x86: GRUB 2が
インストールされているシステムにGRUB Legacyをインストールする方法」を参照
してください。
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注 –古いブートローダーのあるシステムで、-fオプションを付けて bootadm

install-bootloader コマンドを使用する場合、古いブートローダーで、ブート
ディスク上の ZFSバージョンを読み取れる必要があります。そうでない場合、GRUB
はブート時にルートプールを読み取ることができず、システムがブート不能になる
ことがあります。

この状況が発生した場合、別のブート環境からブートするか、回復メディアから
ブートして、プールバージョンに一致するブートローダーバージョンをインス
トールすることによって、新しいブートローダーをインストールする必要がありま
す。127ページの「x86:メディアからブートして、システムのブートを妨げている
GRUB構成の問題を解決する方法」を参照してください。

x86: bootadmコマンドを使用してGRUB構成を管理する
このセクションでは次の手順について説明します。

■ 43ページの「x86: GRUBメニューエントリを表示する方法」
■ 43ページの「x86: GRUBメニューを手動で再生成する方法」
■ 44ページの「x86: GRUBメニューの保守方法」
■ 47ページの「x86: GRUBメニューの指定したブートエントリの属性を設定する方
法」

■ 51ページの「x86: GRUBメニューにブートエントリを追加する方法」
■ 52ページの「x86: GRUBメニューからブートエントリを削除する方法」

GRUB Legacyをサポートするシステムでは、menu.lstファイルを編集して、GRUB構
成とGRUBメニューを主に管理します。GRUB 2をサポートするシステムで
は、grub.cfgファイルを使用します。ただし、このファイルは手動で編集しませ
ん。代わりに、このファイルは、ブート管理インタフェース bootadmを使用して管理
します。bootadmコマンドを使用して、以前に menu.lstファイルを編集して実行され
ていたほとんどのタスクを管理できます。これらのタスクには、ブートローダー設
定、GRUBメニュー、および特定のブートエントリの個々の属性の管理が含まれま
す。

注 – grub.cfgファイルは、bootadmコマンドまたは beamコマンドを使用して、ブート
ローダーが変更されるたびに、通知なく上書きされることがあるため、このファイ
ルを直接編集しないでください。

GRUB 2構成の管理をサポートするために、次の bootadmサブコマンドが変更されま
した。

list-menu GRUBメニューの現在のブートエントリを表示します。

x86: bootadmコマンドを使用してGRUB構成を管理する
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新しい -Pオプションは、指定したルートプールのブートエントリの表
示をサポートしています。

次のように、タイトルまたはエントリ番号ごとに個々のメニューエン
トリを表示します。

# bootadm list-menu -i 0

the location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

title: Oracle Solaris 11 FCS

kernel: /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix

kernel arguments: -B $ZFS-BOOTFS -v

boot archive: /platform/i86pc/$ISADIR/boot_archive

ZFS root pool: rpool

set-menu GRUBメニューを保守します。このサブコマンドは、デフォルトとし
て特定のGRUBメニューを設定し、他のメニューオプションとブート
ローダーオプションを設定するために使用します。

新しい -Pオプションは複数のルートプール上のメニュー変更をサ
ポートします。

次の bootadmサブコマンドは新しいコマンドです。

add-entry GRUBメニューにブートエントリを追加します。

change-entry GRUBメニューの指定したブートエントリの属性を変更しま
す。

generate-menu 新しいブートローダー構成ファイルを生成します。

install-bootloader システムブートローダーをインストールします。このサブコ
マンドは x86プラットフォームと SPARCプラットフォームの
両方に適用されます。

remove-entry GRUBメニューからブートエントリを削除します。

注 – SPARCプラットフォームでは、GRUBを使用しないため、bootadmコマンドを使
用して、管理を必要とするブートメニューはありません。ただし、SPARCベースの
システムで bootadmコマンドを使用して、ブートアーカイブの内容を一覧表示
し、ブートアーカイブを手動で更新し、ブートローダーをインストールすることが
できます。117ページの「Oracle Solarisブートアーカイブの管理」を参照してくださ
い。

次の手順では、bootadmコマンドを使用して、GRUB構成とGRUBメニューを管理す
る方法について説明します。詳細については、bootadm(1M)のマニュアルページを参
照してください。
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▼ x86: GRUBメニューエントリを表示する方法
現在システム上にあるGRUBメニューエントリを一覧表示するには、bootadmコマン
ドの list-menuサブコマンドを使用します。この情報は grub.cfgファイルによって
提供されます。コマンドの出力には、ブートローダー構成ファイルの場所、デ
フォルトのブートエントリ番号、autoboot-timeout値、各ブートエントリのタイト
ルも含まれます。

grub.cfgファイルの内容を表示します。
$ bootadm list-menu

例:

$ bootadm list-menu

the location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

default 0

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11 FCS

1 Oracle Solaris backup-1

2 Oracle Solaris 11 11.1

コマンドの実行時に、エントリのタイトルやエントリ番号を指定すると、その情報
も表示されます。

$ bootadm list-menu -i entry-number

例:

$ bootadm list-menu -i 0

the location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

title: Oracle Solaris 11 FCS

kernel: /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix

kernel arguments: -B $ZFS-BOOTFS -v

boot archive: /platform/i86pc/$ISADIR/boot_archive

ZFS root pool: rpool

▼ x86: GRUBメニューを手動で再生成する方法
現在システムにインストールされているOSインスタンスを格納する grub.cfgファイ
ルを手動で再生成するには、bootadm generate-menuコマンドを使用します。

/usr/lib/grub2/bios/etc/default/grubまたは
/usr/lib/grub2/uefi64/etc/default/grubファイルからの情報とGRUBメタ構成
ファイル rpool/boot/grub/menu.confからの情報を組み合わせて使用して、最終的な
grub.cfgファイルが生成されます。

●
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root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

grub.cfgファイルを生成します。
# bootadm generate-menu

■ grub.cfgファイルがすでに存在する場合、-fオプションを使用して、既存の
ファイルを上書きします。
# bootadm generate-menu -f

■ 次のように、現在のルートプール以外のルートプールの新しいGRUBメニューを
生成します。
# bootadm generate-menu -P pool-name

メニューが変更を反映して更新されていることを確認してください。
# bootadm list-menu

注 –変更が表示されない場合は、grub.cfgファイルを調べて、変更が実行されている
か確認します。

▼ x86: GRUBメニューの保守方法
GRUBメニューを保守するには、bootadmコマンドの set-menuサブコマンドを使用し
ます。たとえば、このコマンドを使用して、メニューのタイムアウトやGRUBメ
ニューのデフォルトのブートエントリを変更できます。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

(省略可能) GRUBメニューエントリを一覧表示します。
# bootadm list-menu

GRUBメニューに必要な変更を行ないます。
# bootadm set-menu [-P pool] [-R altroot [-p platform]] key=value

set-menuサブコマンドを使用して指定可能な各値の詳細については、bootadm(1M)の
マニュアルページを参照してください。set-menuサブコマンドを使用できる一般的
な方法の例では、この手順に従います。

1

2

3

1

2

3
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変更が行なわれたことを確認します。
# bootadm list-menu

注 –変更が表示されない場合は、grub.cfgファイルを調べて、変更が実行されている
か確認します。

GRUBメニューのデフォルトのブートエントリを変更する

GRUBメニューでデフォルトのエントリ番号 (0、1、2など)を設定するには、適切な
key=valueオプションを付けて bootadm set-menuコマンドを使用します。この番号
は、タイマーの期限が切れたときにブートされるオペレーティングシステムを指定
します。

たとえば、次の bootadm list-menuコマンドの出力では、デフォルトのブートエント
リが 2 (Oracle Solaris 11_test)として示されています。

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11_test

この例では、コンソールは graphicsモードに設定されます。コンソールに設定でき
るその他のモードには、textと serialがあります。

次のようにして、デフォルトのブートエントリを 1に設定できます。

# bootadm set-menu default=1

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 1

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 GRUB2

この例では、デフォルトのメニューエントリが現在 1になっています。システムは
リブートすると、デフォルトのタイマーの期限が切れたあとに、新しいOracle Solaris
エントリを自動的にブートします。

change-entryサブコマンドを使用して、GRUBメニューにデフォルトのエントリを
設定することもできます。47ページの「x86: GRUBメニューの指定したブートエン
トリの属性を設定する方法」を参照してください。

4

例2–1
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GRUBメニューのメニュータイムアウト値を変更する

メニュータイムアウト値を設定するには、適切な key=valueオプションを付けて
bootadm set-menuコマンドを使用します。

次の例では、bootadm list-menuコマンドの出力で、45秒に変更された 30秒のデ
フォルトのタイムアウト値を示しています。変更は、次回にシステムをブートした
ときに有効になります。

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11_test

# bootadm set-menu timeout=45

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

console graphics

timeout 45

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11_test

GRUBコンソールタイプを設定する

bootadmコマンドの set-menuサブコマンドを使用して設定できる 1つの値は、コン
ソールタイプです。この方法でのコンソールタイプの変更は、システムのリブート
をまたがって維持されます。

たとえば、次のように、grub.cfgファイルで、コンソールタイプを serialに設定し
ます。

# bootadm set-menu console=serial

標準テキストコンソールの場合、コンソールタイプを textに設定することもできま
す。BIOSシリアルリダイレクトを使用している場合、このオプションを選択しま
す。またはコンソールタイプを graphicsに設定できます。このオプションは追加の
グラフィカルメニューを提供し、背景画像が使われます。

コンソールタイプを serialに設定すると、ブート時のシリアルポートの初期化時に
GRUB 2が使用するシリアルパラメータを構成できます。serial_params値を指定し
ないと、デフォルトは、シリアルポート 0 (COM1/ttya)を使用し、速度を指定しませ
ん。速度を指定しないで、ポートのみを指定した場合 (serial_params=0など)、使わ

例2–2

例2–3
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れる速度は不定で、GRUBが実行する前にシリアルポートが初期化された速度にな
ります。特定の速度が使われるようにする場合は、serial_paramsで明示的に設定す
る必要があります。

次のように、serial_paramsキー値を bootadmコマンド行に追加します。

# bootadm set-menu console=serial serial_params=port[,speed[,data bits[,parity[,stop bits]]]]

port ポート番号です。ポート ttyaから ttydまたは COM1から COM4をそれぞれ
指定するには、0から 3の任意の数を使用できます (通常、ttyaまたは
COM1には 0が使われます)。

speed シリアルポートで使用する速度です。この値を省略した場合、GRUB 2は
シリアルポートで使用するように初期化された速度を使用します。シリ
アルポートが初期化されていない場合は、速度を指定しないと、予測で
きない出力になることがあります。シリアルポートが初期化されている
かどうかわからない場合、また BIOSコンソールリダイレクトを使用しな
い場合は、速度値を指定することをお勧めします。

data bits 7または 8の値で指定します。

parity e、o、 n (even、odd、none)としてそれぞれ指定します。

stop bits 0または 1の値で指定します。

portパラメータを除くすべてのシリアルパラメータはオプションです。

▼ x86: GRUBメニューの指定したブートエントリの
属性を設定する方法
bootadmコマンドの change-entryサブコマンドを使用して、GRUBメニューの指定し
たブートエントリ、またはエントリのカンマ区切りのリストの特定のブート属性を
設定します。エントリは、エントリタイトルまたはエントリ番号で指定します。複
数のエントリが同じタイトルの場合、すべてのエントリが影響を受けます。

注 –特殊なプロパティー set-defaultは、タイマーの期限が切れたときに、ブートす
るデフォルトのエントリを設定します。このサブコマンドは、set-menu

default=valueサブコマンドと同じように機能します。例 2–1を参照してください。

ブート時に、GRUBメニューを編集して、特定のブートエントリの属性を設定する
方法については、53ページの「x86:ブート時にGRUBメニューを編集してカーネル
引数を追加する」を参照してください。
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root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

(省略可能) GRUBメニューエントリを一覧表示します。
# bootadm list-menu

指定したエントリのブート属性を設定します。
# bootadm change-entry [-P pool] {[entry-title[,entry-title...]}]

| -i entry-number[,entry-number]...]} { key=value [ key=value ...]

| set-default }

空白を含む値を指定する場合は、値を引用符または二重引用符で囲む必要がありま
す。

change-entryサブコマンドを使用して指定可能な各値の詳細について
は、bootadm(1M)のマニュアルページを参照してください。change-entryサブコマン
ドを使用する一般的な方法の例については、次の手順に従います。

指定したエントリに変更が行なわれたことを確認します。
# bootadm list-menu

注 –変更が表示されない場合は、grub.cfgファイルを調べて、変更が実行されている
か確認します。

GRUBメニューの指定したブートエントリのタイトルを設定する

bootadmコマンドの change-entryサブコマンドを使用して、指定したブートエントリ
のタイトルを設定できます。タイトルを設定する場合、エントリ番号またはエント
リタイトルのいずれかを指定できます。次の例に、指定したブートエントリに両方
の方法でタイトルを設定する方法を示します。複数のエントリが同じタイトルの場
合、すべてのエントリが影響を受けます。

次のように、エントリ番号を指定してブートエントリのタイトルを設定します。

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 1

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11_test

# bootadm change-entry -i 2 title="Oracle Solaris 11-backup1"

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

1

2

3

4
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console graphics

timeout 45

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11-backup1

次のように、タイトルを指定してブートエントリのタイトルを設定します。

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 1

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11_test

# bootadm change-entry "Oracle Solaris 11_test" title="Oracle Solaris 11-backup1"

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

console graphics

timeout 45

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11-backup1

カーネル引数を指定してブートエントリを変更する

次の例に、bootadmコマンドの change-entryサブコマンドを使用して、指定した
ブートエントリのカーネルブート引数を設定する方法を示します。

この例では、シングルユーザーモードでのブートにエントリ番号 1が設定されてい
ます。

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 1

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11_test

# bootadm change-entry -i 1 kargs=-s

# bootadm list-menu -i 1

The location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

title: Oracle Solaris 11.1

kernel: /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix

kernel arguments: -s

boot archive: /platform/i86pc/$ISADIR/boot_archive

ZFS root pool: rpool

この例では、複数のカーネル引数がブートエントリ番号 2に指定されています。

例2–5
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# bootadm change-entry -i 2 kargs="-v -s"

# bootadm list-menu -i 2

The location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

title: Oracle Solaris 11_test

kernel: /platform/i86pc/kernel/$ISADIR/unix

kernel arguments: -v -s

boot archive: /platform/i86pc/$ISADIR/boot_archive

bootfs: rpool/ROOT/snv_160-nightly-1

この例では、-vオプションと -sオプションが指定されており、システムを冗長
モードのシングルユーザー状態にブートします。

空白を含む属性 (または複数の属性)を設定する場合は常に、値を引用符または二重
引用符で囲む必要があります。

-Bオプションを使用してカーネル引数を指定してブートエントリを変
更する

次の例に、-Bオプションを使用して、特定のブートエントリのカーネル引数を設定
する方法をいくつか示します。

次のように、ブート時に e1000gネットワークドライバを無効にし、カーネルデ
バッガをロードします。

# bootadm change-entry -i 0 kargs="-B disable-e1000g=true -k"

bootadm change-entryコマンドを使用して、複数の -Bオプションを指定できま
す。たとえば、次のいずれかのコマンドを使用して、e1000gドライバおよびACPIを
同時に無効にします。

# bootadm change-entry -i 0 kargs="-B disable-e1000g=true -B acpi-user-options=2"

# bootadm change-entry -i 0 kargs="-B disable-e1000g=true,acpi-user-options=2"

-Bオプションを使用して、指定したブートエントリを編集して、ブート時に特定の
ブート属性を設定することもできます。手順については、53ページの「x86:ブート
時にGRUBメニューを編集してカーネル引数を追加する」を参照してください。

以前に追加されたカーネル引数をブートエントリから削除する

次の例では、特定のブートエントリからカーネル引数 (-s)を削除します。

# bootadm list-menu -i 1

the location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

title: s11.1.backup

kernel: /platform/i86pc/kernel/amd64/unix

kernel arguments: -s

boot archive: /platform/i86pc/amd64/boot_archive

bootfs: rpool/ROOT/s11.1.backup

例2–6
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# bootadm change-entry -i 1 kargs=

# bootadm list-menu -i 1

the location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

title: s11.1.backup

kernel: /platform/i86pc/kernel/amd64/unix

kernel arguments:

boot archive: /platform/i86pc/amd64/boot_archive

bootfs: rpool/ROOT/s11.1.backup

▼ x86: GRUBメニューにブートエントリを追加する
方法
指定したエントリタイトルで、新しいエントリをGRUBメニューに追加するに
は、bootadmコマンドの add-entryサブコマンドを使用します。エントリ番号を指定
すると、新しいエントリがGRUBメニューの特定の位置に挿入されます。また
は、エントリ番号がメニュー内の現在のエントリ数よりも大きい場合、エントリは
メニューの最後のエントリとして追加されます。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

(省略可能) GRUBメニューの現在のブートエントリを一覧表示します。
# bootadm list-menu

GRUBメニューに新しいブートエントリを追加します。
# bootadm add-entry -P pool -i [entry-number] entry-title

次のように、新しく追加されたエントリに bootfsプロパティーを設定します。
# bootadm change-entry -i new-entry-number bootfs=’pool-name/ROOT/be-name’

この手順により、新しく追加されたブートエントリが、bootfs pool-levelプロパ
ティーに指定され、ルートプールに設定されているデフォルトの bootfs値を使用し
ません。

ブートエントリが追加されたことを確認します。
# bootadm list-menu

注 –変更が表示されない場合は、grub.cfgファイルを調べて、変更が実行されている
か確認します。

1
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x86: GRUBメニューにブートエントリを追加する

次の例に、bootadm add-entryコマンドを使用して、GRUBメニューにメニューエン
トリを追加する方法を示します。この例では、エントリ番号 2が追加されます。

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

# bootadm add-entry -i 2 Oracle Solaris 11_test

# bootadm change-entry -i 2 bootfs=’rpool/ROOT/test’

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11_test

次のように、エントリ番号を指定して、新しいメニューエントリの内容を表示しま
す。

# bootadm list-menu -i 2

the location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

title: Oracle Solaris 11_test

kernel: /platform/i86pc/kernel/amd64/unix

kernel arguments: -B $ZFS-BOOTFS

boot archive: /platform/i86pc/amd64/boot_archive

ZFS root pool: rpool

▼ x86: GRUBメニューからブートエントリを削除す
る方法
GRUBメニューから、指定したエントリ、またはエントリのカンマ区切りのリスト
を削除するには、bootadmコマンドの remove-entryサブコマンドを使用します。同じ
タイトルの複数のエントリを指定すると、そのタイトルのすべてのエントリが削除
されます。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

(省略可能)現在のブートエントリを一覧表示します。
# bootadm list-menu

例2–8
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GRUBメニューから指定したエントリを削除します。
# bootadm remove-entry [-P pool] [{entry-title [,entry-title...] |

-i entry-number[,entry-number...]}

エントリが削除されていることを確認します。
# bootadm list-menu

注 –変更が表示されない場合は、grub.cfgファイルを調べて、変更が実行されている
か確認します。

x86: GRUBメニューからブートエントリを削除する

次の例では、GRUBメニューからのエントリ番号 2の削除を示しています。

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

2 Oracle Solaris 11_test

bootadm remove-entry -i 2

1 entry removed

# bootadm list-menu

The location of the boot loader configuration file is /rpool/boot/grub

default 2

console graphics

timeout 30

0 Oracle Solaris 11/11

1 Oracle Solaris 11.1

x86:ブート時にGRUBメニューを編集してカーネル引数
を追加する

x86プラットフォームでは、ブート時にGRUBメニューを編集して、特定のブートエ
ントリのブート属性およびカーネル引数を設定できます。これらの変更は次回にシ
ステムをブートするときまで持続します。

特定のブートエントリのブート属性を永続的に設定するには、bootadmコマンドと
change-entryサブコマンドを使用します。47ページの「x86: GRUBメニューの指定し
たブートエントリの属性を設定する方法」を参照してください。

x86ベースのシステムをブートすると、GRUBメインメニューが表示されます。この
メニューには、現在システム上にあるすべてのブートエントリのリストが含まれま
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す。特定のブートエントリを編集するには、矢印キーを使用してエントリを選択
し、 eと入力して、エントリを編集します。GRUB編集画面で、$multiboot行に移動
し、行の末尾に追加のブートオプションやカーネル引数を入力します。

GRUB編集メニューの $multiboot行は次のようになります。

$multiboot /ROOT/transition/@/$kern $kern -B console=graphics -B $zfs_bootfs

たとえば、ブート時に e1000gネットワークドライバを無効にし、kmdbをロードする
には、次のように、指定したエントリのGRUBメニューを編集します。

$multiboot /ROOT/solaris/@/$kern $kern -B disable-e1000g=true -k -B $zfs_bootfs

GRUB編集メニューを終了し、編集したばかりのエントリをブートするに
は、Control-Xを押します。UEFIファームウェアを搭載するシステムがあり、シリア
ルコンソールを使用していない場合、F10キーを押すことによってもエントリが
ブートします。

注 –ブート時にGRUBメニューを編集する予定がある場合、ブートシーケンス時に
GRUBメニューが表示されるようにするため、rebootコマンドの -pオプションを使
用して、システムをリブートする必要があります。

ブート時にGRUBメニューを編集する場合、次のカーネル引数とオプションを指定
できます。

unix ブートするカーネルを指定します。

-a 構成情報の入力を求めるプロンプトを表示します。

-i altinit 代替実行可能ファイルを原始プロセスとして指定します。 altinit

は実行可能ファイルへの有効なパスです。

-k カーネルデバッガを有効にした状態でシステムをブートします

-m smf-options サービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)のブート動作
を制御します

復元オプションとメッセージオプションという、2種類のオプ
ションがあります

-r 再構成ブートを指定します。

接続されているすべてのハードウェアデバイスを検索してから、実
際に見つかったデバイスだけに、ファイルシステムのノードを割り
当てます。

-s システムをシングルユーザー状態にブートします。

x86:ブート時にGRUBメニューを編集してカーネル引数を追加する
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-v 詳細メッセージを有効にした状態でシステムをブートします。

注 – eepromユーティリティーを使用し、さらにGRUBコマンド行で、パラメータを指
定すると、GRUBコマンド行が優先されます。

詳細については、kernel(1M)のマニュアルページを参照してください。

x86: GRUBメニューを編集して、ブート時に -B

prop=valカーネル引数を追加する
ブート時に特定のカーネル引数を指定できます。たとえば、-B prop=valオプション
を指定して、Oracle Solarisシステムコンソールを設定できます。次に、指定した
ブートエントリに -B prop=valオプションを追加して、ブート時に x86プラット
フォームでブートパラメータを変更できるさまざまな方法を示します。

-B acpi-enum=off デバイスのACPI (Advanced Configuration
and Power Interface)列挙を無効にしま
す。

-B acpi-user-options=0x2 ACPIを完全に使用不可にします。

-B console=force-text ブートにVGAテキストモードを使用す
ることを指定します。57ページ
の「ブート時にOracle Solarisコンソール
をリダイレクトする」を参照してくださ
い。

-B console=graphics コンソールでブートにグラフィックス
モードを使用することを指定します。こ
れにより、高解像度の状態が可能になり
ます。

-B console=text コンソールでブートにテキストモードを
使用することを指定します。これによ
り、高解像度の状態が可能になります。

-B screen-#columns= value, screen-#rows=
value フレームバッファーコンソールの行数と

列数を指定します。選択した行数または
列数にもっとも適したフォントがシステ
ムによって自動的に検出されます。この
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オプションは、フレームバッファーコン
ソールのサイズを最適化するために使用
されます。

-B console=ttya 出力先をコンソールから ttyaに変更し
ます。

-B console=ttya,acpi-enum=off 出力先をコンソールから ttyaに変更
し、デバイスのACPI列挙を使用不可に
します。

-B uefirt_disable=1 Oracle SolarisでUEFI実行時サービスの
使用を無効にします。

詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してください。

例 2–10 Oracle Solarisシステムコンソールのテキストモードブートパラメータの構成

テキストモードでは、コンソール出力はフレームバッファーに送信され、入力は
キーボードから受信されます。テキストモードのバリエーションであるグラ
フィックスモードでは、キーが押されるか、またはコンソールの
login、sulogin、または kmdbコマンドによってコンソールの対話が必要になるま
で、アニメーションを含むイメージが表示されます。テキストの新しいプロパ
ティー console=force-textは、VGAアダプタをビットマップデバイスとして使用し
ないようシステムに指示し、そのアダプタをVGAテキストモードに設定します。

コンソールに console=force-textプロパティーを設定しても、UEFIファームウェア
を搭載するシステムでは、VGAアダプタはテキストモードに移行しません。

このプロパティーが存在しない場合、コンソールデバイスは、input-deviceと
output-deviceのプロパティーペアで指定されたデバイスに戻ります。コンソールの
プロパティーと、input-deviceと output-deviceのプロパティーペアのどちらも存在
しない場合、コンソールはデフォルトでフレームバッファーとキーボードになりま
す。

次の例は、ブート時にカーネルコマンド行で -B console=force-textプロパティーを
指定する方法を示しています。

-B console=force-text

例 2–11 グラフィカル表示の有効化およびコンソールテキストモードのパラメータの構成

デフォルトでは、コンソールテキストモードは 80列× 24行です。このパラメータを
再構成するには、-Bオプションと screen-#columns =valueおよび screen-#rows= value
パラメータを使用します。

たとえば、グラフィカル表示を有効にして 100列× 60行のコンソール端末を割り当て
るには、カーネルコマンド行で次のパラメータを指定できます。
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例 2–11 グラフィカル表示の有効化およびコンソールテキストモードのパラメータの構成
(続き)

-B console=graphics,screen-#columns=100,screen-#rows=60

ブート時にOracle Solarisコンソールをリダイレクトする
Oracle Solaris 11は、x86ベースシステム上で、以前のVGA (Video Graphics Array)
640×480 16色コンソールに比べて高い解像度と発色数をサポートしています。このサ
ポートは、UEFIファームウェアと従来の BIOSファームウェアおよびVESA (Video
Electronics Standards Association)オプション読み取り専用メモリー (ROM)を使用する
システムを対象に提供されます。サポートは、物理または仮想コンソールとしてグ
ラフィックカードまたはフレームバッファーが使用されるときに限られることに注
意してください。シリアルコンソールの動作への影響はありません。

この機能をサポートするために、次の 2つのコマンド行 -B option =valパラメータを
使用できます。

-B console=force-text ブートにVGAテキストモードを使用す
ることを指定します。

-B screen-#columns= value, screen-#rows=
value フレームバッファーコンソールの行数と

列数を指定します。選択した行数または
列数にもっとも適したフォントがシステ
ムによって自動的に検出されます。この
オプションは、フレームバッファーコン
ソールのサイズを最適化するために使用
されます。

Oracle Solarisブートエントリは、特定の一連のグラフィックモードを特定の順番で試
みます。これらのモードは、grub.cfgファイルの $multiboot行に続く set

gfxpayload 行に一覧表示されます。一覧表示されていないモードを希望する場合
は、この行を変更できます。この変更を永続的にするには、エントリを custom.cfg

ファイルにコピーする必要があります。そうしないと、次回に grub.cfgファイルが
自動生成されたときに、gfxpayload設定が上書きされます。

set gfxpayload引数の構文は次のようになります。

WidthxHeight[xbit-depth]

「x」は実際の文字です。例:

set gfxpayload=1024x768;1280x1024x32

この設定はGRUBがまず任意のビット深度 (高いビット深度を推奨)で、1024x768
モードの検索を試み、次に 32ビット深度で 1280x1024の検索を試みることを意味し
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ます。特殊なキーワード textはテキストモードを選択します。このキーワードは
UEFIファームウェアで機能しない場合があることに注意してください。keep

キーワードは、グラフィカルコンソールタイプが使用されている場合に、GRUBが
使用しているモードを維持し、Oracle Solarisでそのフレームバッファーコンソール解
像度として使用することを指定します。

x86: GRUB構成のカスタマイズ
grub.cfgファイルにはほとんどのGRUB構成が格納されます。GRUB構成にメ
ニューエントリやその他のスクリプトなどの、複雑な構造を追加したい場合
は、custom.cfgという追加の編集可能ファイルを使用できます。このファイルはデ
フォルトでシステムに存在しません。ファイルを作成し、/pool-name/boot/grub/に
ある grub.cfgファイルと menu.confファイルと同じ場所に置く必要があります。

GRUBは、grub.cfgファイルの末尾にある次のコードによって、custom.cfgファイ
ルにあるコマンドとカスタマイズを処理します。

if [ -f $prefix/custom.cfg ]; then

source $prefix/custom.cfg;

fi

これらの命令では、GRUBに、 boot/grubサブディレクトリ内で、ルートプールの最
上位データセット内の custom.cfgファイルの存在をチェックするように指示しま
す。custom.cfgファイルが存在する場合、GRUBはそのファイルをソースとし、内
容がテキストで grub.cfgファイルに挿入されたかのように、ファイル内にあるすべ
てのコマンドを処理します。

64ビットUEFIファームウェアを搭載するシステムで、このファイルのエントリ
は、次のようになります。

menuentry "Windows (64-bit UEFI)" {

insmod part_gpt

insmod fat

insmod search_fs_uuid

insmod chain

search --fs-uuid --no-floppy --set=root cafe-f4ee

chainloader /efi/Microsoft/Boot/bootmgfw.efi

}

BIOSファームウェアを搭載するシステムで、このファイルのエントリは、次のよう
になります。

menuentry "Windows" {

insmod chain

set root=(hd0,msdos1)

chainloader --force +1

}
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x86:高度なGRUB管理とトラブルシューティング
このセクションでは、次の情報について説明しています。

■ 59ページの「x86: bootadm install-bootloaderコマンドを使用してGRUB 2をイ
ンストールする」

■ 61ページの「x86: GRUB 2がインストールされているシステムにGRUB Legacyを
インストールする方法」

x86: bootadm install-bootloaderコマンドを使用
してGRUB 2をインストールする
GRUB 2ブートローダーが破損し、システムがブートできなくなった場合、メディア
からブートし、ブートローダーを手動で再インストールする必要がある可能性があ
ります。ブートローダーを再インストールするには、Oracle Solarisインストールメ
ディアからブートして (たとえば、テキストインストーラ ISOイメージを使用し
て)、コマンドプロンプトに到達する必要があります。

▼ x86:ブートローダーをインストールする方法
GRUB 2を再インストールする前に、ルートプールをインポートする必要がありま
す。次に手順を示します。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

Oracle Solarisのメディアからシステムをブートします。

ルートプールをインポートします。
# zpool import -f pool-name

ブートローダーをインストールします。
# bootadm install-bootloader [-f] -P pool-name

-f システム上のブートローダーのバージョンをダウングレードしないよ
う、ブートローダーのインストールの際に、バージョンチェックを強制的にバ
イパスします。

注 –確実にブートローダーをメディア上にあるバージョンで上書きするのでな
い限り、-fオプションを使用しないでください。
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-P 使用するプールのブート構成を指定します。

ルートプールをエクスポートします。
# zpool export pool-name

システムをリブートします。

▼ x86:ルートプールの復元後にブートローダーをインストールする
方法
バックアップに存在し、一連のブート環境にインストールされている最新
バージョンのOracle Solarisを実行していることを確認します。バックアップに存在
し、一連のブート環境にインストールされている最新バージョンのOracle Solarisを
実行していることを確認することで、-fオプションを使用する必要なく、bootadm

install-bootloaderコマンドを使用して、ブートローダーを正常にインストールで
きます。

次に、ルートプールを復元します。『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステ
ム』の第 11章「スナップショットのアーカイブとルートプールの回復」を参照して
ください。

ルートプールを復元したら、新しく復元されたルートプールの構成要素のディスク
にブートローダーをインストールします。
# bootadm install-bootloader -P poolname

バックアップに存在し、一連のブート環境にインストールされている最新
バージョンのOracle Solarisを実行しない場合、bootadm install-bootloaderコマンド
の実行後、復元された rpoolがブートに失敗することがあります。この場合、代替策
として、次のコマンドを実行してみてください。

# beadm activate -p poolname BEname

BEnameは最新バージョンのOracle Solarisを含むブート環境です。このコマンドを実
行すると、最新のブートローダーファイルがインストールされます。

この代替方法もブートローダーをインストールしますが、インストールは実行中の
システムからではなく、ブート環境からブートローダーファイルを使用することの
副作用です。この回避策は、以前のOracle Solarisバージョンから復元を実行する場
合に使用してください。

▼ x86:デフォルトではない場所にGRUBをインストールする方法
BIOSファームウェアを搭載するシステムでは、GRUB 2をマスターブートレコード
にインストールする必要があるか、望ましいことがあります。次の手順にその実行
方法を説明します。インストール後、アクティブなパーティションとしてマークさ
れているDOSパーティションに関係なくGRUB 2はデフォルトのシステムブート

5

6

始める前に
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ローダーになります。BIOSファームウェアを搭載するシステムでDOS
パーティションが使用されており、Solarisパーティションがプライマリ
パーティションである場合、デフォルトのGRUB 2インストールの場所が
パーティションブートレコードです。パーティションが論理パーティションの場
合、GRUB 2は常にMBRにインストールされます。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

ブートローダーをMBRの場所にインストールします。
# bootadm install-bootloader -M

システムをリブートします。

x86: GRUB 2がインストールされているシステムに
GRUB Legacyをインストールする
最後のGRUB 2ブート環境を破棄すると、システムによってGRUB Legacyブート
ローダーが自動的に再インストールされないため、GRUB Legacyブートローダーを再
インストールする場合、まずGRUB Legacyブートローダーファイル
(/boot/grub/stage1および /boot/grub/stage2内)を含む最新のブート環境にブート
する必要があります。

installgrubコマンドはこのリリースで非推奨になったため、GRUB Legacyブート
ローダーをサポートするリリースを実行している場合にのみ使用してくださ
い。installgrub(1M)を参照してください。

▼ x86: GRUB 2がインストールされているシステムにGRUB Legacyを
インストールする方法
次の手順は、システムをGRUB Legacyをサポートするリリースから、Oracle Solaris
11.1にアップグレードした場合に適用します。

システムを古いGRUB Legacyブートローダーに戻す場合は、次の手順を使用しま
す。
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注意 –次の手順は、Oracle SolarisリリースまたはOracle Solaris 11.1への更新に使用した
Support Repository Update (SRU)を含むブート環境から実行してください。さら
に、zpool upgradeコマンドの以前のバージョン 33を使用して、ZFSプールの機能を
アップグレードしている場合は、GRUB Legacyにダウングレードできないか、この手
順の手順 2を実行できません。ルートプールを以前のバージョン 33にアップグ
レードしたあとにGRUB Legacyに強制的にダウングレードすると、システムが
ブート不能になります。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

Oracle Solaris 11.1リリースにアップグレードされたブート環境からブートします。

beadm destroyコマンドを使用して、システムからすべての GRUB 2ブート環境を削除
します。『Oracle Solaris 11.1ブート環境の作成と管理』の「ブート環境の破棄」を参
照してください。

Oracle Solaris 11.1リリースを含むブート環境をアクティブ化すると、Legacy GRUB
ブートローダーがGRUB 2によって置き換えられるため、この手順を実行すること
で、GRUB 2が誤ってアクティブ化され、インストールされることを防げます。

最新のGRUB Legacyバージョンを含むブート環境で、次のように、システムにGRUB
Legacyを強制的に再インストールします。
# bootadm install-bootloader -f

注 –これらの手順後にリブートする必要はありません。次の完全リブート時
に、GRUB Legacyブートローダーが実行します。
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システムのシャットダウン (タスク)

この章では、Oracle Solarisシステムのシャットダウンについての概要とタスク関連の
情報を提供します。この章で SPARCまたは x86ベースのシステムのみに適用される
情報については、その旨が示されています。

この章の内容を示します。

■ 63ページの「システムのシャットダウン」
■ 64ページの「システムのシャットダウンに関するガイドライン」
■ 65ページの「システムのシャットダウン」
■ 71ページの「システムデバイスの電源の切断」

システムのブートに関する概要情報は、第 1章「システムのブートとシャットダウ
ン (概要)」を参照してください。

システムのシャットダウン
Oracle Solarisは、電子メールやネットワークソフトウェアをいつでも利用できるよう
に、停止することなく動作するように設計されています。しかし、システム管理タ
スクを行う場合や緊急事態が発生した場合は、システムをシャットダウンして安全
に電源を切断できる状態にする必要があります。場合によっては、システムを一部
のシステムサービスしか利用できない中間の実行レベルまで移行する必要がありま
す。

次のような場合がそれに該当します。

■ ハードウェアを追加または削除する
■ 予定された停電に備える
■ ファイルシステムの保守を行う (バックアップなど)

システムの電源管理機能を使用する方法については、poweradm(1M)のマニュアル
ページを参照してください。
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システムのシャットダウンに関するガイドライン
システムをシャットダウンするときは、次の点に注意してください。

■ システムをシャットダウンするには、shutdownまたは initコマンドを使用してく
ださい。どちらのコマンドも、すべてのシステムプロセスとサービスを正常に終
了させてから、システムを正常にシャットダウンします。

■ shutdownおよび initコマンドを使用するには、rootの役割である必要がありま
す。

■ shutdownおよび initコマンドはどちらも実行レベルを引数に指定します。

もっともよく使用される実行レベルは次の 3つです。
■ 実行レベル 3 –すべてのシステムリソースを使用でき、ユーザーもログインで
きます。デフォルトでは、システムをブートすると実行レベル 3になりま
す。通常の運用で使用されます。この実行レベルは、NFSリソースを共有する
マルチユーザー状態とも呼ばれます。

■ 実行レベル 6 –システムをシャットダウンして実行レベル 0にしたあと、SMB
またはNFSリソースを共有するマルチユーザーレベル (または inittabファイ
ルでデフォルトに指定された任意の実行レベル)にシステムをリブートしま
す。

■ 実行レベル 0 –オペレーティングシステムがシャットダウンされ、安全に電源
が切断されます。システムの設置場所を変更したり、ハードウェアを追加また
は削除したりする場合は、システムを実行レベル 0にする必要があります。

実行レベルについては、82ページの「実行レベルの動作」で詳細に説明されて
います。

システムシャットダウンコマンド
shutdownおよび initコマンドが、システムのシャットダウンに使用される主なコマ
ンドです。どちらのコマンドも、システムを正常にシャットダウンします。そのた
め、ファイルシステムに対するすべての変更がディスクに書き込まれ、さらにすべ
てのシステムサービス、プロセス、およびオペレーティングシステムが正常に終了
します。

システムのアボートキーシーケンスを使用したり、電源をオフにしてからオンにし
たりする方法では、システムサービスが突然終了してしまうので、正常なシャット
ダウン方法とはいえません。しかし、緊急時には、これらの方法が必要となる場合
もあります。

次の表に、各種シャットダウンコマンドとその用途を要約します。
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表 3–1 シャットダウンコマンド

コマンド 説明 どのような場合に使用するか

shutdown initプログラムを呼び出してシス
テムをシャットダウンする実行可
能ファイル。デフォルトでは、シ
ステムは実行レベル Sに移行しま
す。

このコマンドは、実行レベル 3で動作して
いるサーバーをシャットダウンするために
使用します。

init すべてのアクティブなプロセスを
終了し、ディスクを同期させてか
ら実行レベルを変更する実行可能
ファイル。

このコマンドではシステムシャットダウン
が高速化されるため、ほかのユーザーに影
響を与えないスタンドアロンシステムの
シャットダウンには、このコマンドが推奨
されます。すぐにシャットダウンされるこ
とについての通知は送信されません。

reboot ディスクを同期させ、ブート命令
を uadminシステムコールに渡す実
行可能ファイル。このシステム
コールによってプロセッサが停止
します。

initコマンドを使用するのが望ましい方法
です。

halt、poweroff ディスクを同期させ、プロセッサ
を停止する実行可能ファイル。

すべてのプロセスがシャットダウンされる
わけではなく、また残りのファイルシステ
ムのマウントも解除されないため、お勧め
しません。正常なシャットダウンを行わず
にサービスを停止する操作は、緊急時また
はほとんどのサービスがすでに停止してい
る場合に限って行うべきです。

システムのシャットダウン
次の手順と例は、shutdownおよび initコマンドを使用してシステムをシャットダウ
ンする方法について説明したものです。

■ 66ページの「システムにログインしているユーザーを確認する方法」
■ 66ページの「shutdownコマンドを使用してシステムをシャットダウンする方
法」

■ 70ページの「initコマンドを使用してスタンドアロンシステムをシャットダウ
ンする方法」

haltコマンドの使用など、復旧の目的でのシステムのシャットダウンについては、122
ページの「SPARC:復旧を目的としてシステムを停止する方法」を参照してくださ

い。
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▼ システムにログインしているユーザーを確認する
方法
マルチユーザーのタイムシェアリングシステムとして使用されているOracle Solaris
システムでは、システムをシャットダウンする前に、システムにログインしている
ユーザーがいるかどうかの確認が必要になることがあります。このような場合は次
の手順を使用します。

システムにログインしているユーザーを確認するには、次のように whoコマンドを使
用します。
$ who

holly console May 7 07:30

kryten pts/0 May 7 07:35 (starlite)

lister pts/1 May 7 07:40 (bluemidget)

■ 1列目のデータはログインしているユーザーのユーザー名を示します。
■ 2列目のデータはログインしているユーザーの端末回線を示します。
■ 3列目のデータはユーザーがログインした日時を示します。
■ 4列目のデータ (存在する場合)は、ユーザーがリモートシステムからログインし
ているときのホスト名を示します。

▼ shutdownコマンドを使用してシステムをシャット
ダウンする方法

root役割になります。
『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

サーバーのシャットダウンの場合は、システムにログインしているユーザーがいる
かどうかを確認します。
# who

ログインしているすべてのユーザーがリスト表示されます。

システムをシャットダウンします。
# shutdown -iinit-state -ggrace-period -y

-i init-state システムをデフォルトの Sとは異なる init状態にしま
す。0、1、2、5、6のいずれかを指定できます。

実行レベル 0および 5は、システムのシャットダウン用に予約され
た状態です。実行レベル 6はシステムをリブートします。実行レベ
ル 2はマルチユーザーオペレーティング状態として使用できます。

●
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-ggrace-period システムがシャットダウンするまでの時間 (秒)を示します。デ
フォルト値は 60秒です。

-y ユーザーの介入なしにシャットダウンを継続します。それ以外の場
合、シャットダウンを継続するかどうか 60秒後に尋ねられます。

詳細は、shutdown(1M)のマニュアルページを参照してください。

シャットダウンを継続するかどうか尋ねられたら、yを入力します。
Do you want to continue? (y or n): y

-yオプションを指定した場合、このプロンプトは表示されません。

プロンプトが表示されたら、rootパスワードを入力します。
Type Ctrl-d to proceed with normal startup,

(or give root password for system maintenance): xxxxxx

システム管理タスクの実行が完了したら、Ctrl + Dを押して、デフォルトのシステム
実行レベルに戻ります。

次の表を使用して、システムが shutdownコマンドで指定した実行レベルに移行した
ことを確認します。

指定した実行レベル x86ベースシステムのプロンプト SPARCシステムのプロンプト

S (シングルユーザー状態) # #

0 (電源切断状態) # okまたは >

実行レベル 3 (リモートリ
ソースを共有するマルチ
ユーザー状態)

hostname console login: hostname console login:

shutdownコマンドを使用してシステムをシングルユーザー状態 (実行レ
ベル S)にする

次の例では、shutdownコマンドを使用して、3分後にシステムを実行レベル S (シン
グルユーザー状態)にしています。

# who

root console Apr 15 06:20

# shutdown -g180 -y

Shutdown started. Fri Apr 15 06:20:45 MDT 2011

Broadcast Message from root (console) on portia Fri Apr 15 06:20:46...

The system portia will be shut down in 3 minutes
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showmount: portia: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on portia Fri Apr 15 06:21:46...

The system portia will be shut down in 2 minutes

showmount: portia: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on portia Fri Apr 15 06:22:46...

The system portia will be shut down in 1 minute

showmount: portia: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on portia Fri Apr 15 06:23:16...

The system portia will be shut down in 30 seconds

showmount: portia: RPC: Program not registered

Changing to init state s - please wait

svc.startd: The system is coming down for administration. Please wait.

root@portia:~# Apr 15 06:24:28 portia svc.startd[9]:

Apr 15 06:24:28 portia syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

Requesting System Maintenance Mode

(See /lib/svc/share/README for more information.)

SINGLE USER MODE

Enter user name for system maintenance (control-d to bypass):xxxxxx

#

shutdownコマンドを使用してシステムをシャットダウン状態 (実行レベ
ル 0)にする

次の例では、shutdownコマンドを使用して、追加の確認を求めずに 5分後にシステ
ムを実行レベル 0にしています。

# who

root console Jun 17 12:39...

userabc pts/4 Jun 17 12:39 (:0.0)

# shutdown -i0 -g300 -y

Shutdown started. Fri Apr 15 06:35:48 MDT 2011

Broadcast Message from root (console) on murky Fri Apr 15 06:35:48...

The system pinkytusk will be shut down in 5 minutes

showmount: murkey: RPC: Program not registered

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on murkey Fri Apr 15 06:38:48...

The system murkey will be shut down in 2 minutes

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on murkey Fri Apr 15 06:39:48...

The system murkey will be shut down in 1 minute

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on murkey Fri Apr 15 06:40:18...

The system murkey will be shut down in 30 seconds

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on murkey Fri Apr 15 06:40:38...

例3–2
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THE SYSTEM murkey IS BEING SHUT DOWN NOW ! ! !

Log off now or risk your files being damaged

showmount: murkey: RPC: Program not registered

Changing to init state 0 - please wait

root@murkey:~# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 122 system services are now being stopped.

Apr 15 06:41:49 murkey svc.startd[9]:

Apr 15 06:41:50 murkey syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

Apr 15 06:41:57 The system is down. Shutdown took 69 seconds.

syncing file systems... done

Press any key to reboot.

Resetting...

すべてのデバイスの電源を切断するためにシステムを実行レベル 0にする場合は、71
ページの「システムデバイスの電源の切断」を参照してください。

shutdownコマンドを使用してシステムをマルチユーザー状態 (実行レベ
ル 3)にする

次の例では、shutdownコマンドを使用して、2分後にシステムを実行レベル 3にリ
ブートしています。確認用プロンプトが表示されないように yオプションを指定し
ています。

# who

root console Jun 14 15:49 (:0)

userabc pts/4 Jun 14 15:46 (:0.0)

# shutdown -i6 -g120 -y

Shutdown started. Fri Apr 15 06:46:50 MDT 2011

Broadcast Message from root (console) on venus Fri Apr 15 06:46:50...

The system venus will be shut down in 2 minutes

showmount: venus: RPC: Program not registered

showmount: venus: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on venus Fri Apr 15 06:47:50...

The system venus will be shut down in 1 minute

showmount: venus: RPC: Program not registered

showmount: venus: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on venus Fri Apr 15 06:48:20...

The system venus will be shut down in 30 seconds

showmount: venus: RPC: Program not registered

Broadcast Message from root (console) on venus Fri Apr 15 06:48:40...

THE SYSTEM venus IS BEING SHUT DOWN NOW ! ! !

Log off now or risk your files being damaged

showmount: venus: RPC: Program not registered

Changing to init state 6 - please wait

root@venus:~# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 123 system services are now being stopped.

Apr 15 06:49:32 venus svc.startd[9]:

Apr 15 06:49:32 venus syslogd: going down on signal 15

例3–3
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svc.startd: Killing user processes.

Apr 15 06:49:40 The system is down. Shutdown took 50 seconds.

syncing file systems... done

rebooting...

SunOS Release 5.11 Version 2010-12-10 64-bit

Copyright (c) 1983, 2010, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Booting to milestone "milestone/single-user:default".
Hostname: venus

NIS domain name is solaris.example.com

.

.

.

venus console login:

システムをシャットダウンした理由にかかわらず、すべてのファイルリソースが利
用可能かつユーザーがログイン可能な、実行レベル 3にシステムが戻ることを想定
しているでしょう。システムをマルチユーザー状態に戻す手順について
は、第 4章「システムのブート (タスク)」を参照してください。

▼ initコマンドを使用してスタンドアロンシステム
をシャットダウンする方法
スタンドアロンシステムをシャットダウンする必要がある場合は、次の手順を実行
します。

root役割になります。
『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

システムをシャットダウンします。
# init 5

詳細は、init(1M)のマニュアルページを参照してください。

initコマンドを使用してシステムをシャットダウン状態 (実行レベル 0)
にする

この例では、initコマンドを使用して、スタンドアロンシステムを安全な電源切断
が可能な実行レベルにしています。

# init 0

#

INIT: New run level: 0

The system is coming down. Please wait.

.

.

.

参照

1

2
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The system is down.

syncing file systems... [11] [10] [3] done

Press any key to reboot

システムをシャットダウンした理由にかかわらず、すべてのファイルリソースが利
用可能かつユーザーがログイン可能な、実行レベル 3にシステムが戻ることを想定
しているでしょう。

システムデバイスの電源の切断
次のような場合は、すべてのシステムデバイスの電源を落とす必要があります。

■ ハードウェアを置換または追加する。
■ システムの設置場所を変更する。
■ 予定された停電や自然災害 (接近中の雷雨など)に備える。

注 –電源ボタンを押して、x86ベースのシステムをシャットダウンできます。このよ
うにして、システムを停止すると、ユーザーがシャットダウンをリクエストしたこ
とをシステムに警告するACPIイベントがシステムに送信されます。このようにして
電源をオフにすることは、shutdown - i0または init 0コマンドを実行することと同
じです。

デバイスの電源の切断については、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/

documentation/index.htmlにある製品ドキュメント内の指定されたハードウェアに対
する手順を参照してください。

参照
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システムのブート (タスク)

この章では、Oracle Solarisシステムのブートおよびリブートのタスク関連の情報を提
供します。この章で SPARCまたは x86ベースのシステムのみに適用される情報につ
いては、その旨が示されています。

この章の内容は次のとおりです。

■ 73ページの「ブート属性の表示と設定」
■ 81ページの「システムのブート」
■ 94ページの「代替のオペレーティングシステムまたはブート環境からの
ブート」

■ 97ページの「システムのリブート」

システムのブートに関する概要情報は、第 1章「システムのブートとシャットダウ
ン (概要)」を参照してください。

ブート属性の表示と設定
次に、SPARCおよび x86プラットフォームでブート属性を表示し、設定できるさま
ざまな方法について説明します。x86ベースのシステムで、ブート時または bootadm

コマンドを使用して、ブート属性を設定する特定の情報については、53ページ
の「x86:ブート時にGRUBメニューを編集してカーネル引数を追加する」を参照し
てください。

このセクションでは次の手順について説明します。

■ 74ページの「SPARC: OpenBoot PROMを使用したブート属性の表示と設定」
■ 78ページの「EEPROMパラメータの設定」
■ 81ページの「x86: SMFによるシャットダウンアニメーションの管理」

4第 4 章
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SPARC: OpenBoot PROMを使用したブート属性の表
示と設定
ブート PROMは、SPARCベースシステムをブートし、ブートパラメータを変更する
ために使用されます。たとえば、ブート元のデバイスをリセットしたり、デフォル
トのブートファイルまたはカーネルを変更したり、ハードウェア診断を実行してか
らシステムをマルチユーザー状態にしたりすることが必要な場合もあります。

次のいずれかのタスクを行う必要がある場合は、デフォルトのブートデバイスを変
更する必要があります。

■ 新しいドライブを永久または一時的にシステムに追加します
■ ネットワークブート方法を変更します
■ スタンドアロンシステムを一時的にネットワークからブートします

すべての PROMコマンドについては、monitor(1M)および eeprom(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

▼ SPARC:システムのPROMリビジョン番号を確認する方法

システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

システムのPROMリビジョン番号を表示するには、bannerコマンドを使用します。
ok banner

▼ SPARC:システム上のデバイスを確認する方法
システム上のデバイスを確認してブート元となる適切なデバイスを調べることが必
要な場合があります。

probeコマンドを使用してシステムに接続されているデバイスを安全に確認するため
には、次のことを行なっておく必要があります。

■ PROMの auto-boot?値を falseに変更します。

ok setenv auto-boot? false

■ reset-allコマンドを発行して、システムのレジスタをクリアします。

ok reset-all

sifting probeコマンドを使用すると、システム上で利用可能な probeコマンドを表
示できます。

ok sifting probe

1

2
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システムのレジスタをクリアしないで probeコマンドを実行すると、次のメッセージ
が表示されます。

ok probe-scsi

This command may hang the system if a Stop-A or halt command

has been executed. Please type reset-all to reset the system

before executing this command.

Do you wish to continue? (y/n) n

システム上のデバイスを確認します。
ok probe-device

(オプション)電源障害後や resetコマンドの使用後にシステムをリブートするように
するには、auto-boot?値を trueにリセットします。
ok setenv auto-boot? true

auto-boot? = true

システムをマルチユーザー状態にブートします。
ok reset-all

SPARC:システム上のデバイスを確認する

次の例は、システムに接続されているデバイスの確認方法を示しています。

ok setenv auto-boot? false

auto-boot? = false

ok reset-all

SC Alert: Host System has Reset

Sun Fire T200, No Keyboard

.

.

.

Ethernet address 0:14:4f:1d:e8:da, Host ID: 841de8da.

ok probe-ide

Device 0 ( Primary Master )

Removable ATAPI Model: MATSHITACD-RW CW-8124

Device 1 ( Primary Slave )

Not Present

Device 2 ( Secondary Master )

Not Present

Device 3 ( Secondary Slave )

Not Present

ok setenv auto-boot? true

auto-boot? = true

1

2

3
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別の方法として、devaliasコマンドを使うと、システムに接続されている「可能性
のある」デバイスの別名と関連パスを確認できます。例:

ok devalias

ttya /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0/isa@2/serial@0,3f8

nvram /virtual-devices/nvram@3

net3 /pci@7c0/pci@0/pci@2/network@0,1

net2 /pci@7c0/pci@0/pci@2/network@0

net1 /pci@780/pci@0/pci@1/network@0,1

net0 /pci@780/pci@0/pci@1/network@0

net /pci@780/pci@0/pci@1/network@0

ide /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0/ide@8

cdrom /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0/ide@8/cdrom@0,0:f

disk3 /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@3

disk2 /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@2

disk1 /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@1

disk0 /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0

disk /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0

scsi /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2

virtual-console /virtual-devices/console@1

name aliases

▼ SPARC:デフォルトのブートデバイスを調べる方法

システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

デフォルトのブートデバイスを確認します。
ok printenv boot-device

boot-device ブートするデバイスを設定する値を示します。

詳細は、printenv(1B)のマニュアルページを参照してください。

次のような形式で、デフォルトの boot-deviceが表示されます。

boot-device = /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0,0:a

boot-device値がネットワークブートデバイスを指定する場合、出力は次のようにな
ります。

boot-device = /sbus@1f,0/SUNW,fas@e,8800000/sd@a,0:a \

/sbus@1f,0/SUNW,fas@e,8800000/sd@0,0:a disk net

▼ SPARC:ブートPROMを使用してデフォルトのブートデバイスを変
更する方法
デフォルトのブートデバイスをほかのデバイスに変更するには、まずシステム上の
デバイスを確認しておく必要があります。システム上のデバイスを確認する方法に
ついては、74ページの「SPARC:システム上のデバイスを確認する方法」を参照して
ください。
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システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

boot-deviceの値を変更します。
ok setenv boot-device device[n]

device[n] boot-deviceの値 (diskまたは networkなど)を設定します。nには
ディスク番号を指定できます。ディスク番号を確認する必要がある場
合は、probeコマンドのいずれかを使用します。

デフォルトのブートデバイスが変更されていることを確認します。
ok printenv boot-device

新しい boot-device値を保存します。
ok reset-all

新しい boot-device値が PROMに書き込まれます。

SPARC:ブート PROMを使用してデフォルトのブートデバイスを変更する

この例では、デフォルトのブートデバイスをディスクに設定しています。

# init 0

#

INIT: New run level: 0

.

.

.

The system is down.

syncing file systems... done

Program terminated

ok setenv boot-device /pci@1f,4000/scsi@3/disk@1,0

boot-device = /pci@1f,4000/scsi@3/disk@1,0

ok printenv boot-device

boot-device /pci@1f,4000/scsi@3/disk@1,0

ok boot

Resetting ...

screen not found.

Can’t open input device.

Keyboard not present. Using ttya for input and output.

.

.

.

Rebooting with command: boot disk1

Boot device: /pci@1f,4000/scsi@3/disk@1,0 File and args:

この例では、デフォルトのブートデバイスをネットワークに設定しています。

# init 0

#

1

2

3

4

例4–2

ブート属性の表示と設定

第 4章 • システムのブート (タスク) 77



INIT: New run level: 0

.

.

.

The system is down.

syncing file systems... done

Program terminated

ok setenv boot-device net

boot-device = net

ok printenv boot-device

boot-device net disk

ok reset

.

.

.

Boot device: net File and args:

pluto console login:

EEPROMパラメータの設定
eepromコマンドを使用して、EEPROMのパラメータの値を表示し、変更できま
す。EEPROMパラメータを表示するために、特別な権限は必要ありません。ただ
し、これらのパラメータを変更するには、管理者になるか、root役割になる必要が
あります。『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられ
ている管理権限を使用する方法」を参照してください。

EEPROMパラメータはプラットフォームによって異なります。たとえ
ば、boot-deviceは SPARCプラットフォームのパラメータですが、x86プラット
フォームのパラメータではありません。使用しているシステムタイプで使用可能な
EEPROMパラメータを表示するには、eepromコマンドを引数なしで使用します。

たとえば、次は、x86ベースのシステムでの eepromコマンドの出力です。

$ eeprom

keyboard-layout=Unknown

ata-dma-enabled=1

atapi-cd-dma-enabled=1

ttyb-rts-dtr-off=false

ttyb-ignore-cd=true

ttya-rts-dtr-off=false

ttya-ignore-cd=true

ttyb-mode=9600,8,n,1,-

ttya-mode=9600,8,n,1,-

lba-access-ok=1

console=ttya

この例では、SPARCベースのシステムでの eepromコマンドを示しています。

$ eeprom

ttya-rts-dtr-off=false
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ttya-ignore-cd=true

keyboard-layout: data not available.

reboot-command: data not available.

security-mode=none

security-password: data not available.

security-#badlogins=0

verbosity=min

pci-mem64?=false

diag-switch?=false

local-mac-address?=true

fcode-debug?=false

scsi-initiator-id=7

oem-logo: data not available.

oem-logo?=false

oem-banner: data not available.

oem-banner?=false

ansi-terminal?=true

screen-#columns=80

screen-#rows=34

ttya-mode=9600,8,n,1,-

output-device=virtual-console

input-device=virtual-console

auto-boot-on-error?=false

load-base=16384

auto-boot?=true

network-boot-arguments: data not available.

boot-command=boot

boot-file: data not available.

boot-device=/pci@780/pci@0/pci@9/scsi@0/disk@0,0:a disk net

multipath-boot?=false

boot-device-index=0

use-nvramrc?=false

nvramrc: data not available.

error-reset-recovery=boot

2つの例を比較すると、SPARCベースのシステムにはいくつかの追加のパラメータが
あり、さらに x86ベースのシステムで使用できないいくつかの SPARCパラメータが
あることがわかります。

次のように、特定のブート属性の値を表示します。

$ eeprom attribute

例:

$ eeprom auto-boot?

auto-boot?=true

次のように、eepromコマンドを使用して、特定の EEPROMを設定します。

# eeprom attribute=new-value

たとえば、auto-bootパラメータを falseに設定するには、次のように入力します。
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# eeprom auto-boot?=false

次のように、変更された値を表示します。

# eeprom auto-boot?

auto-boot?=false

boot-args パラメータに値を指定して、カーネルブート引数を設定できます。たとえ
ば、次のコマンドを入力して、システムがカーネルデバッガをブートすることを指
定します。

# eeprom boot-args=-k

次のように、Oracle Solarisコンソール設定をグラフィックモードに切り替えます。

# eeprom console=graphics

x86プラットフォームで EEPROMプロパティーを設定し、保存する方法についての
次の追加情報に注意してください。

■ x86プラットフォームで、EEPROMプロパティーの設定は　プロパティーを
/boot/solaris/bootenv.rcファイルに保存することによってシミュレートし、さ
らに、GRUBメニューを操作して、特定の EEPROMプロパティーの設定の影響を
シミュレートします。

■ boot-argsまたは boot-fileプロパティーを設定して、特殊なGRUBメニューエン
トリを作成し、操作します。これは x86プラットフォームで影響をシミュレート
する唯一の方法です。特殊なGRUBメニューエントリのタイトルは、Solaris

bootenv rcです。この特殊なエントリは、作成時に、デフォルトのエントリとし
てマークされます。

■ eepromコマンドを使用して設定されたプロパティーは、たとえば、ブート時に
GRUBメニューを編集するなど、カーネルコマンド行でそれらのプロパティー名
を別の値に設定することによってオーバーライドできます。1つの例とし
て、eepromコマンドを使用し、次にブート時にカーネルコマンド行に B

console=textを追加して、コンソールプロパティーを graphicsに設定します。こ
の場合、bootenv.rcファイルで graphicsの値を指定していても、コンソールタイ
プは textに設定されます。

詳細は、eeprom(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ SPARC: eepromユーティリティーを使用してデフォルトのブート
デバイスを設定する方法
次の手順では、SPARCベースのシステムでデフォルトのブートデバイスを設定する
方法について説明します。X86プラットフォームでは、UEFI Boot Managerなどの
ファームウェアのタイプに対応するセットアップユーティリティーによってブート
デバイスを設定します。

ブート属性の表示と設定
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注 – X86プラットフォームでは、UEFI Boot Managerなどのファームウェアのタイプに
対応するセットアップユーティリティーによってブートデバイスを設定します。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

ブートする代替デバイスを指定します。
# eeprom boot-device new-boot-device

新しいブート属性が設定されていることを確認します。
# eeprom boot-device

この出力には、boot-device属性の新しい eeprom値が表示されます。

x86: SMFによるシャットダウンアニメーションの
管理
システムをブートするために console=graphicsオプションが使用され、かつ Xorg

サーバーによってシャットダウンがトリガーされた場合は、シャットダウンプロセ
ス中に進捗ステータスインジケータが表示されます。進捗ステータスインジケータ
が表示されないようにするには、次のように svc:/system/boot-config SMFサービス
の新しい splash-shutdownプロパティーを falseに設定します。

# svccfg -s svc:/system/boot-config:default setprop config/splash_shutdown = false

# svcadm refresh svc:/system/boot-config:default

システムのブート
次の手順では、さまざまな状態にシステムをブートする方法 (実行レベルのブートと
も呼ばれる)を説明しています。

このセクションでは次の手順について説明します。

■ 82ページの「実行レベルの動作」
■ 84ページの「システムをマルチユーザー状態 (実行レベル 3)にブートする方法」
■ 86ページの「システムをシングルユーザー状態 (実行レベル S)にブートする方
法」

■ 90ページの「システムを対話式でブートする方法」

1

2

3
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実行レベルの動作
システムの「実行レベル」(「init状態」とも呼ばれる)は、ユーザーが使用できる
サービスとリソースを定義します。システムが一度に持つことのできる実行レベル
は 1つだけです。

Oracle Solarisには、次の表で説明する 8つの実行レベルがあります。デフォルトの実
行レベル 3は、/etc/inittabファイルに指定されています。

表 4–1 Oracle Solarisの実行レベル

実行レベル init状態 タイプ 目的

0 電源切断状態 電源切断 オペレーティングシステムをシャットダウ
ンして、システムの電源を安全に落とせる
ようにします。

sまたは S シングルユーザー状態 シングルユーザー 一部のファイルシステムがマウントされ使
用可能な状態で、シングルユーザーとして
動作します。

1 管理状態 シングルユーザー すべての使用可能なファイルシステムにア
クセスします。ユーザーログインは使用で
きません。

2 マルチユーザー状態 マルチユーザー 通常の運用に使用します。複数の
ユーザーがシステムとすべてのファイルシ
ステムにアクセスできます。NFS
サーバーデーモンを除く、すべてのデーモ
ンが動作します。

3 NFSリソースを共有したマルチ
ユーザーレベル

マルチユーザー NFSリソースを共有する通常の運用に使用
します。これがデフォルトの実行レベルで
す。

4 マルチユーザー状態 (予備) マルチユーザー デフォルトでは構成されていませんが、顧
客用に使用できます。

5 電源切断状態 電源切断 オペレーティングシステムをシャットダウ
ンしてシステムの電源を安全に落とせるよ
うにします。可能であれば、この機能をサ
ポートしているシステムでは電源を自動的
に切断します。
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表 4–1 Oracle Solarisの実行レベル (続き)
実行レベル init状態 タイプ 目的

6 リブート状態 リブート オペレーティングシステムを停止
し、/etc/inittabファイルの initdefaultエ
ントリに定義されている状態にリブートし
ます。

SMFサービス
svc:/system/boot-config:defaultはデ
フォルトで有効になっていま
す。config/fastreboot_defaultプロパ
ティーが trueに設定されている場合に init

6を指定すると、システムの特定の機能に応
じて、特定のファームウェア初期化手順お
よびテスト手順が省略されます。100ページ
の「リブートプロセスの高速化」を参照し
てください。

また、svcadmコマンドを使用してシステムの実行レベルを変更することもできま
す。その場合は、実行するときのマイルストーンを選択してください。次の表
に、各マイルストーンに対応する実行レベルを示します。

表 4–2 実行レベルと SMFマイルストーン

実行レベル SMFマイルストーンの FMRI

S milestone/single-user:default

2 milestone/multi-user:default

3 milestone/multi-user-server:default

システムがマルチユーザー状態 (実行レベル3)にブートされたと
きの処理
1. initプロセスが開始され、環境変数を設定するために

svc:/system/environment:init SMFサービス内に定義されているプロパティーを
読み取ります。デフォルトでは、TIMEZONE変数だけが設定されます。

2. initは inittabファイルを読み取り、次の処理を行います。

a. actionフィールドが sysinitになっているすべてのプロセスエントリを実行し
て、ユーザーがシステムにログインする前に特殊な初期化がすべて行われるよ
うにします。

b. 起動アクティビティーを svc.startdに渡します。

initプロセスが inittabファイルを使用する方法についての詳細は、init(1M)の
マニュアルページを参照してください。
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実行レベルとマイルストーンの使い分け
一般に、マイルストーンまたは実行レベルを変更する手順はめったに実行されませ
ん。必要な場合、実行レベルを変更するために initコマンドを使用するとマイルス
トーンも変更され、これは使用するのに適切なコマンドです。initコマンドはま
た、システムをシャットダウンするのにも適しています。

ただし、noneマイルストーンを使用してシステムをブートすると、起動時の問題を
デバッグするときに非常に役立つ場合があります。noneマイルストーンと同等の実
行レベルはありません。詳細は、『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』の
第 1章「サービスの管理 (概要)」を参照してください。

システムの現在の実行レベルの確認
システムの現在の実行レベルを確認するには、who -rコマンドを使用します。

例 4–3 システムの実行レベルを確認する

who -rコマンドの出力には、システムの現在の実行レベルと、以前の実行レベルに関
する情報が表示されます。

$ who -r

. run-level 3 Dec 13 10:10 3 0 S

$

who -rコマンドの出力 説明

run-level 3 現在の実行レベル

Dec 13 10:10 実行レベルが最後に変更された日時

3 現在の実行レベル

0 最後にリブートしてからシステムがこの実行レ
ベルになった回数

S 以前の実行レベル

▼ システムをマルチユーザー状態 (実行レベル3)に
ブートする方法
この手順を使用して、現時点で実行レベル 0になっているシステムを実行レベル 3に
ブートします。この手順で、SPARCプラットフォームまたは x86プラットフォーム
のいずれかに適用する情報については、それに応じて言及されています。
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root役割になります。
『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

プラットフォームに応じて、次のいずれかを実行します。

■ SPARCプラットフォームの場合:

a. システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

b. システムを実行レベル 3にブートします。
ok boot

■ X86プラットフォームの場合、システムを実行レベル 3にリブートします。
# reboot

ブート処理によって、一連の起動メッセージが表示され、システムが実行レベル
3になります。詳細は、boot(1M)および reboot(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

システムが実行レベル 3になっていることを確認します。
ブートプロセスが正常に終了すると、ログイン画面かログインプロンプトが表示さ
れます。
hostname console login:

SPARC:マルチユーザー状態 (実行レベル 3)へのシステムのブート

次の例に、ブートプロセスの起動後に、SPARCベースのシステムを実行レベル 3に
ブートして生成されるメッセージを示します。

ok boot

Probing system devices

Probing memory

ChassisSerialNumber FN62030249

Probing I/O buses

.

.

.

.

OpenBoot 4.30.4.a, 8192 MB memory installed, Serial #51944031.

Ethernet address 0:3:ba:18:9a:5f, Host ID: 83189a5f.

Rebooting with command: boot

Boot device: /pci@1c,600000/scsi@2/disk@0,0:a File and args:

SunOS Release 5.11 Version 11.1 64-bit

Copyright (c) 1983, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

misc/forthdebug (455673 bytes) loaded

1
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Hardware watchdog enabled

Hostname: portia-123

NIS domain name is solaris.example.com

portia-123 console login: NIS domain name is solaris.example.com

x86:マルチユーザー状態 (実行レベル 3)へのシステムのブート

次の例に、ブートプロセスの起動後に、x86ベースのシステムを実行レベル 3に
ブートした場合のメッセージを示します。高速リブート機能はこのリリースでデ
フォルトであるため (x86プラットフォームの場合)、rebootコマンドでシステムを
ブートすると、システムの高速リブートが開始されます。つまり、BIOSまたはUEFI
ファームウェアがバイパスされます。さらに、システムのブート時に、GRUBメ
ニューが表示されません。システムのファームウェアにアクセスするか、ブート時
にGRUBメニューを編集する必要がある場合は、rebootコマンドと -pオプションを
使用します。104ページの「高速リブートが有効化済みのシステムの標準リブートの
開始」を参照してください。

~# reboot

Apr 23 13:30:29 system-04 reboot: initiated by ... on /dev/console

Terminated

system-04% updating /platform/i86pc/boot_archive

updating /platform/i86pc/amd64/boot_archive

system-04 console login: syncing file systems... done

SunOS Release 5.11 Version 11.1 64-bit

Copyright (c) 1983, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Hostname: system-04

system-04 console login: <username>
Password: xxxxxx
Last login: Mon Apr 23 11:06:05 on console

Oracle Corporation SunOS 5.11 11.1 April 2012

# who -r

run-level 3 Apr 23 13:31 3 0 S

▼ システムをシングルユーザー状態 (実行レベル S)
にブートする方法
ファイルシステムのバックアップや、システムに関するその他の問題のトラブル
シューティングなどのシステム保守を実行する目的で、システムをシングル
ユーザー状態にブートします。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。
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プラットフォームに応じて、次のいずれかを実行します。

■ SPARCプラットフォームの場合:

a. システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

b. システムをシングルユーザー状態にブートします。
ok boot -s

c. 次のメッセージが表示されたら、rootのパスワードを入力します。
SINGLE USER MODE

Root password for system maintenance (control-d to bypass): xxxxxx

■ x86プラットフォームの場合:

a. システムの標準リブートを実行します。
# reboot -p

高速リブート機能はデフォルトで有効にされているため、システムのリブート
時に -pオプションを指定して、ブート時にGRUBメニューを表示できるよう
にする必要があります。-pオプションを指定する必要がないように、高速リ
ブート機能を無効にするには、103ページの「デフォルトの高速リブートの動
作を変更する」を参照してください。

■ システムで「Press Any Key to Reboot」プロンプトが表示された場合は、任意
のキーを押して、システムをリブートします。または、このプロンプトで
リセットボタンを使用することもできます。

■ システムが停止している場合は、電源スイッチを押してシステムを起動し
ます。

b. GRUBメニューが表示されたら、変更するブートエントリを選択し、eを入力
してそのエントリを編集します。

c. 矢印キーを使用して、$multiboot行に移動し、行の末尾に -sと入力します。

d. GRUB編集メニューを終了し、編集したばかりのエントリをブートするに
は、Control-Xを押します。UEFIファームウェアを搭載するシステムでシリアル
コンソールを使用していない場合、F10キーを押してもエントリがブートしま
す。
ブート時に、GRUBメニューを編集する詳細については、53ページの「x86:
ブート時にGRUBメニューを編集してカーネル引数を追加する」を参照して
ください。
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システムが実行レベル Sになっていることを確認します。
# who -r

実行レベル Sへの変更が必要な保守タスクを実行します。

システムをリブートします。

SPARC:シングルユーザー状態 (実行レベル S)へのシステムのブート

次の例に、ブートプロセスの起動後に、SPARCベースのシステムを実行レベル Sに
ブートして生成されるメッセージを示します。

# init 0

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 122 system services are now being stopped.

Mar 5 10:30:33 system1 syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

umount: /ws busy

umount: /home busy

Mar 5 17:30:50 The system is down. Shutdown took 70 seconds.

syncing file systems... done

Program terminated

{1c} ok boot -s

SC Alert: Host System has Reset

NOV 17 21:46:59 ERROR: System memory downgraded to 2-channel mode from 4-channel mode

NOV 17 21:47:00 ERROR: Available system memory is less than physically installed memory

NOV 17 21:47:00 ERROR: System DRAM Available: 008192 MB Physical: 016384 MB

Sun Fire T200, No Keyboard

.

.

.

Ethernet address 0:14:4f:1d:e8:da, Host ID: 841de8da.

ERROR: The following devices are disabled:

MB/CMP0/CH2/R0/D0

Boot device: /pci@7c0/pci@0/pci@1/pci@0,2/LSILogic,sas@2/disk@0,0:a

File and args: -s

SunOS Release 5.11 Version 11.1 64-bit

Copyright (c) 1983, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

NOTICE: Hypervisor does not support CPU power management

Booting to milestone "milestone/single-user:default".
Hostname: system1

Requesting System Maintenance Mode

SINGLE USER MODE

Enter root password (control-d to bypass): xxxxxx
single-user privilege assigned to root on /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

Mar 5 10:36:14 su: ’su root’ succeeded for root on /dev/console

Oracle Corporation SunOS 5.11 11.1 January 2012
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root@system1:~# who -r

run-level S Mar 5 10:35 S 0 0

root@tsystem1:~#

x86:シングルユーザー状態 (実行レベル S)へのシステムのブート

次の例に、ブートプロセスの起動後に、x86ベースのシステムを実行レベル Sに
ブートした場合のメッセージを示します。

root@system-04:~# init 0

root@system-04:~# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 129 system services are now being stopped.

Apr 23 13:51:28 system-04 syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

umount: /home busy

Apr 23 13:51:36 The system is down. Shutdown took 26 seconds.

syncing file systems... done

Press any key to reboot.

.

.

.LSI Corporation MPT SAS BIOS

MPTBIOS-6.26.00.00 (2008.10.14)

Copyright 2000-2008 LSI Corporation.

Initializing..|Press F2 to runS POPUP (CTRL+P on Remote Keyboard)

Press F12 to boot from the network (CTRL+N on Remote Keyboard)

System Memory : 8.0 GB , Inc.

Auto-Detecting Pri Master..ATAPI CDROM 0078

Ultra DMA Mode-2

.

.

.

GNU GRUB version 1.99,5.11.0.175.1.0.0.14.0

****************************************************************************

*Oracle Solaris 11.1 *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

****************************************************************************

Use the * and * keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands

before booting or ’c’ for a command-line.

GNU GRUB version 1.99,5.11.0.175.1.0.0.14.0

****************************************************************************

* setparams ’Oracle Solaris 11.1’ *

* *
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* insmod part_msdos *

* insmod part_sunpc *

* insmod part_gpt *

* insmod zfs *

* search --no-floppy --fs-uuid --set=root cd03199c4187a7d7 *

* zfs-bootfs /ROOT/s11u1/@/ zfs_bootfs *

* set kern=/platform/i86pc/kernel/amd64/unix *

* echo -n "Loading ${root}/ROOT/s11u1 /@$kern: " *

* $multiboot /ROOT/s11u1/@/$kern $kern -B $zfs_bootfs -s

* set gfxpayload="1024x768x32;1024x768x16;800x600x16;640x480x16;640x480x1\ *

* 5;640x480x32" **

****************************************************************************

Minimum Emacs-like screen editing is supported. TAB lists

completions. Press Ctrl-x or F10 to boot, Ctrl-c or F2 for

a command-line or ESC to discard edits and return to the GRUB menu.

Booting a command list

Loading hd0,msdos1,sunpc1/ROOT/s11u1/@/platform/i86pc/kernel/amd64/unix: 0

%...done.

Loading hd0,msdos1,sunpc1/ROOT/s11u1/@/platform/i86pc/amd64/boot_archive:

0%...

.

.

.

SunOS Release 5.11 Version 11.1 64-bit

Copyright (c) 1983, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

NOTICE: kmem_io_2G arena created

Booting to milestone "milestone/single-user:default".
Hostname: system-04

Requesting System Maintenance Mode

SINGLE USER MODE

Enter user name for system maintenance (control-d to bypass): root

Enter root password (control-d to bypass): xxxxxxx

single-user privilege assigned to root on /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

May 8 11:13:44 su: ’su root’ succeeded for root on /dev/console

Oracle Corporation SunOS 5.11 11.1 April 2012

You have new mail.

root@system-04:~# who -r

. run-level S Apr 23 14:49 S 0 0

▼ システムを対話式でブートする方法
対話式でのシステムのブートは、元のファイルが破損しているか、システムが
ブートしないために、ブートプロセス中に代替カーネルまたは /etc/systemファイル
を指定する必要がある場合に役立ちます。システムを対話式でブートするには、次
の手順を使用します。
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次の手順では、ブート環境が 1つしかないシステムの対話式のブート時に、代替の
/etc/systemファイルを指定する方法について説明します。または、代替ブート環境
をブートできます。

/etc/systemファイルおよび boot/solaris/filelist.ramdiskファイルのバックアップ
コピーを作成し、/etc/system.bakのファイル名を /boot/solaris/filelist.ramdisk

ファイルに追加します。
# cp /etc/system /etc/system.bak

# cp /boot/solaris/filelist.ramdisk /boot/solaris/filelist.ramdisk.orig

# echo "etc/system.bak" >> /boot/solaris/filelist.ramdisk

プラットフォームに応じて、次のいずれかを実行します。

■ SPARCプラットフォームの場合:

a. システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

b. システムを対話式でブートします。
ok boot -a

■ x86プラットフォームの場合:

a. システムの標準リブートを実行します。
# reboot -p

b. GRUBメニューが表示されたら、対話式でブートするブートエントリを選択
し、eを入力してそのエントリを編集します。

c. $multiboot行の末尾に -aと入力します。

d. GRUB編集メニューを終了し、編集したばかりのエントリをブートするに
は、Control-Xを押します。UEFIファームウェアを搭載するシステムがあり、シ
リアルコンソールを使用していない場合、F10キーを押すことによってもエン
トリがブートします。

代替ファイルシステムを要求されたら、作成したバックアップファイルを指定
し、Returnキーを押します。例:
Name of system file [etc/system]: /etc/system.bak

情報を指定せずにReturnキーを押すと、システムのデフォルトが受け入れられま
す。

リタイアストアプロンプトで、Returnキーを押すか、/dev/nullを指定してバイパス
します。

1

2

3

4
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注 – /etc/devices/retire_storeファイルは、障害管理アーキテクチャー (FMA)に
よってリタイアされるデバイスのバッキングストアです。システムはこれらのデバ
イスを使用しなくなりました。必要に応じて、/etc/devices/retire_storeの代替
ファイルを提供できます。ただし、復旧の目的で、/dev/nullを指定することは、
/etc/devices/retire_storeファイルの内容に関係なく、システムをブートする
もっとも有益な選択肢です。

システムのブート後に、/etc/system ファイルの問題を修正します。

システムをリブートします。
# reboot

SPARC:システムを対話式でブートする

次の例では、システムのデフォルト (角かっこ []で示す)が受け入れられます。

# init 0

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 121 system services are now being stopped.

Apr 22 00:34:25 system-28 syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

umount: /home busy

Apr 22 06:34:37 The system is down. Shutdown took 18 seconds.

syncing file systems... done

Program terminated

{11} ok boot -a

SC Alert: Host System has Reset

Sun Fire T200, No Keyboard

Copyright (c) 1998, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

OpenBoot 4.30.4.d, 16256 MB memory available, Serial #74139288.

Ethernet address 0:14:4f:6b:46:98, Host ID: 846b4698.

Boot device: /pci@780/pci@0/pci@9/scsi@0/disk@0,0:a File and args: -a

Name of system file [/etc/system]: /etc/system.bak

SunOS Release 5.11 Version 11.1 64-bit

Copyright (c) 1983, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Retire store [/etc/devices/retire_store] (/dev/null to bypass): Press Return

system-28 console login:

x86:システムを対話式でブートする

次の例では、x86ベースのシステムが対話式でブートされます。

root@system-04:~# reboot -p

Apr 23 15:37:04 system-04 reboot: initiated by user1 on /dev/consoleTerminated

system-04% syncing file systems... done

5

6
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rebooting...

.

.

.LSI Corporation MPT SAS BIOS

MPTBIOS-6.26.00.00 (2008.10.14)

Copyright 2000-2008 LSI Corporation.

Initializing..|Press F2 to runS POPUP (CTRL+P on Remote Keyboard)

Press F12 to boot from the network (CTRL+N on Remote Keyboard)

System Memory : 8.0 GB , Inc.

Auto-Detecting Pri Master..ATAPI CDROM 0078

Ultra DMA Mode-2

GNU GRUB version 1.99,5.11.0.175.1.0.0.14.0

****************************************************************************

*Oracle Solaris 11.1 *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

* *

****************************************************************************

Use the * and * keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands

before booting or ’c’ for a command-line.

GNU GRUB version 1.99,5.11.0.175.1.0.0.15.1

+--------------------------------------------------------------------------+

| setparams ’Oracle Solaris 11.1’ |

| |

| insmod part_msdos |

| insmod part_sunpc |

| insmod part_gpt |

| insmod zfs |

| search --no-floppy --fs-uuid --set=root cd03199c4187a7d7 |

| zfs-bootfs /ROOT/s11u1/@/ zfs_bootfs |

| set kern=/platform/i86pc/kernel/amd64/unix |

| echo -n "Loading ${root}/ROOT/s11u1/@$kern: " |

| $multiboot /ROOT/s11u1/@/$kern $kern -B $zfs_bootfs -a |

| set gfxpayload="1024x768x32;1024x768x16;800x600x16;640x480x16;640x480x1\ |

+--------------------------------------------------------------------------+

Minimum Emacs-like screen editing is supported. TAB lists

completions. Press Ctrl-x or F10 to boot, Ctrl-c or F2 for

a command-line or ESC to discard edits and return to the GRUB menu.

Booting a command list

Loading hd0,msdos1,sunpc1/ROOT/s11u1/@/platform/i86pc/kernel/amd64/unix: 0

%...done.
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Loading hd0,msdos1,sunpc1/ROOT/s11u1/@/platform/i86pc/amd64/boot_archive:

0%...

.

.

.

Name of system file [/etc/system]: /etc/system.bak

SunOS Release 5.11 Version 11.1 64-bit

Copyright (c) 1983, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.: 0

Retire store [/etc/devices/retire_store] (/dev/null to bypass): Press Return

NOTICE: kmem_io_2G arena created

Hostname: system-04

system-04 console login:

代替のオペレーティングシステムまたはブート環境から
のブート

このセクションでは次の手順について説明します。

■ 97ページの「x86:代替のオペレーティングシステムまたはブート環境からブート
する方法」

■ 95ページの「SPARC:代替のオペレーティングシステムまたはブート環境から
ブートする方法」

ブート環境 (BE)とは、ブート用に指定された ZFSファイルシステムのことで
す。ブート環境は基本的に、Oracle Solaris OSイメージのブート可能インスタンス
に、そのイメージにインストールされたその他のソフトウェアパッケージを加えた
ものです。1つのシステム上に複数のブート環境を維持できます。各ブート環境には
異なるOSバージョンをインストールできます。Oracle Solarisをインストールする
と、インストール中に新しいブート環境が自動的に作成されます。beadmユーティリ
ティーについての詳細は、beadm(1M)のマニュアルページを参照してください。大域
または非大域ゾーンでのユーティリティーの使用など、ブート環境の管理に関する
詳細は、『Oracle Solaris 11.1ブート環境の作成と管理』を参照してください。

x86のみ: GRUBによってブートデバイスとして識別されたデバイスにZFSスト
レージプールが含まれている場合、GRUBメニューの作成に使用される grub.cfg

ファイルは、プールの最上位データセットに見つかります。これは、プールと同じ
名前を持つデータセットです。プールにはそのようなデータセットが常に 1つだけ
存在します。このデータセットは、GRUB構成ファイルおよびデータなど、プール
規模のデータに適しています。システムがブートされたあと、このデータセット
は、ルートファイルシステム内の /pool-nameにマウントされます。

x86のみ:プール内に複数のブート可能データセット (つまり、ルートファイルシステ
ム)が存在することがあります。プール内のデフォルトのルートファイルシステムは
プールの bootfsプロパティーによって識別されます。grub.cfgファイルに存在する
GRUBメニューエントリに、zfs-bootfsコマンドによって特定の bootfsが指定され
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ていない場合、デフォルトの bootfsルートファイルシステムが使用されます。各
GRUBメニューエントリは異なる zfs-bootfsコマンドを使用するように指定できま
す。これにより、プール内の任意のブート可能Oracle Solarisインスタンスを選択で
きます。詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ SPARC:代替のオペレーティングシステムまたは
ブート環境からブートする方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

(省略可能) bootコマンドに -Lオプションを使用して、使用可能なブート環境の一覧
を表示します。

指定のエントリをブートするには、そのエントリの番号を入力し、Returnキーを押
します。
Select environment to boot: [1 - 2]:

システムをブートするには、画面に表示された指示に従います。
To boot the selected entry, invoke:

boot [<root-device>] -Z rpool/ROOT/boot-environment

ok boot -Z rpool/ROOT/boot-environment

例:

# boot -Z rpool/ROOT/zfs2BE

システムをブートしたあと、アクティブなブート環境を確認します。
# prtconf -vp | grep whoami

(省略可能)アクティブなブート環境のブートパスを表示するには、次のコマンドを入
力します。
# prtconf -vp | grep bootpath

(省略可能)正しいブート環境がブートされたかどうかを確認するには、次のコマンド
を入力します。
# df -lk

1

2

3

4

5

6

7

8
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SPARC:代替のブート環境からのブート

次の例は、boot -Zコマンドを使用して SPARCベースのシステムで代替のブート環境
からブートする方法を示しています。

# init 0

root@t2k-brm-28:~# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 126 system services are now being stopped.

Jul 3 22:11:33 t2k-brm-28 syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

umount: /home busy

Jul 3 22:11:50 The system is down. Shutdown took 23 seconds.

syncing file systems... done

Program terminated

{1c} ok boot -L

SC Alert: Host System has Reset

Sun Fire T200, No Keyboard

Copyright (c) 1998, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

OpenBoot 4.30.4.d, 16256 MB memory available, Serial #74139288.

Ethernet address 0:14:4f:6b:46:98, Host ID: 846b4698.

Boot device: /pci@780/pci@0/pci@9/scsi@0/disk@0,0:a File and args: -L

1 Oracle Solaris 11.1 SPARC

2 s11u1_backup

3 s11u1_backup2

Select environment to boot: [ 1 - 3 ]: 3

To boot the selected entry, invoke:

boot [<root-device>] -Z rpool/ROOT/s11u1_backup2

Program terminated

{0} ok boot -Z rpool/ROOT/s11u1_backup2

SC Alert: Host System has Reset

Sun Fire T200, No Keyboard

Copyright (c) 1998, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

OpenBoot 4.30.4.d, 16256 MB memory available, Serial #74139288.

Ethernet address 0:14:4f:6b:46:98, Host ID: 846b4698.

Boot device: /pci@780/pci@0/pci@9/scsi@0/disk@0,0:a \

File and args: -Z rpool/ROOT/s11u1_backup2

SunOS Release 5.11 Version 11.1 64-bit

Copyright (c) 1983, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

WARNING: consconfig: cannot find driver for

screen device /pci@780/pci@0/pci@8/pci@0/TSI,mko@0

Loading smf(5) service descriptions: Loading smf(5)

service descriptions: Hostname: system-28

.

system-28 console login: Jul 3 22:39:05 system-28
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▼ x86:代替のオペレーティングシステムまたは
ブート環境からブートする方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

システムの標準リブートを実行します。
# reboot -p

GRUBメニューが表示されたら、ブートする代替のブート環境またはオペレーティン
グシステムに移動します。

代替オペレーティングシステムからブートするには、Control-Xを押します。UEFI
ファームウェアを搭載するシステムがあり、シリアルコンソールを使用していない
場合、F10キーを押しても代替のオペレーティングシステムがブートします。

rebootコマンドを使用して代替のブート環境からブートする

次の例に示すように、ブートエントリ番号を指定して rebootコマンドを使用し、代
替のブートエントリをブートできます。

# bootadm list-menu

the location of the boot loader configuration files is: /rpool/boot/grub

default 1

timeout 30

0 s11.1.backup

1 Oracle Solaris 11.1 B14

# reboot 1

Apr 23 16:27:34 system-04 reboot: initiated by userx on /dev/consoleTerminated

x4100m2-brm-04% syncing file systems... done

SunOS Release 5.11 Version 11.1 64-bit

Copyright (c) 1983, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Hostname: system-04

system-04 console login:

システムのリブート
このセクションでは次の手順について説明します。

■ 98ページの「initコマンドを使用してシステムをリブートする方法」
■ 99ページの「rebootコマンドを使用してシステムをリブートする方法」
■ 100ページの「リブートプロセスの高速化」

1
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通常、システムは電源投入時またはシステムクラッシュのあとにリブートしま
す。システムをリブートするには、initコマンドまたは rebootコマンドを使用でき
ます。init 6コマンドは停止方法 (SMFまたは rc.d)を必要とします。一方、reboot

コマンドでは必要としないため、reboot コマンドはシステムをリブートするための
より信頼できる方法になります。詳細は、init(1M)および reboot(1M)を参照してく
ださい。

rebootは次の操作を実行します。

■ カーネルを再起動する
■ ディスクで sync操作を実行する
■ マルチユーザーブートを開始する

rootユーザーはいつでも rebootコマンドを使用できますが、サーバーのリブートな
どの特定の状況では、システムにログインしているすべてのユーザーにすぐに
サービスが失われることを警告するために、最初に shutdownコマンドを使用しま
す。詳細は、第 3章「システムのシャットダウン (タスク)」を参照してください。

▼ initコマンドを使用してシステムをリブートする
方法
システムは常に定義済み実行レベルの 1つで動作します。実行レベルは initプロセ
スによって維持されるため、実行レベルは「init状態」と呼ばれることもありま
す。initコマンドを使用すると、実行レベルの移行を開始できます。initコマンド
を使用してシステムをリブートする場合は、マルチユーザーのシステム状態として
実行レベル 2、3、および 4を使用できます。82ページの「実行レベルの動作」を参
照してください。

initコマンドは、システム上のすべてのアクティブなプロセスを終了し、ディスク
を同期させてから実行レベルを変更する実行可能シェルスクリプトです。init 6コ
マンドは、オペレーティングシステムを停止し、/etc/inittabファイルの
initdefaultエントリに定義されている状態にリブートします。

注 – Oracle Solaris 11リリースから、SMFサービス svc:/system/boot-config:default

はデフォルトで有効になっています。 config/fastreboot_defaultプロパティーが
trueに設定されている場合 (すべての x86ベースのシステムの場合)に init 6コマン
ドは、システムの特定の機能に応じて、特定のファームウェア初期化手順およびテ
スト手順を省略します。SPARCベースのシステムでは、このプロパティーはデ
フォルトで falseに設定されますが、プロパティーを手動で有効にできます。100
ページの「リブートプロセスの高速化」を参照してください。

root役割になります。
『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

1
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システムをリブートします。

■ /etc/inittabファイルの initdefaultエントリによって定義された状態にシステ
ムをリブートするには、次のコマンドを入力します。
# init 6

■ システムをマルチユーザー状態にリブートするには、次のコマンドを入力しま
す。
# init 2

initコマンドを使用してシステムをシングルユーザー状態 (実行レベ
ル S)にリブートする

この例では、initコマンドを使用して、システムをシングルユーザー状態 (実行レベ
ル S)にリブートします。

~# init s

~# svc.startd: The system is coming down for administration. Please wait.

Jul 20 16:59:37 system-04 syslogd: going down on signal 15

svc.startd: Killing user processes.

Requesting System Maintenance Mode

(See /lib/svc/share/README for more information.)

SINGLE USER MODE

Enter user name for system maintenance (control-d to bypass): root

Enter root password (control-d to bypass): xxxxxx

single-user privilege assigned to root on /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

Jul 20 17:11:24 su: ’su root’ succeeded for root on /dev/console

Oracle Corporation SunOS 5.11 11.1 June 2012

You have new mail.

~# who -r

. run-level S Jul 20 17:11 S 1 3

▼ rebootコマンドを使用してシステムをリブートす
る方法
この手順を使用して、実行中のシステムをマルチユーザー状態 (実行レベル 3)にリ
ブートします。

2
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注 – x86プラットフォームで、rebootコマンドを使用して、システムの高速リブート
を開始し、BIOSまたはUEFIファームウェアと特定のブートプロセスをバイパスし
ます。高速リブート機能が有効になっている x86ベースシステムの標準リブートを実
行するには、rebootコマンドで -pオプションを使用します。104ページの「高速リ
ブートが有効化済みのシステムの標準リブートの開始」を参照してください。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

システムをリブートします。
# reboot

リブートプロセスの高速化
Oracle Solarisの高速リブート機能は、SPARCプラットフォームと x86プラット
フォームの両方でサポートされています。高速リブート機能では、カーネルをメモ
リーにロードしてからそのカーネルに切り替えるインカーネルブートローダーを実
装することにより、リブート処理を数秒で実行できます。

高速リブート機能のサポートは、新しい boot-configサービス
svc:/system/boot-config:defaultによって強化されています。このサービスに
よって、システムのデフォルトのブート構成プロパティーを必要に応じて設定また
は変更するための手段が提供されます。config/fastreboot_defaultプロパティーが
trueに設定されている場合は、システムが自動的に高速リブートを実行します。デ
フォルトでこのプロパティーは、x86ベースのシステムでは trueに設定さ
れ、SPARCベースのシステムでは falseに設定されています。

x86ベースのシステムで、システムの高速リブートは、システムファームウェア
(BIOSまたはUEFI)とブートローダープロセスをバイパスします。高速リブートとパ
ニック高速リブート (システムパニックのあとのシステムの高速リブート)が x86プ
ラットフォームではデフォルトで有効になっているため、x86ベースシステムの高速
リブートを開始するために rebootコマンドで -fオプションを使用する必要はありま
せん。

1
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SPARCベースシステムの高速リブート機能は、x86ベースシステムとは異なる方法で
動作します。SPARCプラットフォームでの高速リブートのサポートに関する次の追
加情報に注目してください。

■ 高速リブートは sun4uシステムではサポートされていません。
■ 高速リブートは sun4vシステムでサポートされています。ただし、SPARCベース
のシステムの高速リブートは、x86ベースのシステムの高速リブートとは異なり
ます。SPARC sun4vシステムでは、高速リブートは、最小限のハイパーバイザに
よって開始される再起動で、x86ベースのシステムの高速リブートと同じ基本パ
フォーマンスを発揮します。

■ SPARCベースのシステムの高速リブートの動作はデフォルトでは無効にされてい
ます。SPARCベースのシステムの高速リブートを開始するには、rebootコマンド
で -fオプションを使用する必要があります。または、高速リブートをデフォルト
の動作にするには、config/fastreboot_defaultプロパティーを trueに設定しま
す。手順については、103ページの「デフォルトの高速リブートの動作を変更す
る」を参照してください。

■ SPARCベースシステムでは、boot-configサービスに、action_authorizationおよ
び value_authorizationとして solaris.system.shutdown権限も必要です。

x86: quiesce関数について
新しいOSイメージのブート時にファームウェアをバイパスするシステムの機能
は、デバイス動作の新しいエントリポイントである quiesceのデバイスドライバの実
装に依存しています。サポートされているドライバでは、この実装によってデバイ
スが休止されるため、関数の完了時にそのドライバによって割り込みが生成されな
くなります。この実装ではまた、デバイスがハードウェア状態にリセットされま
す。この状態からは、システムの電源を切ってすぐに入れ直したり、ファーム
ウェアで構成したりしなくても、ドライバの attachルーチンによってそのデバイス
を正しく構成できます。この機能についての詳細は、quiesce(9E)および dev_ops(9S)
のマニュアルページを参照してください。

注 –すべてのデバイスドライバで quiesce関数が実装されているわけではありませ
ん。トラブルシューティング手順については、134ページの「x86:高速リブートが機
能しない可能性のある状況」および120ページの「x86:高速リブートをサポートしな
いシステムのブートアーカイブの自動更新障害を解決する方法」を参照してくださ
い。

▼ システムの高速リブートを開始する方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

1
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システムのプラットフォームに応じて、次のいずれかを実行します。

■ SPARCベースのシステムでは、次のコマンドを入力します。
# reboot -f

■ x86ベースのシステムでは、次のいずれかのコマンドを入力します。
# reboot

# init 6

これらのいずれかのコマンドを実行すると、システムが grub.cfgファイルのデ
フォルトのエントリにリブートします。

x86:新しくアクティブにしたブート環境へのシステムの高速リ
ブートを開始する
代替ブート環境への x86ベースシステムの高速リブートを実行するには、複数の方法
を使用できます。次の例は、これらの方法のいくつかを示しています。

例 4–13 x86:新しくアクティブにしたブート環境へのシステムの高速リブートを開始する

次の例は、新しくアクティブになったブート環境 2012-06-10-beにシステムの高速リ
ブートを開始する方法を示しています。

# beadm activate 2012-06-10-be

# reboot

例 4–14 x86:代替ブート環境の指定によるシステムの高速リブートの開始

代替ブート環境 (たとえば、zfsbe2)にシステムを高速リブートするには、次のコマ
ンドを入力します。

# reboot -- ’rpool/zfsbe2’

rpool/zfsbe1 という名前のデータセットへのシステムの高速リブートを開始するに
は、次のコマンドを入力します。

# reboot -- ’rpool/zfsbe1’

たとえば、次のように、代替 ZFSルートデータセットへのシステムの高速リブート
を開始します。

# reboot -- ’rpool/ROOT/zfsroot2’

2
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例 4–15 x86:カーネルデバッガを有効にした状態での代替ブート環境へのシステムの高速リ
ブートの開始

次のように、zfsbe3ブート環境へのシステムの高速リブートを開始します。

# reboot -- ’rpool/zfsbe3 /platform/i86pc/kernel/amd64/unix -k’

例 4–16 x86:新しいカーネルへのシステムの高速リブートの開始

次のように、my-kernelという名前の新しいカーネルへのシステムの高速リブートを
開始します。

# reboot -- ’/platform/i86pc/my-kernel/amd64/unix -k’

例 4–17 x86:マウントされたディスクまたはマウントされたデータセットの高速リブートの開
始

次のように、マウントされたディスクまたはマウントされたデータセットの高速リ
ブートを開始します。

# reboot -- ’/mnt/platform/i86pc/my-kernel/amd64/unix -k’

例 4–18 x86:カーネルデバッガを有効にした状態での、シングルユーザー状態へのシステムの
高速リブートの開始

次のように、カーネルデバッガを有効にした状態での、シングルユーザー状態への
システムの高速リブートを開始します。

# reboot -- ’-ks’

デフォルトの高速リブートの動作を変更する
高速リブート機能は SMFによって制御され、ブート構成サービス
svc:/system/boot-configを通して実装されます。boot-configサービスは、デフォル
トのブートパラメータを設定または変更するための手段を提供します。

boot-configサービスの fastreboot_defaultプロパティーを使用すると、rebootコマ
ンドまたは init 6コマンドのいずれかが使用されている場合のシステムの自動高速
リブートが有効になります。config/fastreboot_defaultプロパティーを trueに設定
すると、システムは高速リブートを自動的に実行するため、reboot -fコマンドを使
用する必要はありません。デフォルトでこのプロパティーの値は、x86ベースのシス
テムでは trueに設定され、SPARCベースのシステムでは falseに設定されていま
す。
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例 4–19 x86: boot-configサービスのプロパティーの構成

svc:/system/boot-config:defaultサービスは、次のプロパティーで構成されていま
す。

■ config/fastreboot_default

■ config/fastreboot_onpanic

これらのプロパティーは、svccfgおよび svcadmコマンドを使用して、構成できま
す。

たとえば、x86ベースシステム上の fastreboot_onpanicプロパティーのデフォルト動
作を無効にするには、次に示すように、このプロパティーの値を falseに設定しま
す。

# svccfg -s "system/boot-config:default" setprop config/fastreboot_onpanic=false

# svcadm refresh svc:/system/boot-config:default

あるプロパティーの値を変更しても、ほかのプロパティーのデフォルト動作には影
響を与えません。

SMFを介したブート構成サービスの管理については、svcadm(1M)および svccfg(1M)
のマニュアルページを参照してください。

例 4–20 SPARC: boot-configサービスのプロパティーの構成

次の例に、boot-config SMFサービスプロパティーを trueに設定して、SPARC
ベースのシステムで高速リブートをデフォルトの動作にする方法を示します。

# svccfg -s "system/boot-config:default" setprop config/fastreboot_default=true

# svcadm refresh svc:/system/boot-config:default

プロパティーの値を trueに設定すると、リブートプロセスが高速化するため、高速
リブート機能をサポートするシステムで特定の POSTテストをバイパスできます。プ
ロパティーが trueに設定されている場合、rebootコマンドで -fオプションを使用し
なくてもシステムの高速リブートを実行できます。

高速リブートが有効化済みのシステムの標準リブートの開始
高速リブート機能が有効になっているシステムをリブートするには、この機能を無
効にするように boot-configサービスを再構成するのではなく、次に示すように
rebootコマンドで -pオプションを使用します。

# reboot -p
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システムのネットワークからのブート
(タスク)

この章では、SPARCおよび x86ベースのシステムをネットワークからブートするた
めの概要、ガイドライン、およびタスク関連の情報を提供します。この章で SPARC
または x86ベースのシステムのみに適用される情報については、その旨が示されてい
ます。

この章の内容は次のとおりです。

■ 105ページの「SPARC:システムのネットワークからのブート」
■ 110ページの「x86:システムのネットワークからのブート」

システムのブートに関する概要情報は、第 1章「システムのブートとシャットダウ
ン (概要)」を参照してください。

Oracle Solarisをインストールする目的で、システムをネットワークからブートするこ
とについては、『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』を参照してください。

SPARC:システムのネットワークからのブート
このセクションでは次の手順について説明します。

■ 106ページの「SPARC:ネットワークブートプロセス」
■ 106ページの「SPARC:システムをネットワークからブートするための要件」
■ 107ページの「SPARC: OpenBoot PROMへのネットワークブート引数の設定」
■ 109ページの「SPARC: DHCPを使用して自動ブートするためのNVRAM別名の設
定」

■ 109ページの「SPARC:システムをネットワークからブートする方法」

次の理由により、システムのネットワークからのブートが必要になることがありま
す。

■ Oracle Solarisをインストールするため
■ 復旧目的のため

5第 5 章
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Oracle Solarisで使用されるネットワーク構成ブート方法は動的ホスト構成プロトコル
(DHCP)です。

このOracle SolarisリリースでのDHCPの動作に関する一般的な情報と、DHCP
サーバーを設定するための具体的な情報については、『System Administration Guide:
IP Services』のパート III「DHCP」を参照してください。

SPARC:ネットワークブートプロセス
ネットワークデバイスの場合、ローカルエリアネットワーク (LAN)上でブートする
プロセスとWAN上でブートするプロセスは多少異なっています。どちらのネット
ワークブートシナリオでも、PROMによってブーター (この場合 inetboot)がブート
サーバーまたはインストールサーバーからダウンロードされます。

LAN上でブートするとき、ファームウェアはDHCPを使用して、ブートサーバーと
インストールサーバーのいずれかを検出します。次に、Trivial File Transfer Protocol
(TFTP)が使用されて、ブーター (この場合 inetboot)がダウンロードされます。

WAN上でブートするときは、ファームウェアはDHCPまたはNVRAMプロパ
ティーを使用して、システムをネットワークからブートするために必要なインス
トールサーバー、ルーター、およびプロキシを検出します。ブーターのダウン
ロードに使用されるプロトコルはHTTPです。さらに、定義済みの非公開鍵を
使ってブーターの署名が確認される場合もあります。

SPARC:システムをネットワークからブートするた
めの要件
ブートサーバーが利用できれば、どのようなシステムもネットワークからブートで
きます。スタンドアロンのシステムがローカルディスクからブートできない場
合、そのシステムを復旧目的でネットワークからブートしなければならないことが
あります。

■ Oracle Solarisを復旧目的でインストールするために SPARCベースシステムの
ネットワークブートを実行するには、DHCPサーバーが必要です。
クライアントのネットワークインタフェースの構成に必要な情報は、DHCP
サーバーから提供されます。自動インストーラ (AI)サーバーを設定している場合
は、そのサーバーもDHCPサーバーにすることができます。または、別のDHCP
サーバーを設定できます。詳細については、『System Administration Guide: IP
Services』のパート III「DHCP」を参照してください。

■ また、tftpサービスを提供するブートサーバーも必要です。

SPARC:システムのネットワークからのブート

Oracle Solaris 11.1システムのブートおよびシャットダウン • 2013年 9月106

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=SYSADV3dhcptm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=SYSADV3dhcptm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=SYSADV3dhcptm-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23823&id=SYSADV3dhcptm-1


SPARC: OpenBoot PROMへのネットワークブート引
数の設定
eepromユーティリティーの network-boot-argumentsパラメータを使用すれば、WAN
ブートを実行するときに PROMによって使用される構成パラメータを設定できま
す。PROMに設定したネットワークブート引数は、あらゆるデフォルト値よりも優
先されます。DHCPを使用する場合、これらの引数も、所定のパラメータについて
DHCPサーバーによって提供された構成情報よりも優先されます。

ネットワークからブートするようにOracle Solarisシステムを手動で構成する場
合、システムがブートするために必要なすべての情報をクライアントシステムに提
供する必要があります。

PROMが必要な情報には次のものが含まれます。

■ ブートクライアントの IPアドレス

注 – WANブートには IPv6アドレスのサポートが含まれません。

■ ブートファイルの名前
■ ブートファイルイメージを提供するサーバーの IPアドレス

さらに、使用するデフォルトルーターのサブネットマスクおよび IPアドレスを提供
することが必要な場合もあります。

ネットワークブートで使用する構文は次のとおりです。

[protocol,] [key=value,]*

protocol 使用するアドレス検索プロトコルを指定します。

key=value 構成パラメータを属性ペアとして指定します。

次の表に、network-boot-argumentsパラメータに指定できる構成パラメータを示しま
す。

パラメータ 説明

tftp-server TFTPサーバーの IPアドレス。

file TFTPを使ってダウンロードするファイル、ま
たはWANブートのURL。

host-ip クライアントの IPアドレス (ドット区切り 10進
表記)。
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パラメータ 説明

router-ip デフォルトのルーターの IPアドレス (ドット区
切り 10進表記)。

subnet-mask サブネットマスク (ドット区切り 10進表記)

client-id DHCPクライアント識別子

hostname DHCPトランザクションに使用するホスト名

http-proxy HTTPプロキシサーバー指定 (IPADDR[: PORT])

tftp-retries TFTPの最大リトライ回数

dhcp-retries DHCPの最大リトライ回数

▼ SPARC: OpenBoot PROMでのネットワークブート引数の指定方法
システムをネットワークからブートするために必要なすべての予備的タスクを完了
します。詳細については、106ページの「SPARC:システムをネットワークから
ブートするための要件」を参照してください。

ネットワークからブートするシステム上で、root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

network-boot-argumentsパラメータに適切な値を指定します。
# eeprom network-boot-arguments="protocol,hostname=hostname"

たとえば、ブートプロトコルとしてDHCPを使用し、ホスト名
mysystem.example.comを使用するには、network-boot-argumentsパラメータの値を次
のように設定します。

# eeprom network-boot-arguments="DHCP,hostname=mysystem.example.com"

システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

ネットワークからシステムをブートします。
ok boot net

注 –この方法で network-boot-argumentsパラメータを指定した場合、PROMコマンド
行で引数を指定する必要はありません。指定すると、指定済みの
network-boot-argumentsパラメータに設定されたほかの値は無視されます。

始める前に

1

2

3

4
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SPARC: DHCPを使用して自動ブートするための
NVRAM別名の設定
Oracle Solaris 11では、Oracle Solarisをインストールするためにネットワークから
ブートするとき、使用されるネットワーク構成ブート方法はDHCPです。DHCPを
使用してシステムをネットワークからブートするには、DHCPブートサーバーを
ネットワーク上で利用できる必要があります。

bootコマンドを実行するとき、DHCPプロトコルを使用した SPARCベースシステム
ブートを指定できます。あるいは、NVRAM別名を設定することによって、システ
ムをリブートしてもこの情報を PROMレベルで保存できます。

次の nvaliasコマンドの例では、デフォルトでDHCPを使ってブートするよう
に、ネットワークデバイスの別名を設定します。

ok nvalias net /pci@1f,4000/network@1,1:dhcp

結果として、boot netと入力するだけで、システムは DHCPを使用してブートしま
す。

注意 – nvaliasコマンドと nvunaliasコマンドの構文を十分理解するまでは、nvaliasコ
マンドを使用して NVRAMRCファイルを変更しないでください。

▼ SPARC:システムをネットワークからブートする方
法
■ DHCP構成を設定するための前提条件となるタスクをすべて実行します。

106ページの「SPARC:システムをネットワークからブートするための要件」を参
照してください。

■ Oracle Solarisをインストールするためにシステムをネットワーク経由でブートす
る場合は、最初にAIクライアントイメージをダウンロードし、そのイメージに基
づいてインストールサービスを作成します。手順については、『Oracle Solaris 11.1
システムのインストール』のパート III「インストールサーバーを使用したインス
トール」を参照してください。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

必要に応じて、システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

始める前に

1

2
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「install」フラグを付けずにネットワークからシステムをブートします。
ok boot net:dhcp

注 –デフォルトでDHCPを使用してブートするようにPROM設定を変更した場
合、次に示すように boot netと指定するだけでかまいません。

ok boot net

x86:システムのネットワークからのブート
このセクションでは、次の情報について説明しています。

■ 111ページの「x86:システムをネットワークからブートするための要件」
■ 112ページの「x86: GRUB 2 PXEブートイメージがインストールされる場所」
■ 113ページの「x86: UEFIおよび BIOSファームウェアを搭載するシステムのネット
ワークからのブート」

■ 114ページの「x86:システムをネットワークからブートする方法」

復旧を目的として、またはOracle Solarisをインストールするために、システムの
ネットワークからのブートが必要になることがあります。ブートサーバーが利用で
きれば、どのようなシステムもネットワークからブートできます。ネットワークア
ダプタファームウェアが Preboot eXecution Environment (PXE)仕様をサポートする x86
ベースのシステムを使用して、Oracle Solarisをブートできます。GRUB 2は、Oracle
Solarisカーネルをロードし、ブートプロセスを続行するために使用される PXE
Network Bootstrap (NBP)プログラムです。

Oracle Solarisをインストールするために、または復旧を目的として x86ベースシステ
ムのネットワークブートを実行するには、PXEクライアント用に構成されたDHCP
サーバーが必要です。また、tftpサービスを提供するブートサーバーも必要です。

クライアントのネットワークインタフェースの構成に必要な情報は、DHCP
サーバーから提供されます。AIサーバーを設定している場合は、そのサーバーも
DHCPサーバーにすることができます。または、別のDHCPサーバーを設定できま
す。DHCPの詳細については、『System Administration Guide: IP Services』の
パート III「DHCP」を参照してください。
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x86:システムをネットワークからブートするため
の要件
ネットワークから x86ベースのシステムをブートするときは、次の情報に注意してく
ださい。

■ Oracle Solarisで使用されるネットワーク構成ブート方法は動的ホスト構成プロト
コル (DHCP)です。

■ Oracle Solarisのネットワークブートでは、データストレージデバイス (ハード
ディスクなど)やインストールされているオペレーティングシステムに関係な
く、ネットワーク経由でブートプログラムをロードするメカニズムを提供する
PXEファームウェアインタフェースを使用します。このファームウェアは、BIOS
ファームウェアを搭載するシステムの場合に pxegrub2および 64ビットUEFI
ファームウェアを搭載するシステムの場合に grub2netx86.efiという名前の特別
に構築されたGRUB 2イメージであるブートプログラムのロードを担当しま
す。これらのファイルには、ネットワークでパケットを転送するために、Trivial
File Transfer Protocol (TFTP)、DHCP、User Datagram Protocol (UDP)、イン
ターネットプロトコル (IP)、およびUniversal Network Device Interface (UNDI)
ファームウェアインタフェース (BIOSシステムの場合)または Simple Network
Protocol (SNP)インタフェース (UEFIシステムの場合)のいずれかを使用するミニ
ドライバの基本実装が含まれます。

■ GRUB 2は、GRUB Legacyの PXEベースのネットワークブートと同様のメカニズ
ムを使用します。GRUB 2の PXEブートイメージには、GRUBを初期化するため
に必要なコードとモジュール、ZFSからブートするために必要なファイルシステ
ムモジュール、および多くの有益なGRUBコマンドが含まれています。ネット
ワーク経由でモジュールをロードすると、ネットワークリソースに不必要な負荷
がかかり、必須のコマンドを使用できないような障害に PXEブートプロセスがさ
らされることがあるため、GRUBコマンドを実装するモジュールが、TFTP
サーバー上に残される代わりに、GRUB 2 PXEイメージに組み込まれています。

■ GRUB 2ブートイメージには、GRUB Legacyに存在するのと同じ検索アルゴリズム
を実装する、埋め込みの grub.cfgファイルが含まれています。このアルゴリズム
は、TFTPサーバー上のいくつかの場所で、オペレーティングシステムのブート
に使用する grub.cfgファイルを検索します。

■ GRUB Legacyと同様に、GRUB 2の PXEブートイメージは、TFTPサーバーの
ルートディレクトリにインストールされます。PXEブートイメージの名前は、自
動インストーラ (AI)の構成方法によって異なります。AIドキュメントに
従って、該当するDHCP BootFileマクロには、PXEブートイメージの名前が含ま
れます。

■ installadmコマンドは、無条件に BIOSおよびUEFI PXEイメージをTFTP
サーバー上の適切な場所にコピーするように変更されました。さらに、DHCP
サーバーは、UEFIファームウェアを実行しているシステムに、PXEブート時に正
しいGRUB 2 (UEFI) BootFileオプションが与えられるように、クライアントシス
テムによって適切なクライアントシステムアーキテクチャータグが送られた場合
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に、適切な BootFileマクロを返すことができる必要もあります。この情報
は、DHCPサーバーが DHCPOFFERを送信した場合に提供されます。

インストールされたOracle Solarisインスタンスで、PXEブートイメージは
/boot/grub/pxegrub2ファイル (BIOS対応のイメージの場合)および
/boot/grub/grub2netx64.efiファイル (64ビットUEFI対応のイメージの場合)に
保存されます。

AIを使用してOracle Solarisをインストールするためにネットワークからシステム
をブートする場合、詳細については、『Oracle Solaris 11.1システムのインス
トール』を参照してください。

DHCPサーバーは、DHCPクラス PXEClientに次の情報で応答できる必要がありま
す。

■ ファイルサーバーの IPアドレス
■ ブートファイルの名前。これは BIOSファームウェアを搭載するシステムの場合

pxegrub2で、UEFIファームウェアを搭載するシステムの場合 grub2netx64.efiで
す。

ネットワークから PXEブートを実行するシーケンスは次のようになります。

1. ファームウェアが、ネットワークインタフェースからブートするように構成され
ます。

2. ファームウェアがDHCPリクエストを送信します。
3. DHCPサーバーが、サーバーのアドレスとブートファイルの名前を返します。
4. ファームウェアは、TFTPを使用して、pxegrub2 (または grub2netx64.efi)をダウ
ンロードし、次にGRUB 2イメージを実行します。

5. TFTPを使用してGRUB構成ファイルがダウンロードされます。
このファイルによって、利用可能なブートメニューエントリが表示されます。

6. メニューエントリを選択すると、システムはOracle Solarisの読み込みを開始しま
す。

x86: GRUB 2 PXEブートイメージがインストールさ
れる場所
GRUB Legacyと同様に、GRUB 2の PXEブートイメージは、TFTPサーバーのルート
ディレクトリにインストールされます。ブートイメージの名前は、AIの構成方法に
よって異なります。該当するDHCP BootFileオプションには PXEブートイメージの
名前が含まれます。AIイメージがGRUB 2ベースの場合、BIOSとUEFIの両方の
ファームウェアタイプが自動的にサポートされます。特殊な引数は必要ありませ
ん。
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インストールされたOracle Solarisインスタンスで、BIOS対応のイメージとUEFI対応
のイメージの両方の PXEブートイメージがAIイメージのルートディレクトリの
boot/grub、たとえば /export/auto_install/my_ai_service/boot/grub に保存されま
す。

このディレクトリには、次の内容が格納されます。

bash-4.1$ cd grub/

bash-4.1$ ls

grub_cfg_net i386-pc splash.jpg x86_64-efi

grub2netx64.efi pxegrub2 unicode.pf2

GRUB 2モジュールには、ファームウェア固有のサブディレクトリがあり、それら
は、BIOSファームウェアを搭載するシステムの場合 i386-pcディレクトリ内で、64
ビットUEFIシステムの場合 x64_64-efiディレクトリ内にあります。ただし、これら
のディレクトリ内のファイルは、ネットワークブート時に使用されません (モ
ジュールはGRUB 2イメージに組み込まれ、TFTP経由で転送されません)。

注 – installadmコマンドによって管理されていないDHCPサーバーを使用している
場合、クライアントアーキテクチャー識別子に基づいて BootFileを設定するという
installadmコマンドで通常アクセス可能なDHCPサーバーを構成する方法に
従って、サーバーを構成する必要があります。管理者の支援のため、installadmコ
マンドは、手動で構成されたDHCPサーバーに設定するクライアントアーキテク
チャーブートファイルパスを出力します。

x86: UEFIおよびBIOSファームウェアを搭載するシ
ステムのネットワークからのブート
ブート可能なネットワークアダプタには、PXE仕様に準拠したファームウェアが含
まれます。PXEファームウェアは、アクティブになるとネットワーク上でDHCP交
換を実行し、DHCPサーバーがTFTPサーバーからのDHCP応答に含めた BootFile

マクロをダウンロードします (TFTPサーバーもDHCP応答に含まれる)。Oracle
Solarisの場合、この BootFileマクロ、pxegrub2 (BIOSファームウェアを搭載するシス
テムの場合)、または grub2netx64.efi (64ビット UEFIファームウェアを搭載するシ
ステムの場合)はGRUB 2です。GRUBは unixカーネルとブートアーカイブのダウン
ロードに進み、両方をメモリーにロードします。その時点で、Oracle Solarisカーネル
に制御が渡されます。

UEFIファームウェアが搭載されたシステムでのネットワークブートプロセス
は、BIOSファームウェアが搭載されたシステムでのプロセスと非常に似ています
が、UEFIファームウェアが搭載されたシステムではDHCPリクエストが若干異な
り、UEFIシステム用に返される BootFileマクロをカスタマイズするのに十分な情報
がDHCPサーバーに提供されます。UEFIファームウェアが搭載されたシステムで必
要なのはUEFIブートアプリケーションで、そうでない場合はDHCPサーバーから
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BootFileマクロとして返される BIOS対応のブートプログラムではありませ
ん。BootFileマクロ (grub2netx64.efiまたは同等のもの)で指定されたUEFIブート
アプリケーション (GRUB)のUEFIクライアントへのダウンロードが完了すると、次
にブートローダー (GRUB)が実行されます。BIOSネットワークブートのプロセスと
同様に、GRUBは unixカーネルおよびブートアーカイブをDHCPで指定されたTFTP
サーバーからダウンロードし、次に両方をメモリーにロードして、最後に制御を
unixカーネルに渡します。

▼ x86:システムをネットワークからブートする方法
■ DHCP構成を設定するための前提条件となるタスクをすべて実行します。

111ページの「x86:システムをネットワークからブートするための要件」を参照
してください。

■ Oracle Solarisをインストールするために x86ベースシステムをネットワークから
ブートする場合は、AIクライアントイメージをダウンロードし、そのイメージに
基づいてインストールサービスを作成する必要があります。前提条件およびさら
に詳細な手順については、『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の
パート III「インストールサーバーを使用したインストール」を参照してくださ
い。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

BIOSからシステムのリブートを実行します。
# reboot -p

高速リブート機能がデフォルトで有効にされているシステムで、-pオプションを指
定していなければ、リブート時にファームウェアがバイパスされます。このオプ
ションを指定すると、システムの標準 (低速リブート)が有効になるため、システム
のファームウェアユーティリティーにアクセスして、PXEブートおよびインス
トールを指定できます。高速リブートの詳細については、100ページの「リブートプ
ロセスの高速化」を参照してください。

BIOSまたはUEFIファームウェアにネットワークからブートするように指示します。

■ システムが特定のキーストロークシーケンスを使用してネットワークからブート
する場合は、BIOSまたはUEFIファームウェア画面が表示されたらすぐにその
シーケンスを入力します。

たとえば、BIOSファームウェアを搭載するシステムで F12キーを押して、セット
アップユーティリティーに入ります。

始める前に

1

2
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■ ネットワークブートのためにファームウェア設定を手動で変更する必要がある場
合は、ファームウェア設定ユーティリティーにアクセスするためのキースト
ロークシーケンスを入力します。その画面で、ネットワークブートのブート優先
順位を変更します。

GRUBメニューが表示されたら、インストールするネットワークインストールイ
メージを選択してからReturnキーを押し、そのイメージをブートしてインストール
します。

システムは、選択したOracle Solarisインストールイメージのネットワークからの
ブートとインストールに進みます。インストールの実行には、数分かかることがあ
ります。AIインストールの実行については、『Oracle Solaris 11.1システムのインス
トール』のパート III「インストールサーバーを使用したインストール」を参照して
ください。

4
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システムのブートのトラブル
シューティング (タスク)

この章では、システムのブートを妨げる問題や、復旧の目的でシステムをシャット
ダウンし、リブートする必要がある問題のトラブルシューティング方法について説
明します。この章で SPARCまたは x86ベースのシステムのみに適用される情報につ
いては、その旨が示されています。

この章の内容は次のとおりです。

■ 117ページの「Oracle Solarisブートアーカイブの管理」
■ 121ページの「復旧目的のシステムのシャットダウンおよびブート」
■ 128ページの「クラッシュダンプを強制してシステムをリブートする」
■ 131ページの「カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステムをブートする」
■ 134ページの「x86:高速リブートに関する問題のトラブルシューティング」
■ 135ページの「ブートとサービス管理機構の問題のトラブルシューティング」

復旧の目的でのOracle Solarisの停止と起動について (サービスプロセッサを実行して
いる場合)、およびOracle ILOMサービスプロセッサを制御する手順について
は、http://download.oracle.com/docs/cd/E19694-01/E21741-02/index.htmlにある
ハードウェアのドキュメントを参照してください。

Oracle Solarisブートアーカイブの管理
このセクションでは、次の情報について説明しています。

■ 118ページの「ブートアーカイブの内容を一覧表示する方法」
■ 118ページの「boot-archive SMFサービスの管理」
■ 119ページの「ブートアーカイブを手動で更新することによってブートアーカイ
ブの自動更新障害を解決する方法」

■ 120ページの「x86:高速リブートをサポートしないシステムのブートアーカイブの
自動更新障害を解決する方法」

Oracle Solarisブートアーカイブの概要については、18ページの「Oracle Solarisブート
アーカイブの説明」を参照してください。
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x86プラットフォームで、bootadmコマンドは、ブートローダーの管理に加え
て、SPARCおよび x86 Oracle Solarisブートアーカイブの両方を保守するための次のタ
スクを実行する場合にも使用します。

■ システムのブートアーカイブに含まれるファイルとディレクトリを一覧表示す
る。

■ ブートアーカイブを手動で更新する。

このコマンドの構文は次のとおりです。

bootadm [subcommand] [-option] [-R altroot]

bootadmコマンドの詳細は、bootadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ ブートアーカイブの内容を一覧表示する方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

ブートアーカイブに含まれるファイルとディレクトリを一覧表示するには、次のよ
うに入力します。
# bootadm list-archive

list-archive ブートアーカイブに含まれるファイルとディレクトリを一覧表示し
ます。

boot-archive SMFサービスの管理
boot-archiveサービスは SMFによって制御されます。このサービスインスタンス
は、svc:/system/boot-archive:defaultです。サービスを有効または無効にするに
は、svcadmコマンドを使用します。

boot-archiveサービスが無効な場合は、システムリブート時にブートアーカイブの
自動復旧が実行されないことがあります。その結果、ブートアーカイブが同期され
ないか破壊され、システムがブートされなくなる可能性があります。

boot-archiveサービスが実行されているかどうかを確認するには、svcsコマンドを
使用します。

$ svcs boot-archive

STATE STIME FMRI

online 10:35:14 svc:/system/boot-archive:default

1

2
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この例で、svcsコマンドの出力は boot-archiveサービスがオンラインであることを
示しています。

詳細は、svcadm(1M)および svcs(1)のマニュアルページを参照してください。

▼ boot-archive SMFサービスを有効または無効にする方法

管理者になります。

詳細については、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当
てられている管理権限を使用する方法」を参照してください。

boot-archiveサービスを有効または無効にするには、次のように入力します。
# svcadm enable | disable system/boot-archive

boot-archiveサービスの状態を確認するには、次のように入力します。
# svcs boot-archive

サービスが実行されている場合は、オンラインサービスの状態が表示されます。

STATE STIME FMRI

online 9:02:38 svc:/system/boot-archive:default

サービスが実行されていない場合は、サービスがオフラインになっていることが出
力に表示されます。

▼ ブートアーカイブを手動で更新することによって
ブートアーカイブの自動更新障害を解決する方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

ブートアーカイブを更新するには、次のコマンドを入力します。
# bootadm update-archive

注 –代替ルートのブートアーカイブを更新するには、次のように入力します。

# bootadm update-archive -R /a

-R altroot update-archiveサブコマンドに適用する代替ルートパスを指定します。
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注意 – -Rオプションを使用して非大域ゾーンのルートファイルシステム
を参照してはいけません。そのようにすると、大域ゾーンのファイルシ
ステムが損傷したり、大域ゾーンのセキュリティーが低下したり、非大
域ゾーンのファイルシステムが損傷したりする場合がありま
す。zones(5)のマニュアルページを参照してください。

システムをリブートします。
# reboot

▼ x86:高速リブートをサポートしないシステムの
ブートアーカイブの自動更新障害を解決する方法
システムのリブートのプロセス中に、システムが高速リブート機能をサポートして
いない場合、ブートアーカイブの自動更新が失敗することがあります。この問題に
より、システムが同じブート環境からリブートできなくなることがあります。

この場合、次のような警告が表示され、システムは保守モードに入ります。

WARNING: Reboot required.

The system has updated the cache of files (boot archive) that is used

during the early boot sequence. To avoid booting and running the system

with the previously out-of-sync version of these files, reboot the

system from the same device that was previously booted.

svc:/system/boot-config:default SMFサービスには、auto-reboot-safeプロパ
ティー (デフォルトで falseの設定)が含まれます。このプロパティーを trueに設定
すると、システムのファームウェアとデフォルトのGRUBメニューエントリの両方
が現在のブートデバイスからブートするように設定されます。次の手順で説明する
ように、失敗したブートアーカイブの自動更新をクリアできるように、このプロパ
ティーの値を変更できます。

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

システムをリブートします。
# reboot
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アクティブなBIOSまたはUEFIブートデバイスとGRUBメニューエントリが現在の
ブートインスタンスを指している場合は、ブートアーカイブ更新障害を防ぐため
に、次の手順に従います。

a. 次のように入力して、svc:/system/boot-config SMFサービスの auto-reboot-safe

プロパティーを trueに設定します。
# svccfg -s svc:/system/boot-config:default setprop config/auto-reboot-safe = true

b. auto-reboot-safeプロパティーの設定が正しいことを確認します。
# svccfg -s svc:/system/boot-config:default listprop |grep config/auto-reboot-safe

config/auto-reboot-safe boolean true

復旧目的のシステムのシャットダウンおよびブート
このセクションでは次の手順について説明します。

■ 122ページの「SPARC:復旧を目的としてシステムを停止する方法」
■ 123ページの「x86:復旧目的でのシステムの停止とリブートの方法」
■ 124ページの「シングルユーザー状態でブートして、不正な rootシェルまたはパ
スワードの問題を解決する方法」

■ 125ページの「メディアからブートして、不明な rootパスワードを解決する方
法」

■ 127ページの「x86:メディアからブートして、システムのブートを妨げている
GRUB構成の問題を解決する方法」

次の場合は、ブートおよびシステムのその他の問題を分析またはトラブル
シューティングするために、システムをまずシャットダウンする必要があります。

■ システムのブート時にエラーメッセージのトラブルシューティングを行います。
■ システムを停止して復旧を試みます。
■ 復旧を目的としてシステムをブートします。
■ 強制的にクラッシュダンプを実行し、システムをリブートします。
■ カーネルデバッガを使ってシステムをブートします。

復旧の目的でシステムをブートする必要がある場合があります。

一般的なエラーおよび復旧のシナリオを次に示します。

■ シングルユーザー状態にシステムをブートして、/etc/passwdファイルの root

シェルエントリの修正や、NISサーバーの変更などの軽微な問題を解決します。
■ インストールメディアまたはネットワーク上のインストールサーバーからブート
して、システムのブートを妨げている問題から回復したり、紛失した rootパス
ワードを回復したりします。この方法では、ルートプールをインポートしたあと
に、ブート環境をマウントする必要があります。
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■ x86のみ:ルートプールをインポートすることにより、ブート構成の問題を解決し
ます。ファイルで問題が発生した場合は、ブート環境をマウントする必要はな
く、単にルートプールをインポートするだけで、ブート関連のコンポーネントを
含む rpoolファイルシステムが自動的にマウントされます。

▼ SPARC:復旧を目的としてシステムを停止する方法
shutdownまたは init 0コマンドを使用して、システムを ok PROMプロンプトにしま
す。

ファイルシステムを同期させます。
ok sync

該当する bootコマンドを入力して、ブートプロセスを起動します。

詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムが指定した実行レベルになっていることを確認します。
# who -r

. run-level s May 2 07:39 3 0 S

マウスからの入力に対してシステムが応答しない場合は、次のいずれかを行いま
す。

■ Resetキーを押してシステムをリブートします。

■ 電源スイッチを使用してシステムをリブートします。

サーバーの電源停止

ホストシステム (サーバー)上でOracle Solaris 11を実行中の場合、システムを
シャットダウンしたあと、システムコンソールプロンプトからサービスプロセッサ
プロンプトに切り替える必要があります。その場所から、次の例に示すように
サービスプロセッサを停止できます。

# shutdown -g0 -i0 -y

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 91 system services are now being stopped.

Jun 12 19:46:57 wgs41-58 syslogd: going down on signal 15

svc.stard: The system is down.

syncing file systems...done

Program terminated

r)eboot o)k prompt, h)alt?

# o
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ok #.

->

-> stop /SYS

Are you sure you want to stop /SYS (y/n)? y

Stopping /SYS

->

即時シャットダウンを実行する必要がある場合は、stop -force -script /SYS コマン
ドを使用します。このコマンドを入力する前に、すべてのデータが保存されている
ことを確認してください。

サーバーの電源投入

次の例は、サーバーの電源をオンにする方法を示しています。最初にOracle ILOMに
ログインする必要があります。http://download.oracle.com/

docs/cd/E19166-01/E20792/z40002fe1296006.html#scrolltocを参照してください。

モジュラーシステムを使用している場合は、目的のサーバーモジュールにログイン
していることを確認します。

-> start /SYS

Are you sure you want to start /SYS (y/n) ? y

Starting /SYS

->

確認を求めるプロンプトを表示しない場合は、start -script /SYS コマンドを使用し
ます。

▼ x86:復旧目的でのシステムの停止とリブートの方
法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

キーボードやマウスが動作している場合は、init 0と入力して、システムを停止し
ます。
# init 0

例6–2
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マウスからの入力に対してシステムが応答しない場合は、次のいずれかを行いま
す。

■ Resetキーを押してシステムをリブートします。

■ 電源スイッチを使用してシステムをリブートします。

▼ シングルユーザー状態でブートして、不正な root
シェルまたはパスワードの問題を解決する方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

プラットフォームに応じて、次のいずれかを実行します。

■ SPARCプラットフォームの場合:

a. システムを okPROMプロンプトにします。
# init 0

b. システムをシングルユーザー状態にブートします。
ok boot -s

■ x86プラットフォームの場合:

a. rebootコマンドの -pオプションによって、稼働中のシステムをリブートしま
す。
# reboot -p

b. GRUBメニューが表示されたら、該当するブートエントリを選択し、eを入力
してそのエントリを編集します。

c. 矢印キーを使用して、$multiboot行に移動し、行の末尾に -sと入力します。

■ GRUB編集メニューを終了し、編集したばかりのエントリをブートするに
は、Control-Xを押します。UEFIファームウェアを搭載するシステムがあり、シリ
アルコンソールを使用していない場合、F10キーを押すことによってもエントリ
がブートします。
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/etc/passwdファイルのシェルエントリを修正します。
# vi /etc/password

システムをリブートします。

▼ メディアからブートして、不明な rootパスワード
を解決する方法
次の手順は、不明な rootパスワードの問題や、同様の問題を修正するためにシステ
ムをブートする必要がある場合に使用します。この手順では、ルートプールをイン
ポートしたあとに、ブート環境をマウントする必要があります。ルートプールまた
はルートプールのスナップショットを回復する必要がある場合は、『Oracle
Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステム』の「ZFSルートプールのディスクを交換す
る方法 (SPARCまたは x86/VTOC)」を参照してください。

次のいずれかのオプションを使用して、Oracle Solarisメディアからブートします。

■ SPARC:テキストインストール -インストールメディアまたはネットワークから
ブートして、テキストインストール画面からシェルオプション (オプション 3)を
選択します。

■ SPARC:自動インストール –次のコマンドを使用して、シェルに出られるインス
トールメニューから直接ブートします。
ok boot net:dhcp

■ x86: Live Media -インストールメディアからブートし、回復手順のためにGNOME端
末を使用します。

■ x86:テキストインストール – GRUBメニューから「Text Installer and command
line」ブートエントリを選択し、次にテキストインストール画面からシェルオプ
ション (オプション 3)を選択します。

■ x86:自動インストール –ネットワーク上のインストールサーバーからブートしま
す。この方法では、PXEブートが必要です。GRUBメニューから「Text Installer and
command line」エントリを選択します。次に、テキストインストール画面から
シェルオプション (オプション 3)を選択します。

ルートプールをインポートします。
zpool import -f rpool

ブート環境のマウントポイントを作成します。
# mkdir /a
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ブート環境をマウントポイント /aにマウントします。
# beadm mount solaris-instance|be-name /a

例:

# beadm mount solaris-2 /a

パスワードまたはシャドウエントリが原因でコンソールログインできない場合
は、その問題を訂正します。

a. TERMタイプを設定します。
# TERM=vt100

# export TERM

b. shadowファイルを編集します。
# cd /a/etc

# vi shadow

# cd /

ブートアーカイブを更新します。
# bootadm update-archive -R /a

ブート環境をマウント解除します。
# beadm umount be-name

システムを停止します。
# halt

シングルユーザー状態にシステムをリブートし、rootパスワードの入力を求められ
たら、Returnキーを押します。

rootパスワードをリセットします。
root@system:~# passwd -r files root

New Password: xxxxxx

Re-enter new Password: xxxxxx

passwd: password successfully changed for root

Ctrl-Dを押してシステムをリブートします。

メディアからシステムをブートする必要がある問題がGRUB構成に発生した場合
は、この手順にある x86プラットフォーム用と同じ手順に従います。
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▼ x86:メディアからブートして、システムのブート
を妨げているGRUB構成の問題を解決する方法
x86ベースのシステムがブートしない場合、問題の原因は、破損したブート
ローダーまたは失われているか破壊されたGRUBメニューにある可能性がありま
す。これらの種類の状況では次の手順を使用します。

注 –この手順では、ブート環境をマウントする必要はありません。

ルートプールまたはルートプールのスナップショットを回復する必要がある場合
は、『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステム』の「ZFSルートプールの
ディスクを交換する方法 (SPARCまたは x86/VTOC)」を参照してください。

Oracle Solarisのメディアからブートします。

■ Live Media -インストールメディアからブートし、回復手順のためにGNOME端末を
使用します。

■ テキストインストール – GRUBメニューから「Text Installer and command
line」ブートエントリを選択し、次にテキストインストール画面からシェルオプ
ション (オプション 3)を選択します。

■ 自動インストール –ネットワーク上のインストールサーバーからのブートには
PXEブートが必要です。GRUBメニューから「Text Installer and command

line」エントリを選択します。次に、テキストインストール画面からシェルオプ
ション (オプション 3)を選択します。

ルートプールをインポートします。
# zpool import -f rpool

GRUB構成の問題を解決するには、次のいずれかの操作を実行します。

■ システムがブートせず、エラーメッセージが表示されない場合、ブート
ローダーが破損している可能性があります。問題を解決するには、59ページ
の「x86: bootadm install-bootloaderコマンドを使用して GRUB 2をインストール
する」を参照してください。

■ GRUBメニューが失われている場合、ブート時に、「grub.cfgを開けません」とい
うエラーメッセージが表示されます。この問題を解決するには、43ページ
の「x86: GRUBメニューを手動で再生成する方法」を参照してください。
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■ GRUBメニューが破損している場合、システムがブート時にGRUBメニューを解析
しようとして、別のエラーメッセージが表示されることがあります。43ページ
の「x86: GRUBメニューを手動で再生成する方法」も参照してください。

シェルを終了してシステムをリブートします。
exit

1 Install Oracle Solaris

2 Install Additional Drivers

3 Shell

4 Terminal type (currently sun-color)

5 Reboot

Please enter a number [1]: 5

クラッシュダンプを強制してシステムをリブートする
このセクションでは次の手順について説明します。

■ 128ページの「SPARC:クラッシュダンプを強制してシステムをリブートする方
法」

■ 130ページの「x86:クラッシュダンプを強制してシステムをリブートする方法」

場合によっては、トラブルシューティングの目的でクラッシュダンプを強制実行
し、システムをリブートする必要があります。デフォルトでは、savecore機能を使
用できます。

システムクラッシュダンプについては、『Oracle Solaris 11.1での一般的な問題のトラ
ブルシューティング』の「システムクラッシュダンプ情報の管理」を参照してくだ
さい。

▼ SPARC:クラッシュダンプを強制してシステムをリ
ブートする方法
SPARCベースのシステムのクラッシュダンプを強制実行するには、次の手順を実行
します。この手順のあとに紹介する例は、halt -dコマンドを使用してシステムのク
ラッシュダンプを強制実行する方法を示しています。このコマンドの実行後は、手
動でシステムをリブートする必要があります。

システムを okPROMプロンプトにします。

ファイルシステムを同期させ、クラッシュダンプを書き出します。
> n

ok sync
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クラッシュダンプがディスクに書き出されると、システムはそのままリブートしま
す。

システムが実行レベル 3でブートしていることを確認します。
ブートプロセスが正常に終了すると、ログイン画面かログインプロンプトが表示さ
れます。
hostname console login:

SPARC: halt -dコマンドを使用してシステムのクラッシュダンプとリ
ブートを強制実行する

この例は、halt -dコマンドを使用して、SPARCベースのシステムのクラッシュダン
プとリブートを強制的に実行する方法を示しています。

# halt -d

Jul 21 14:13:37 jupiter halt: halted by root

panic[cpu0]/thread=30001193b20: forced crash dump initiated at user request

000002a1008f7860 genunix:kadmin+438 (b4, 0, 0, 0, 5, 0)

%l0-3: 0000000000000000 0000000000000000 0000000000000004 0000000000000004

%l4-7: 00000000000003cc 0000000000000010 0000000000000004 0000000000000004

000002a1008f7920 genunix:uadmin+110 (5, 0, 0, 6d7000, ff00, 4)

%l0-3: 0000030002216938 0000000000000000 0000000000000001 0000004237922872

%l4-7: 000000423791e770 0000000000004102 0000030000449308 0000000000000005

syncing file systems... 1 1 done

dumping to /dev/dsk/c0t0d0s1, offset 107413504, content: kernel

100% done: 5339 pages dumped, compression ratio 2.68, dump succeeded

Program terminated

ok boot

Resetting ...

.

.

Rebooting with command: boot

Boot device: /pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/disk@0,0:a

File and args: kernel/sparcv9/unix

configuring IPv4 interfaces: hme0.

add net default: gateway 172.20.27.248

Hostname: jupiter

The system is coming up. Please wait.

NIS domain name is example.com

.

.

.

System dump time: Wed Jul 21 14:13:41 2010

Jul 21 14:15:23 jupiter savecore: saving system crash dump

in /var/crash/jupiter/*.0

Constructing namelist /var/crash/jupiter/unix.0

Constructing corefile /var/crash/jupiter/vmcore.0

100% done: 5339 of 5339 pages saved

3
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.

.

▼ x86:クラッシュダンプを強制してシステムをリ
ブートする方法
reboot -dコマンドまたは halt -dコマンドを使用できない場合は、カーネルデバッガ
kmdbを使用してクラッシュダンプを強制的に実行できます。次の手順を実行するに
は、ブート時に、または mdb - kコマンドを使用してカーネルデバッガが読み込まれ
ている必要があります。

注 –カーネルデバッガにアクセスするにはテキストモードでなければなりません。し
たがって、まずウィンドウシステムを終了してください。

カーネルデバッガにアクセスします。

デバッガにアクセスするための方法は、システムへのアクセスに使用するコン
ソールのタイプによって異なります。

■ ローカル接続されているキーボードを使用している場合は、F1–Aを押します。
■ シリアルコンソールを使用している場合は、そのシリアルコンソールタイプに適
した方法でブレークを送信します。

kmdbプロンプトが表示されます。

クラッシュを強制的に実行するには、systemdumpマクロを使用します。
[0]> $<systemdump

パニックメッセージが表示され、クラッシュダンプが保存され、システムがリ
ブートします。

コンソールログインプロンプトでログインして、システムがリブートされているこ
とを確認します。

x86: halt -dコマンドを使用してシステムのクラッシュダンプとリ
ブートを強制実行する

この例は、halt -dコマンドを使用して、x86ベースのシステムのクラッシュダンプ
とリブートを強制的に実行する方法を示しています。

# halt -d

4ay 30 15:35:15 wacked.<domain>.COM halt: halted by user

1

2

3
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panic[cpu0]/thread=ffffffff83246ec0: forced crash dump initiated at user request

fffffe80006bbd60 genunix:kadmin+4c1 ()

fffffe80006bbec0 genunix:uadmin+93 ()

fffffe80006bbf10 unix:sys_syscall32+101 ()

syncing file systems... done

dumping to /dev/dsk/c1t0d0s1, offset 107675648, content: kernel

NOTICE: adpu320: bus reset

100% done: 38438 pages dumped, compression ratio 4.29, dump succeeded

Welcome to kmdb

Loaded modules: [ audiosup crypto ufs unix krtld s1394 sppp nca uhci lofs

genunix ip usba specfs nfs md random sctp ]

[0]>

kmdb: Do you really want to reboot? (y/n) y

カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステムをブート
する

このセクションでは次の手順について説明します。

■ 131ページの「SPARC:カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステムをブートす
る方法」

■ 133ページの「x86:カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステムをブートする方
法」

システムの問題をトラブルシューティングする必要がある場合は、カーネルデ
バッガでシステムを実行するとたいへん役立ちます。カーネルデバッガはシステム
の停止を調査するのに役立ちます。たとえば、カーネルデバッガがアクティブな状
態で、カーネルを実行しているときに停止が発生した場合、デバッガに割り込んで
システムの状態を調べることができます。さらに、システムパニックが発生した場
合、システムがリブートする前に、パニックを調査できます。このようにして、問
題が発生している可能性のあるコードのセクションを知ることができます。

次の手順では、カーネルデバッガを有効にしてブートすることにより、システムの
問題をトラブルシューティングするための基本手順について説明します。

▼ SPARC:カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシス
テムをブートする方法
この手順では、SPARCベースのシステムでカーネルデバッガ (kmdb)をロードする方
法を示します。

カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステムをブートする
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注 –システムを対話式でデバッグする時間がない場合は、rebootコマンドと、-dオ
プションを指定した haltコマンドを使用します。-dオプションを指定して haltコマ
ンドを実行した場合、実行後にシステムを手動でリブートする必要があります。た
だし、rebootコマンドを使用した場合、システムは自動的にブートします。詳細
は、reboot(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムを停止します。これにより、okプロンプトが表示されます。

システムを正常に停止するには、haltコマンドを使用します。

boot -kと入力して、カーネルデバッガのロードをリクエストします。Returnキーを
押します。

カーネルデバッガにアクセスします。

デバッガに入るための方法は、システムへのアクセスに使用するコンソールのタイ
プによって異なります。

■ ローカル接続されたキーボードを使用している場合は、キーボードの種類に応じ
て Stop-Aまたは L1–Aを押します。

■ シリアルコンソールを使用している場合は、そのシリアルコンソールタイプに適
した方法を使用してブレークを送信します。

カーネルデバッガをはじめて入力したときに、ウェルカムメッセージが表示されま
す。
Rebooting with command: kadb

Boot device: /iommu/sbus/espdma@4,800000/esp@4,8800000/sd@3,0

.

.

.

SPARC:カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステムをブートする

次の例に、カーネルデバッガ (kmdb)を有効にして SPARCベースのシステムをブート
する方法を示します。

ok boot -k

Resetting...

Executing last command: boot kmdb -d

Boot device: /pci@1f,0/ide@d/disk@0,0:a File and args: kmdb -d

Loading kmdb...

1

2

3
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▼ x86:カーネルデバッガ (kmdb)を有効にしてシステ
ムをブートする方法
この手順では、カーネルデバッガを読み込むための基本的な操作を示します。デ
フォルトで、savecore機能を使用できます。

システムをブートします。

GRUBメニューが表示されたら、eと入力してGRUB編集メニューにアクセスします。

矢印キーを使用して、$multiboot行を選択します。

GRUB編集メニューで、 $multiboot行の末尾に -kを入力します。

カーネルが実行する前に、デバッガでシステムが停止 (ブレーク)するように指示す
るには、-dオプションと -kオプションを含めます。

GRUB編集メニューを終了し、編集したばかりのエントリをブートするに
は、Control-Xを押します。UEFIファームウェアを搭載するシステムがあり、シリア
ルコンソールを使用していない場合、F10キーを押すことによってもエントリが
ブートします。

-kを入力すると、デバッガ (kmdb)がロードされたあと、オペレーティングシステム
が直接ブートします。

カーネルデバッガにアクセスします。

デバッガにアクセスするための方法は、システムへのアクセスに使用するコン
ソールのタイプによって異なります。

■ ローカル接続されているキーボードを使用している場合は、F1–Aを押します。
■ シリアルコンソールを使用している場合は、そのタイプのシリアルコンソールに
適した方法を使用してブレークを送信します。

システムが完全にブートする前にカーネルデバッガ (kmdb)にアクセスするには、-kd

オプションを使用します。

-kdオプションを使用すると、デバッガが読み込まれたあと、オペレーティングシス
テムをブートする前にデバッガと対話する機会が与えられます。

カーネルデバッガにはじめてアクセスした場合、ウェルカムメッセージが表示され
ます。

kmdbを使用して、システムと対話する詳細については、kmdb(1)のマニュアルページ
を参照してください。

1

2

3

4

5
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x86:高速リブートに関する問題のトラブルシューティン
グ

以降のセクションでは、x86プラットフォーム上でOracle Solarisの高速リブート機能
に関して発生する可能性のあるいくつかの一般的な問題を特定および解決する方法
について説明します。

このセクションでは、次の情報について説明しています。

■ 134ページの「x86:発生する可能性のある早期システムパニックのデバッグ」
■ 134ページの「x86:高速リブートが機能しない可能性のある状況」

高速リブート機能をサポートしない x86ベースのシステムでOracle Solarisブート
アーカイブを手動で更新する必要がある場合は、120ページの「x86:高速リブートを
サポートしないシステムのブートアーカイブの自動更新障害を解決する方法」を参
照してください。

x86:発生する可能性のある早期システムパニック
のデバッグ
boot-configサービスはマルチユーザーマイルストーンに依存しているため、早期シ
ステムパニックをデバッグする必要のあるユーザーは、次の例に示すように
/etc/systemファイル内の大域変数 fastreboot_onpanicにパッチを適用できます。

# echo "set fastreboot_onpanic=1" >> /etc/system

# echo "fastreboot_onpanic/W" | mdb -kw

x86:高速リブートが機能しない可能性のある状況
次のような状況では、高速リブート機能が正しく動作しない可能性があります。

■ GRUB構成を処理できない。
■ ドライバに quiesce関数が実装されていない。

サポートされていないドライバを使用しているシステムの高速リブートを試行す
ると、次のようなメッセージが表示されます。

Sep 18 13:19:12 too-cool genunix: WARNING: nvidia has no quiesce()

reboot: not all drivers have implemented quiesce(9E)

ネットワークインタフェースカード (NIC)のドライバに quiesce関数が実装され
ていない場合は、まずインタフェースの unplumbを試行してから、次にシステム
の高速リブートを試行します。

x86:高速リブートに関する問題のトラブルシューティング
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■ メモリーが不足している。

システム上に十分なメモリーがないか、または新しいカーネルとブートアーカイ
ブを読み込むための十分な空きメモリーがない場合は、高速リブートの試行が失
敗して次のメッセージが表示されたあと、通常のリブートにフォールバックしま
す。

Fastboot: Couldn’t allocate size below PA 1G to do fast reboot

Fastboot: Couldn’t allocate size below PA 64G to do fast reboot

■ 環境がサポートされていない。

高速リブート機能は、次の環境ではサポートされていません。
■ 準仮想化 (PV)ゲストドメインとして実行されているOracle Solarisリリース
■ 非大域ゾーン

詳細は、次のマニュアルページを参照してください。

■ reboot(1M)
■ init(1M)
■ quiesce(9E)
■ uadmin(2)
■ dev_ops(9S)

ブートとサービス管理機構の問題のトラブル
シューティング

システムをブートするときに発生する可能性のある問題は、次のとおりです。

■ ブート時にサービスが開始しない。

サービス管理機構 (SMF)サービスの起動に問題があると、システムがブート時に
停止することがあります。この種類の問題をトラブルシューティングする場合に
は、システムをブートするのにどのサービスも開始する必要はありません。詳細
については、『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』の「どのサービス
も起動しないでブートする方法」を参照してください。

■ ブート時に system/filesystem/local:default SMFサービスが失敗する。
システムのブートに必要でないローカルファイルシステム
は、svc:/system/filesystem/local:default サービスによってマウントされま
す。それらのすべてのファイルシステムをマウントできない場合、サービスは保
守状態になります。システムの起動は続行し、filesystem/localに依存していな
いサービスが起動します。その後、依存関係によって、filesystem/localをオン
ラインにする必要があるサービスは起動しません。この問題の回避策は、システ
ムの起動を続行させる代わりに、サービスの失敗後ただちに、suloginプロンプ
トが表示されるようにシステムの構成を変更することです。詳細について

ブートとサービス管理機構の問題のトラブルシューティング
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は、『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』の「ブート中に system/
filesystem/local:defaultサービスで障害が発生した場合に suloginプロンプトを強制
的に表示する方法」を参照してください。
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